
    
      
        
      
    

  


















































通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃のお母さんは好きですか？４
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ある少年による経過報告……？

第一章　うちの母さんはなんでもお見通しだ。（ただし息子の気持ちを除く）

第二章　この世界には、どんな糖分よりも危険な甘さがある。……摂取しすぎると……

第三章　バニーガール三人とバニーお母さん二人でフルハウス完成！　嬉しくない！

第四章　家事は母親たちの戦い。だが息子も果敢に挑む……うわ何するやめ……

第五章　魅力的なものほど危険だ。ギャンブルもだけど、身近な人を見てそう思った。

エピローグ




　あとがき

















プロローグ　ある少年による経過報告……？









【問：元気ですか？】

　元気です

【問：病気とか怪け我がとか、していませんか？】

　前述の通り元気です

【問：毎日楽しく過ごしていますか？】

　それなりに

【問：こちらは毎日楽しく過ごしています】

　それはよかったですね（ていうか、これは問いじゃないですよね）

【問：最近、嬉うれしかったことは何かありましたか？】

　こつこつレベルアップという地味な喜び

【問：やっぱり親子で一いつ緒しよに冒ぼう険けんできることが嬉しいですよね】

　ああそうですか（また問いじゃないし）

【問：お母さんにしてもらいたいことは何かありますか？】

　手加減……いや、すぐに追い抜ぬいてやるから別にいい

【問：お母さんに耳みみ掃そう除じしてもらいたいですか？】

　必要に迫せまられたら頼たのむことがあるかもしれない……ていうかさ

【問：お母さんに散さん髪ぱつしてもらいたいですか？】

　そうじゃなくてさ

【問：お母さんと一緒に行ってみたいところはありますか？】

　これってさ！

【問：今日のお夕飯は何がいいですか？】

　肉がいい、じゃなくて、どう考えてもさ！







　真まさ人とがフルダイブ参加しているゲーム〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟は、日本国政府がリリースを予定しているオンラインゲームの[image: β]ベータ版である。

　国が管理しているため制度も充じゆう実じつ。ゲームに参加しているテストプレイヤーは、定期的に送られてくるアンケートに答えるだけで学業などが免めん除じよされる。だから面めん倒どう臭くさくてもやっておいた方がいいわけだが。

　今回のこれは絶対に違ちがう。真人は気付いた。そりゃ気付く。

「おかしいだろ！　こんなの……はっ、もしかして……そういうことか！」

　なんとなく答えてしまったアンケートフォームは、ずっと目の前に表示されたままだと邪じや魔まなので、しょうがないから送信ボタンをぺしっと指で弾はじいて送り返して。

　真人は宿屋の部屋から飛び出した。さあ捜そう査さ開始だ。先ほどのアンケートを送ってきたのは、政府ではなく、身近な人物である可能性が……

　と、廊ろう下かに出た途と端たん、すぐそこに疑ぎ惑わくの人がいた。

「マー君。お返事してくれてありがとう。とっても嬉しいわ。うふふ」

　真ま々ま子こだ。立体表示されているメール画面を見つめて感激しているその人は、言わずもがな、真人の実の母親である。

　これで高校生の息子むすこがいるなんて誰だれも信じないだろう、あまりにも若々しい顔で微笑ほほえんでくれているわけだが。

「聞くまでもなく自白したな！　アンケートを送ってきたのは、やっぱ母さんかよ！」

「ええ、そうよ。だってほら、マー君はアンケートには必ず答えているでしょう？　だからお母さんもアンケート形式で送った方がいいかしらと思ったの」

「形式とか別に関係なくて！　義務だから答えてるだけで……！」

「あ、そうだわ。ちょっと待ってね」

　真人が全力で物申している最中だが、真々子は表示されたままのメール画面に指を走らせて「はい送信」何やら送ったようで。

　直後、ピコリ～ン！　と、真人はメールを受信した。「ん？　なんだ？」新着メールを開いてみると。

【問：お肉のどんなお料理がいいですか？】

　追加のアンケートだ。さてどんな肉料理がいいかなー。ステーキ、ハンバーグ、焼き系もいいけど煮に込こみ系も食べたいかなー……

　じゃなくて！

「おい母さん！　俺は目の前にいるのに、なんでわざわざメールだよ！」

「それはそうなんだけどね。でもほら、せっかくマー君に使い方を教わったんだから、どんどん使ってみたいわって思ったの。親子でメッセージを送り合うって素す敵てきでしょ？」

「メール機能を使うことに異論はない！　でもそうじゃなくて……！」

「あ、そうだわ。ちょっと待ってね」

　真々子はすかさずメールを打って送信する。真人は追加アンケートを受信した。

【問：あと少ししたらお夕飯のお買い物に行きます】

　さあこの問いに……

「どう答えろと!?　これ問いじゃねーし!?　ていうかなんで全部この形式だよ！　アンケートのテンプレート使ってんのかよ!?　そうじゃなきゃ最初に出てくる変へん換かん候補をそのまま使用とか!?　と、とにかく！」

「あ、そうだわ。お母さんとたくさんメールしましょうねって、メールで送ろうかしら……マー君がどんなお返事をくれるか楽しみね。うふふ」

「いやもう口で言えよ！　ていうかもう伝わってるよ！　ちゃんと返事するから！」

　もうやめてくれと叫さけぶ真人へ、【問：ありがとう】「だからああああっ！」真々子の心からのメッセージが送られてきたりして。今日も今日とて安定の賑にぎやかさで。

　新たに使い方を覚えたコミュニケーションツールでも最愛の息子と仲良くしたい。

　そんな母親と共に、今日も冒険が始まる。








第一章　うちの母さんはなんでもお見通しだ。（ただし息子むすこの気持ちを除く）









　初めての夜だ。

　宿屋の一室にて。静かに言葉が交かわされる。

「……今夜は二人きりね」

「あ、ああ。そうだな……」

　真まさ人とは固く閉じていた目を開けた。

　明かりが消されている室内は暗い。だがカーテンの向こう側にある月のおかげで周囲の様子はそれなりに見える。

　見えるには見えるが、真人は隣となりのベッドに目を向けられない。

「……あ、あのさ」

「何かしら」

「あー……いや、なんでもない」

　目を向けるどころか、会話を成立させることさえできない有り様だ。

　眠ねむ気けのせい？　いや違う。眠気はむしろ微み塵じんもない。頭は冴さえまくっている。

　夜に、部屋で、二人きり。

　ボディソープか、シャンプーか、男を刺し激げきする魅み惑わくの香かおりが漂ただよう室内に、二人きりだ。

「……ふぅ……」

「っ……！」

　隣から聞こえるかすかな吐と息いきが、やたら気になる。そちらの方は寝ね返がえりを打ったのだろうか、ベッドが僅わずかに軋きしむ音が聞こえて、思わずビクッと震ふるえてしまう。真人はもう気が気ではない……

「そっちに行ってもいい？」

「……は？」

　不意に尋たずねられた真人は、反射的に目を向けた。相手はもう目前まで来ている。

　暗がりでもわかる、いや、暗がりだからこそセクシーさが際きわ立だつ透すけ透けネグリジェに包まれた立派すぎる胸が、真人のすぐ目の前にあって、さらに近付いてくる。

　相手はこのまま真人が寝ているベッドに上がってくるつもりのようだ。

　こんなセクシーさんと二人で一つのベッドに寝てしまったら……それはもう、あれだ。

「（父さん、母さん……息子は今から初体験して、男になります！）」
















　つまりそういうことに!?

「眠れないみたいだから、お母さんが添そい寝してあげるわね。ほらマー君、お母さんと一緒に寝ましょ？」

「絶っ対に嫌いやじゃボケエエエエエエエエエッ！」

　男になるとか冗じよう談だんを言っている場合じゃなかった。

　真人は飛び起きて、本気で添い寝しようとしてくるその人を全力で、だが怪我させないように、ソフトな全力で押し返した。

　透け透けネグリジェ姿で這はい寄ってきたその方は、真ま々ま子こだ。

　あえて言うまでもなく、真人の実の母親である。

「おい母さん！　添い寝なんて、そんな恐おそろしい事はやめてくださいお願いします！」

「あ、あらあら。怒おこっている割に、すごく丁てい寧ねいにお願いされちゃったわ……」

「本気の訴うつたえですからな！　そりゃ丁寧にもなるわですよ！　本気でわかってほしいですからな！」

「でもマー君は眠れないみたいだから……遠えん慮りよなくお母さんに甘えていいのよ？」

　そう言って、真々子は真人の隣に腰こしを下ろして、真人の腕うでをぎゅっと抱だきしめてくる。

　限界まで薄うすいネグリジェ生き地じのおかげで、母親の大きいのの柔やわらかさと温ぬくもりが伝わりすぎて……嬉しい、じゃなくて。

　もういい加減にしてくれと、思いっきり怒ど鳴なりつけたいところだが……

「……そろそろかな」

　真人はふと冷静になり、部屋のドアをじっと見つめる。

　来るなら来てもいい頃ころ合あいだと思うのだが……いつまで待っても、何も訪おとずれない。

「……やっぱ無理か」

　真人は期待していた。〝お約束〟というやつに。

　ネグリジェ姿の真々子と腕を組んでベッドに腰かけて、あれこれ騒さわいでいたら……

　いきなりワイズが現れて誤解されて『あんた何やってんのよ！』でドッカーンとか。

　さらにメディが現れて、美少女の顔したまま腹黒い事を言ったりとか。

　駆かけ付けてきたポータは、状じよう況きようがよくわからなくて、可愛かわいく首を傾かしげたりとか。

　そういうのを期待したのだけど。

「……来ないな」

　どうして誰も現れないのか……







　話は朝の時点まで遡さかのぼる。







　普ふ通つうの勇者一行の冒ぼう険けんは順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだ。

　なぜならば、この一行には油断も隙すきもない。盤ばん石じやくの勝利を約束された集団だから。

　草原フィールドを進んでいると。

「……あ、モンスターです！　気を付けてください！」

　最高に可愛いアイテム係、十二歳の女の子旅商人ポータが目め敏ざとく敵を発見した。

　相手はまだこちらに気付いていない。先制攻こう撃げきのチャンスだ。

　そこで真っ先に突とつ撃げきするのは、勇者である真人……だったらいいなと本人は思っているのだけど、あくまでそう思っているだけで。

　颯さつ爽そうと駆け出すのは、もちろんこの方、普通の勇者の母親である真々子だ。

「任せて！　すぐに倒たおしちゃうわ！……えいっ！」

　ワンピースの裾すそをはためかせながら走り出した真々子は、大地の力を宿している灼しやく熱ねつ色の聖せい剣けんテラディマドレと、大海の力を宿している濃のう蒼そう色しよくの聖剣アルトゥーラ、両手に携たずさえた二本の剣を一気に振ふり抜ぬいた。

　するとどうなる？

　敵が壊かい滅めつする。

　地面から石の刃やいばが突つき出して、大量の水すい弾だんが一いつ斉せい掃そう射しやされて、モンスターは叫び声を上げる間もなく粉ふん砕さいされた。戦せん闘とう開始からここまで約五秒。

「うふふ！　やったわ！……それじゃポータちゃん、お願いね！」

「はい！　ジェム集めは自分の仕事です！　自分にお任せください！」

　倒されたモンスターが落とす換かん金きん素材をポータがせっせと回収する。山のように積もっているそれを素早くショルダーバッグにかき込んで。

　開始から約十秒で、戦闘に関する全すべての活動が終しゆう了りようした。

　これが勇者一行の実力だ！

　真々子が油断することもなく、その他の戦闘メンバーが前に出る隙もない。

　まさに盤石！

　というわけで、こちら。

「「「……ふぅ……今日もいい天気……」」」

　自分たちの在あり方を切なくなるほど熟知している関係で、戦闘開始と同時に木こ陰かげに体育座りして遠い目をしている三名様がいる。

　まずは真人。職業は普通の勇者だ。

「おお……俺は今、スキルに目覚めた気がするぞ……ただ単に見学している訳じゃなくてスキル発動中だと言い張る勇気が湧わく特とく殊しゆスキル〝ブレイブ見学〟をマスターしたような気分だ」

　今はちょっと頭がアレだが、異常状態防ぼう御ぎよに自動回復機能まで付いた至高のジャケットをまとい、天空の力を宿した透とう明めい色の聖剣フィルマメントを佩はいている、見た目は間ま違ちがいなく勇者である。

　そんな真人の右隣には、ＪＫ賢けん者じやのワイズが座っている。

「甘いわね真人。超ちよう絶ぜつ賢者であるあたしが習得した〝マジック見学〟の方がすごいわ」

「ほほぅ？　その効果は？」

「種も仕し掛かけもない見学で、見ている人の度ど肝ぎもを抜くわ」

「そっちのマジックかよ。というか見学してるお前を見ている人とかいねーよ」

　賢者であるワイズは魔ま法ほうの達人。真しん紅くのソーサラージャケットを身にまとい、魔法書を座ざ布ぶ団とんの代わりに敷しいている、魔法を使う気がない魔法使いのエリートだ。

　そして真人の左隣にもう一人。癒ゆ術じゆつ師しメディが美しく微笑ほほえんでいる。

「お二人とも素敵なスキルを習得なさったようですね。ちなみに私は、すでに〝ホーリー見学〟を習得して発動中ですよ」

「おー。メディも乗ってきたな」

「んで？　その効果は？」

「ものすごく神聖な見学で、何かと浄じよう化かされます。根こん性じようがひねくれているワイズさんなどは、ホーリー見学の効果で精神面が矯きよう正せいされます。よかったですね」

「いやむしろ矯正しないといけないのは、あんたの腹黒でしょ」

　癒術師は、回復クーラや補助の魔法に精通したヒーラー職の一種。癒いやしを与あたえる職業にふさわしく、穢けがれのない純白のヒーラーチュニックに身を包んでいる。

　ただ、草原に座って服が汚よごれてしまうのを気にしているのか、お尻しりの下にワイズのキャミソールのような物をちゃっかり敷いている、表面上は穢れのないメディである。

　と。

「あ、ママさん！　またモンスターです！」

「わかったわ！　任せて！……えいっ！」

　あちらではまた戦闘が始まったようだ。ポータが敵を発見して、真々子が超火力でズバブシャーッと倒して、ポータがジェムを回収して。「あっちにも！」「わかったわ！」「そっちにも！」「任せて！」とても楽しそうに奮闘している。

　そしてこちらの三人は見学だ。ずーっと見学。

　真人は率そつ直ちよくに思う。

「……俺たち、馬ば鹿かなこと言ってないで、何かしなきゃダメだろ」

「うん」

「はい」

　真人の呟つぶやきに、ワイズとメディが素す直なおに頷うなずいた。真人はもちろん、二人もちゃんとわかっているのだ。なので。

「ということで、今回はこれだ」

　真人は一枚のビラを取り出した。

【カジノ新装開店！】

　派手な題字の他ほかに、スロット台やポーカーテーブルがひしめく店内の様子や、大量のチップが爆ばく当あたりして乱らん舞ぶしているイラスト、さらに地図が描えがかれていて。




【おめでと～！　リベーレ四天王の一人であるアマンテを倒した勇者たちには、なんとなんと１０[image: ]０００[image: ]０００マムをプレゼントしちゃうよ～！】




　間延びした口調のような文面で、手書きの誘さそい文句が書かれている。いきなりお祝いの言葉に、大金をプレゼントとか、いかがわしいダイレクトメールのような内容だ。

　真人がビラを見せつけると、ワイズとメディは〝ぅわぁ……〟〝またですか……〟とか言いたそうな呆あきれと憐あわれみに満ちた視線を向けてくるが、まあ待てと。

「まず説明させてくれ。……このビラは、またしても俺が泊とまった宿屋の部屋にだけポスティングされていたものだ」

「てことは、釣つりって言うか、シラーセさんからの召しよう集しゆう令れい状じようよね。四天王を一人倒したから高額報ほう酬しゆうを進しん呈ていしつつ、ついでに何かさせるのが目的で……」

「真々子さんの大活かつ躍やくで事態は終結して、真人君や私たちは何も得られずに終わる、というところまでがセットです」

「正直なところ、俺もそんな予感がしまくっている。二度あることは三度あるだろうなと思わざるを得ない。……でもな、今回はワンチャンあるかもしれない」

　真人はビラをじっと見み据すえる。

「実はさ、このビラの事は、まだ母さんには話していないんだ」

「真々子さんに話していない……てことは、あたしたちだけで、こっそり報酬をゲットできるチャンスがあるってこと？」

「そういうことだ」

「パーティのお金は真々子さんが一いつ括かつ管理していらっしゃいますし……それに金額が金額ですから、気き兼がねして遠えん慮りよしてしまう可能性もありますからね……その点、真々子さんを通さずに入手すれば、そのまま私たちの懐ふところに入るわけで……」

「そう。俺たちで山分けするんだ。……俺はその金で装備品とかアイテムを買い足して、自分自身を強化する。強さって、金で買える部分が大きいからな」

「あー……ものっすごく夢のない話なんだけど……」

「課金者無む双そうはゲームの常ですよね……」

「その通り。俺はゲームの常識に従って強くなるだけだ。疚やましいことは何もない！」

　だって世界がそう成り立っているのだから、力強く言い張って。

　真人は心からお願いする。

「三度目の正直だ。これが最後。これに賭かける。これでダメだったら、俺はもうこの類たぐいのビラは一いつ切さい無視すると誓ちかう。だからさ」

　どうかお願いしますと、左右の二人にペコペコ頭を下げると。

　ワイズとメディは軽く嘆たん息そくして頷いた。

「しょーがないわね。あんたがそこまで言うなら、あたしも一いつ緒しよしてあげるわよ。……上手うまくいけば、あたしも大金ゲットできるわけだし」

「真々子さんから頂くお小こ遣づかいの額に不満はありませんけど、お金はどれだけあっても困りませんからね」

「だよね。あたしさー、ちょっと試ためしたいコスメとかあってさー」

「私も実は買いたい服がありますから、とても助かります」

　呆れて納なつ得とくしたような二人だが、なんだかワクワクしている。

　というか妙みようなオーラが出てる。

「お金……くっくっく……」

「お金……ふっふっふ……」

「いやあの、ゲーム内の自分を強化するために使うという選せん択たくは……ま、まあいいけど。好きにしてくれていいけどさ」

　夢というか欲よく望ぼうを膨ふくらませている女子たちには、何を言っても無む駄だだ。お金が嫌きらいな女子なんていないから、まあしょーがない。

「あ、そうです。せっかくですから、カジノで増やしてもいいかもしれません」

「それいいじゃん。お金の受け渡わたし場所ってカジノなのよね？」

「お、おう。めちゃめちゃ都合がいいよな。むしろ報酬をカジノで増やしちゃえよ、みたいなお誘いだからな。ほら」

　真人があらためてビラを見せつけると、「あれ？……真人、ちょっといい？」ワイズが真人の手からビラを取り上げて、じーっと見つめた。

「んー……ん？……ん～……」

「どうしたんだよワイズ。何か気になることでもあるのか？」

「このビラに書かれてる誘い文句なんだけど……これって、やっぱりシラーセさんが書いた感じよね……」

「たぶんな。学園の生徒募ぼ集しゆうの時もそうだったよな。俺たちを釣るつもりでさ」

「だったよね……でも、こっちのビラのは……書き方じゃなくて、筆ひつ跡せきが全然違うような……んー、まいっか。そういうデザインかもだし。気にしなくていいわよ」

「はいよ」

　気にしなくていいと言いつつ、ワイズはビラを念入りに眺ながめているようだが、まあいいとして。二人の賛同を得られたということで。

「それじゃ、報酬の受け取りと増額を目指して、カジノへ行くぞ！」

　さっそく行動開始だ。







　暇ひま潰つぶしレベル上げの拠きよ点てんにしていた宿場町から街かい道どう馬車に乗り、目的地へ。

　一行が向かうのは、商業都市オカンヤーデ。

　その都市は開けた荒こう野やにある。海辺の町から内陸部の町へと続く街道の中間に位置することから、流通拠点として栄えて、王都に匹ひつ敵てきするほど多くの人と物が絶え間なく行き交かっている。カーサーン王国内でも指折りの大都市だ。

　だがオカンヤーデを語る上で忘れてはならないのが、カジノなのだが……

　メディは言わない。

「オ、オカンヤーデに関するご説明は以上です。商業が大変盛さかんな場所だと、ひとまずその点だけご理解いただければ問題ありませんから……」

「そうなのね……それじゃ、変わった食材とか、お洋服とか、きっとたくさんあるわね。お買い物がとっても楽しそう」

「そ、そうですね。メインはお買い物ということで……」

「うふふ。なんだかワクワクしてきちゃったわ。……それにしてもメディちゃんは色々なことに詳くわしいのね」

「は、はい。以前、お母様と一いつ緒しよに訪おとずれたことがありますから、その関係で……」

　説明を聞いた真々子は感心しきりだ。一方のメディはやや挙動不ふ審しんだったりする。

　真々子は楽しいお買い物に思いを馳はせて、容よう赦しやなく胸を揺ゆらしながらワクワク「むにゃぁ……」「あらあら、あまり動いちゃダメね」ポータが真々子の膝ひざ枕まくらで寝ねちゃっているので控ひかえ目にして。メディと楽しくおしゃべりしている。

　そんな様子を、向かいの席に座っている真人とワイズが静かに見つめている。

「……まずは順調な滑すべり出しだな」

「そうね。今のところは問題なし」

　ただ今、真人とワイズとメディの三人による秘密の作戦が進行中である。

　ひとまず真々子への対応をメディに託たくして、真人とワイズは声を潜ひそめて話し合う。

「第一段階……母さんに詳しい説明をしないまま目的地へ向かう、というミッションは、ほぼクリアしたと言っていいだろう」

「でも油断できないわ。だって相手は真々子さんだし」

「だよな……息子むすこの見解として、母さんは高額報酬の受け取りもカジノも反対しそうな気がするからな……正直なところ、このままオカンヤーデに到とう着ちやくしても、母さんの目を盗ぬすんでカジノへ行くのは難しそうだ……」

「そこは大だい丈じよう夫ぶよ。あたしに考えがあるから」

　ワイズはない胸を張って自信満々だ。「ちょっと。どこ見てんのよ」「ないから見てねーよ」「よしわかった死ね」真人は足をぐりぐり踏ふまれて、ＨＰが地味に減っていく……

「ワイズさんワイズさんごめんなさい謝りますからもうやめてあなた様の考えとやらをお聞かせください痛いですホントごめんなさい」

「よろしい。……えー、つまり、真々子さん攻こう略りやくのカギは……真人、あんたよ」

「俺？」

「だってそうでしょ。今だって、真人が何の説明もせずに『一緒にオカンヤーデに行こうぜ』って誘ったら、二つ返事でＯＫされて、こうなってるわけじゃん。真々子さんにはやっぱ真人が一番効果的なのよ。真々子さんは真人が大好きだし」

「あー、まあ……俺としては、どう答えていいかわからないんだが……」

「あれ？　あんた『そんなわけねーだろ！』とか騒さわいだりしないの？　へー……もしかして真人って成長してたりする？　親子レベルがアップしちゃった？」

「さ、さあな。わかんねーよ。ていうか親子レベルってなんだよ」

　ステータスのどこにもそんな表記はないが、あるいは隠かくし要素としてどこかに？

　それはさておき。

「というわけで、真人。あたしたちの作戦が成功するかどうかは、あんたの活躍次し第だいだからね。気合い入れなさいよ」

「お、おう。俺が母さんをなんとかして、俺たちのカジノクエストを達成するわけか……なんか冒ぼう険けんっぽい感じだな」

「そうよ。母親に隠れてこそこそ何かする冒険よ」

「途と端たんにショボくなった気がする」……ずーん……

　そうは言っても、冒険だ。

　しかも、真人が最も重要な役割を担にない、真人の活躍こそが全すべてを決する。

　意外と燃えてきたかも。

「わかった。今日は、勇者としてではなく、息子としての本気を見せてやる」

「頼たよりにしてるわよ。それじゃ……作戦の第二段階を開始するわよ」

　車窓の向こうを流れていた荒野の景色が止まり、御ぎよ者しやの男性が到着を告げてくる。

　真人の勝負はここからだ。







　商業都市と呼ばれるからには、メインは商業、つまり商品を売り買いして利益を得る仕事が主であり、娯ご楽らく産業も一部おまけとしてありますよ、みたいな風景を予想していたのだが。

　全然違った。

「「「……んなっ……!?」」」

　街道馬車を降りた瞬しゆん間かん、真人とワイズとメディは揃そろって啞あ然ぜんとした。

　見渡す限り、とことんカジノだ。

　都市の名ではなく堂々と【ＣＡＳＩＮＯ】と書かれている大看板がどーんとあって、通りに並んでいる店てん舗ぽは全部カジノ。通りに敷しかれているブロックにまで、一つ残らずご丁てい寧ねいに【ＣＡＳＩＮＯ】と刻まれている。

　どうしよう。〝ここを訪れる人たちの目的はカジノですよー〟って、都市がバラしてくれやがっている。

　真人たち緊きん急きゆう事態！

「待て待て待て待て!?　これはダメだろ!?　これもう詰つんだんじゃね!?」

「私たちの冒険は、始まった途端に終わりましたね……儚はかない冒険でした……」

「まっ、まだよ！　まだセーフよ！　真々子さんはまだ馬車の中だから……！」

「あら？　降りちゃいけなかったかしら」

　切せつ羽ぱ詰つまった顔を突つき合わせて相談していた真人たちの隣となりに、真々子がすたっと。そしてにっこり。

　ヤバい。カジノだらけの様子を見られたら、絶対に否定的な事を言われる。

「ままま真人ぉ！　今こそ息子の実力でなんとかして！　急いでっ！」

「お、おう！……なんとか、なんとか……やってやんよおおおおっ！」

　ワイズに急せかされて、真人は何も思いつかないなりに、反射的に、とっさに！

　真々子の頭にそっと手を添そえて、抱だき寄せた。優やさしくホールド。

　真々子は真人の胸に顔を埋うずめていて何も見えない。よしよし。これで一安心か……

「あらあら。あらやだ。マー君ったら。……うふふ。お母さん照れちゃうわ」ぽっ

「え？……ほわあああああっ!?　何やってんだ俺ええええっ!?　ぅええええっ!?　赤面している母親の顔が腕うでの中にいいいいっ!?　ほでゅわああああっ!?」

「ちょ、真人！　放しちゃダメよ！　そのままキープ！　キープで……！」

「オカンヤーデに到着です！　わわっ！　全部のお店がカジむにゅにゅ？」

「ポータはちょっとこっち来てねー。あたしが大事なお話するからねー」

　ワイズがすかさずポータに対応する。馬車から降りて何か言っちゃいそうになったところを、ほっぺをむにゅむにゅしてアヒル口にさせて口くち封ふうじだ。

　真々子の視界は封じた。ポータへの事情説明は進行中。ひとまずこれで……

　と。

「オカンヤーデへようこそ！　ここに来たってことは、皆みなさんの目的はカジ……」

「入り口で何かと説明してくださる親切なＮＰＣさん、ちょっとよろしいでしょうか。どうぞこちらへ」にっこり

　不意に現れて余計なことを言いそうになったそちらの男性は、メディに誘さそわれて物もの陰かげへ移動する。メディは間ま違ちがいなく美少女だ。男性はちょっとドキドキして、何かいいことを期待しちゃってるようだが……

　一分後。

　間違いのない美少女スマイルのメディと、どす黒くて途と轍てつもなく恐おそろしいものを見たかのような、恐きよう怖ふのどん底顔をしている男性が戻もどってきた。

「親切な入り口ＮＰＣさん、あらためてオカンヤーデのご説明をお願いできますか？」

「はっ、はひっ！　ここここの辺りにある店はっ、いずれもカジノホールディングスという会社に属する店でしてっ、その関係でカジノという店名を使用しておりましてっ、カジノとは名乗りつつもカジノではございませんっ！」

　歯をガッチガチ鳴らしながらの説明だった。入り口の男性はおぼつかない足取りで去っていった。……きっとその辺に心を癒いやすカウンセリングルームとかありそうだから大丈夫だろう。たぶん。

　兎とにも角かくにも。

「な、なあ母さん！　今の話を聞いたか！　この辺りにある店は全部カジノっぽいけどカジノじゃないみたいだぞ！　な！　カジノじゃない！」

「ええ。ちゃんと聞こえていたわ。それからね、マー君の心臓がトクントクンって」

「そっちは別に聞いてくれなくていいけど！」

　真々子は真人に抱きしめられて夢ゆめ心地ごこちだ。ちょっとした催さい眠みん状態で、刷り込みは成功したはず。真人は他ほかの二人をうかがう。

　どんな脅きよう迫はくをしたのか、たぶん内なるダークパワーによるものだろうけど、とにかくいい仕事をしたメディは軽く頷うなずいてくる。

　ワイズの方は……ポータがちょっと曖あい昧まいな笑えみを浮うかべてもじもじしているようだが、そんな姿も可愛かわいいからＯＫにしたい。一応ワイズもＯＫサインを出している。

「（ふぅ……危機は去ったみたいだな）」

　一安心だ。真人は真々子を腕の中から解放して「うふふ。マー君」「サービスタイムは終しゆう了りようしました」離はなしても寄ってくる真々子をやんわり押し返して。

　では、あらためて。

「よし。それじゃ……」

「仲良し親子で行くオカンヤーデ観光ツアーね！」ピカ───ッ！

　離しても離しても寄ってきて真人の腕を容赦なく抱きしめる真々子が、【母の光】で猛もう烈れつに発光しながら歩き出した。「ちょ、眩まぶしすぎ！」「出発よ！　うふふ！」最愛の息子成分を過か剰じよう摂せつ取しゆした母親の勢いは半はん端ぱない。







　光り輝かがやく親子がずんずん前進する、その後ろで。

　ワイズとメディがそっと言葉を交かわす。

「真々子さんはもう真人に夢中ね。いい感じだわ」

「周りの様子は目に入っていないようです。一時はどうなることかと思いましたけど、これなら問題なく作戦を遂すい行こうできそうですね」

「じゃあ次のフェイズに移行するわよ。ここからどうするかだけど……」

「入り口にいた方から有益な情報を入手してあります。抜ぬかりはありません」

「おー。やるじゃんメディ。じゃあ、なんとかして真々子さんと別行動を……」

「あ、あの！　ちょっといいでしょうか！　ワイズさんから教えてもらった作戦の事なんですけど！」

　ワイズとメディが密談していると、ポータが意を決して挙手をした。どうしても言いたいことがあるようなのだが……

　ワイズとメディは、両サイドからポータの肩かたを抱いて、やんわり諭さとす。

「わかってる。真々子さんに内ない緒しよで報ほう酬しゆうを受け取ってカジノで増やそうとするのは、あんまりよくない事よね」

「は、はい！　なので自分は、ちゃんと言った方がいいと……！」

「それはいけません。なぜならこれは、真々子さんへのサプライズなのですから」

「サプライズ、ですか？」

「そうそう。報酬を貰もらって、カジノで増やして、そのお金であたしたちがこっそり強くなって、真々子さんを驚おどろかせちゃう感じのね」

「普ふ段だんの戦せん闘とうは真々子さんに頼りきり。なんとかして真々子さんにかかる負担を軽減したい……そんな優しい思いから生まれた作戦なのです」

「そ、そうだったんですか！　実はママさんのためなんですね！」

「そうなのよ。真人がそう言ってた」

「そうですね。真人君が言っていましたね」

「真人さんが言い出したんですか！　わあ！　やっぱり真人さんは優しいです！」

　確かに発ほつ起き人にんは真人だが、真々子の負担軽減のためとかは言ってなかったはず。「『全ての責任は俺が負う！』って言ってた」「言っていましたね」「そうなんですか！」それも言ってなかったはずだが。

「そんなわけだからさ。ね、ポータ？」

「はい！　そういうことなら自分も協力します！　自分にできることがあったら、なんでも言ってください！」

「それはとても助かります。……ポータちゃんの鑑かん定ていスキルを使えば、大当たりしそうなスロット台やカードの情報を判別できるかもしれませんからね……」

「だよね。ポータがいれば余よ裕ゆう勝ちよね。くくくっ」にやり

「私たちの勝利はここに約束されましたね。ふふふ」にやり

　純真無む垢くな女の子をまんまと丸め込んだ女子二人が、率そつ直ちよくに悪人顔で笑い合っている。ただそれだけで逮たい捕ほしていい表情してる。

　とまあ、後ろはそんな感じなのだけど。







　先を行く真人は、勝手に全責任を負わされた事なんて知らないまま、真々子に腕をがっちりホールドされたままてくてく進んで、ふと立ち止まった。

「……おお、派手だな」

　通りの突き当たりに、他のどの店よりも大きく、とびきり派手なカジノがある。

　とにかくギラギラだ。看板も、建物自体も、店内へ至る通路まで、極ごく彩さい色しきの光を放つ魔ま法ほう石で余すところなく彩いろどられている。おまけに、空から大量の金貨が雨のように降り注いでくる映像表示までされていて、とことん眩まばゆい。果てしなくゴージャス。

「その辺のカジノより圧あつ倒とう的てきに贅ぜい沢たくだな……っと……確かビラに描えがかれていたのは、この店だった気が……あれ？」

　ポケットを探さぐってみるが、ビラがない。ワイズに持っていかれたままだ。

　真人がそっと背後をうかがうと、ワイズとメディがビラを確かく認にんして頷いている。やはり間違いないらしい。

「……いよいよか？」

「ええ、やるわ。作戦の最終局面よ」

「失敗は許されません。確実に成功させましょう」

　真人とメディとワイズは密ひそかに頷き合って。

　意を決して、ワイズが声を上げた。

「はいはーい。それじゃこの辺で、自由行動なんてどうでしょうかー」

「ここから通りに沿って西側へ行くと、スリーセブンの看板が目印の宿屋があります。そこを集合場所にして、夕方まではフリータイムということで。いかがでしょうか？」

「はい！　自分は賛成です！　自分も協力します！」

「おお！　ポータまで！……説得に成功したんだな……よし、それでいいだろ！」

　ここが正念場だ。なんとかして真々子の承認を引き出し、真々子がどこかへ行った隙すきにカジノへ駆かけ込むのだ。

　真々子が自由行動をＯＫしてくれさえすれば、すぐにでもカジノデビュー！

「な、母さん！　そういうことでさ、ここは一発ＯＫを……！」

「自由行動もいいけど、まずはみんなで散策する方がいいんじゃないかしら。初めての場所だもの、その方が安心よね」にっこり

「えっ……」

　真っ当な理由で自由行動案は却きやつ下かされました。作戦は失敗……

　いや、まだだ。真人は諦あきらめない。高額報酬を手にしてカジノでギャンブルしてみたい少年の不ふ屈くつの闘とう志しで！

「ちょ、ちょっと待とうぜ母さん！　そりゃまあ、はじめての場所だけどさ！　俺たちだってもう子供じゃないし、ちょっとくらい羽を伸のばしても……！」

　と、真人が必死に抗あらがおうとした時だった。

　ワイズとメディが鋭するどくアイコンタクトを交わして、言った。

「あのさ真々子さん。もうぶっちゃけちゃうけどさ。自由行動っていうのは、実は真人と真々子さんが二人きりになるための口実なのよね」

「単刀直入に言って、真人君は真々子さんに甘えたいそうなのです。親子の絆きずなをもっと深めて、さらなる力を得るために」

「え？」

「真人さんがママさんに甘えると強くなるんですか！　すごいです！　素す敵てきです！　たくさん甘えてほしいです！」

「は？」

「あらまあ！　そういうことだったのね！　マー君がお母さんに甘えてくれるなんて……夢みたいだわ……わかったわ！　それじゃ今すぐ自由行動にしましょうね！」

「ふぅ、母さんの同意を得られたか。よかっ……いや、よくねええええっ!?」

　ワイズとメディとポータは完全に自由行動で、真人は真々子とセットで甘え行動、と。

　死し刑けい宣告かと。

「待て！　ちょっと待て！　みんな、どうしてそんな事を急に言い出すんだよ！　そんな話、全然聞いてないぞ！」

「真人さん！　ママさんにたくさん甘えてください！　ママさんがとっても喜びます！」

「お、おう。ポータは純じゆん粋すいに母さんのためを思っているようだが……」

「それじゃ真人、いってらー。思う存分、真々子さんに甘えて来なさいよねー」

「夕方になったら、スリーセブンの看板が目印の宿屋に集合です。お忘れなく」

「ワイズ！　メディ！　違ちがうだろ！　そうじゃないだろ！　俺が母さんに甘えるとか、そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな……！」

　真人は必死の形相で抗こう議ぎしようとするが。

　真々子が、ぎゅむむっと、真人の腕うでに強くしがみついてきた。

「うふふ。それじゃマー君、行きましょうか。お母さんに、たーっくさん甘えてね」

「健康のため甘さは控ひかえ目にしようぜええええええええええええええええええええっ!?」

　真々子は感激でドキドキ。一方の真人は顔面蒼そう白はくで。

　温度差は激しいが、とにかく親子の甘えはじまりである。







　意い気き揚よう々ようと去っていく光を見送りながら、ポータは元気いっぱい手を振ふって、ワイズとメディはそっと黙もくとうを捧ささげている。

「真人……あんたという尊い犠ぎ牲せいは無む駄だにしないわ」

「こちらが一方的に犠牲にしてしまったわけですけど、これでよかったと思います」

「はい！　ママさんはとっても喜んでいました！　いいことです！」

「そしてあたしたちはカジノへ行けるってことで、いいことだらけよね。それじゃさっそく……っと、その前に」

　カジノへ向かうその前に、ワイズは一人、手近な物もの陰かげに身を潜ひそめて呪じゆ文もんを唱える。

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……変姿トラスフオルマーレ！」

　ワイズは自身の姿を変える変化魔法を使った。真しん紅くのソーサラージャケットをまとった姿が揺ゆらいで、別の姿が構築される。

　ない胸は、ぼぼーんっと立派に膨ふくらんだ。腰こしはきゅっと引き締しまり、お尻しりは魅み力りよく的すぎるカーブを描く。肌はだの色は褐かつ色しよくに変化。お召めし物は贅沢なイブニングドレス。

　アダルトに変身したワイズは、メディとポータのところへ戻もどってお披ひ露ろ目めする。

「じゃじゃーん。どう？　大人でしょ」
















「わわっ！　ワイズさんのその姿は、夜の女じよ帝ていさんですね！」

「え？……い、いや、別に意識したつもりはないんだけど……単純に大人をイメージしたら、この姿になっただけで……一番身近な大人といえば、そうなんだけど……」

「夜の女帝さんというと、確かワイズさんのお母様でしたよね。話には聞いていましたけど……えぐいですね」きっぱり

　真顔のメディによる本気の感想だった。

「え、えぐいって……とにかく！　この姿は、たまたまママに似てるかもだけど、そうじゃなくて、単純に大人よ！　これで保護者同どう伴はんってことにできるでしょ！」

「この世界はあくまでゲームですので、そういった制限はないはずなのですけど……」

「万が一ってこともあるでしょ！……それにさ、子供だけだと妙みように注目されたりして、ポータ大作戦がやりにくくなるかもしれないじゃん！」

「なるほど。その心配はありますね」

「はい？　自分の大作戦ですか？」

　ポータがとっても不思議そうだけど「あ、いいからいいから」「ポータちゃんは気にしなくていいですよ」「は、はい……？」悪いお姉さんたちが押し切って。

「よし！　それじゃ行くわよー！」

　大人ワイズを先頭に、三人はいざカジノへ。

　魔法石のイルミネーションに誘さそわれて進むと、入り口に、がっちりした体格の黒服が待ち構えている。

「いらっしゃいませ。当カジノへようこそ」

「はいどうも。三名様のお通りよ。こっちの二人は未成年者だけど、保護者であるあたしがいるんだから入ってもＯＫよね」

「ああ、はい。問題ございません。そもそも当カジノは、未成年者の利用禁止や、未成年者が入場するには保護者の同伴が必ひつ須すなどといった規則は設けておりません」

「くっ……やっぱそうなのね……」

　ワイズの変身はまったく意味がなかった。ぽわんっと煙けむりに包まれて、さっさと変身を解除した。

「さすがワイズさん。残念ですね」

「うるさい！　とにかく行くわよ！　勝って勝って勝ちまくってやるんだから！」

「ワイズさんが負けても、私がちゃんと勝ちます。ご心配なく」

「自分もお手伝いします！　ママさんのために、たくさん勝ちましょう！」

　誰だれ一人ひとりとして勝利を疑うことなく、ワイズたちは店内へ足を踏ふみ入れた。

　そこは、まさにカジノ。

　娯ご楽らくの殿でん堂どうたる店内は、敷しき詰つめられた絨じゆう毯たんの赤、壁かべの黒、シャンデリアから放たれる七色の光で彩られている。贅沢にして優ゆう雅が。

　用意されているギャンブルの種類も豊富だ。カードやルーレットのテーブルが縦横に列を成し、店内中央には、ビンゴに似た抽ちゆう選せんゲーム〝キノ〟の巨きよ大だいフラスコ型抽選機が置かれている。内部では番号がかかれたボールが吹ふき上げられてシャッフル中。

　スロット台もずらり勢せい揃ぞろい。台の内部で実際にリールが回転するアナログタイプ、画面にデジタル表示されるビデオスロット、リールの数も三連だったり五連だったりして、とにかく多種多様で数が多い。

　さらに、子供の姿は見えないが、男女問わず様々な年ねん齢れいの客で溢あふれ返っていて。

　メディもポータもワイズも、口を開けてぽかーんとしてしまう。

「何これ……めちゃめちゃゴージャスなんだけど……」

「そ、そうですね……まさに豪ごう華か絢けん爛らんという言葉が相応ふさわしい……」

「どこを見てもキラキラでピカピカですぅ……」

　三人とも、ただただ圧あつ倒とうされてしまって、立ち尽つくすばかりだ……

　と、そこに、黒服の老人がゆっくりと歩み寄ってきた。老人らしい温和な微笑ほほえみを向けてくる。

「当カジノへようこそ。こちらは初めてですかな？」

「え？　あ、はい！　初めてよ！　これを見て来たんだけど！」

　ワイズが例のビラを突つき出して見せる。

　黒服の老人は、ビラをじっと見つめて、ほんの一いつ瞬しゆんだけ表情を険しくしたが、すぐに元通りの微笑みを浮うかべた。

「なるほど。支配人がお招きになられた方々というのは、皆みなさんのことでしたか」

「へ？　ここの支配人があたしたちを呼んだの？」

「こちらはまったく事情を把は握あくしていませんけど……ああ、もしかして……」

「支配人さんは、シラーセさんなのでしょうか！」

「はて。当カジノの支配人は、そのような名前の方ではございませんが？」

「「「え？」」」

　黒服の老人は小首を傾かしげている。

　ワイズたちも思わず小首を傾げるが。

「あー、もしかして別の名前を名乗ってるとかかな」

「そういえばシラーセさんは、役割に応じて名前を変えることがあるそうですね」

「そうでした！　じゃあ今は別の名前を名乗っているんだと思います！」

　そういう面めん倒どう臭くさい人なので、きっとそういうことだ。

　三人が落ち着いたところを見計らって、黒服の老人が話しかけてくる。

「申し遅おくれました。私は当カジノの副支配人でございます。皆さんをご案内させていただく役目を仰おおせつかっておりますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ、よろでーす」

「ワイズさん。それは目上の方に対する言葉使いではありません。ちゃんとしましょう」

「すいませーん。よろしくお願いしますでーす」

「副支配人さん！　自分、カジノの事は全然わからないので、案内をお願いします！」

「かしこまりました。ではまず……書面にてお知らせさせていただいた通り、皆さんにお渡わたしする報ほう酬しゆうをご用意いたしております。そのままお受け取りになるか、報酬をチップに替かえてカジノをご利用なさるか、ご希望をお聞かせください」

「報酬はちゃんと貰もらえるのね！　よしよし！　だったら、全額をチップに替えてカジノで勝負よ！　それでいいわよね！」

「はい。異論はありません」

「自分たちは勝負します！」

「かしこまりました。では報酬の全額をチップと交こう換かんいたします。こちらでどうぞお楽しみください。必要な説明はその都度させていただきますので」

　副支配人は、どこからともなくチップが詰まったケースを取り出した。総額一千万のチップを元手にスタートだ。

　さて何からやるか。三人は店内をキョロキョロ見み渡わたして。

「んー……ここはやっぱ、スロットからでしょ！」

「ほほう。お見事な判断です。まずはスロットで手持ちを増やすのがカジノの基本ですからね。よくご存じで」

「え？……あー、えっと、適当に言っただけなんだけど……」

「ワイズさんはここでビギナーズラックを使い果たしたようですね」

「ええっ!?　噓うそでしょ!?」がびーん！

「そんな話はいいとして。ではスロットをやってみましょうか」

「はい！　自分もやってみたいです！」

　ということでスロットだ。列を成しているスロット台コーナーに駆かけ寄った。

　ちなみに。

　スロットは大まかに二種類ある。配当は低いものの当たりが出やすい〝フラットトップ型〟と、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらえるが当たり確率が低い〝プログレッシブ型〟だ。

　まずフラットトップ型をじっくり回して手持ちをこつこつ増やしていく、というのがスロットで遊ぶ際の基本。常識であるわけだが。

　そんなこと知らない三人は、高額配当に惹ひかれて、プログレッシブ型のアナログ三連リールスロットを選せん択たくした。

「せっかくだから勝負とかしちゃう？　先にジャック・ポットを引き当てた人が勝ち、みたいな。まああたしが勝つんだけど」

「無茶な勝負すぎる気がしますが……そう言いつつ当ててしまうのが私です。ふふふ」

「自分も頑がん張ばります！　大当たりしてほしいです！」

「ジャック・ポットを狙う場合は、全すべてのラインに最大枚数を賭かける必要があります。チップを投入すると、その額に応じた枚数がチャージされますので、あとは【ＭＡＸＢＥＴ】ボタンを押すだけで結構です。それでは、どうぞ」

　三人のスロット台に、虹にじ色いろのチップが一枚ずつ投入された。「ちょっ!?　いきなり百万枚になってるんだけど!?」「一枚で百万ですか……」「お金持ちの気分です！」ただし、当たりラインは三列で、最大で各千枚ずつという無茶なベットなのだが……浮かれている少女たちは気付くことなく。

　ワイズとメディとポータは、一いつ緒しよにレバーを下ろしてスタート！　軽快なリズムの音楽と共に、リールが回転を始めて、早くも止まった！　結果は……！

　三人ともハズレだ。残念。

「まあ一回目だしね。こんなもんよ」

「そうですね。次です」

「どんどんいきます！」

　そうして、二回目、三回目……十回目……二十回目……抽選が続けられるのだが。

　一向に当たりが来ない。

「な、なかなか当たらないわね……こうなったら……」

「そうですね。いい頃ころ合あいではないでしょうか」

　ワイズとメディは、悪人の顔で鋭するどくアイコンタクトを交かわして、副支配人の様子をうかがう。副支配人は……三人から離はなれて、他ほかの客たちの様子を眺ながめているようだ。

　これはチャンス。声を潜ひそめて、秘密の作戦を開始する。

「さあポータ。出番よ」

「景品獲かく得とくのため、ひいては真々子さんのため、ポータちゃんにできることがありますよね？　そうですよね？」

「はい！　自分の鑑かん定ていスキルを使えば、大当たりしそうな台を見つけられるかもしれません！　自分、やってみます！」

　誘ゆう導どうされちゃって、ものすごくやる気のポータが鑑定スキルを発動させる……！

　と、その時だった。

「お客様。お待ちください」

　どこにいたのか、大勢の黒服が素す早ばやく殺さつ到とうしてきた。「ちょっ!?」「ええっ!?」「わわっ!?」三人はあっという間に取り囲まれてしまった。

　黒服の完全包囲が一部裂さけて、副支配人がゆっくりと歩み寄ってくる。相も変わらず微笑みを浮かべているが。

「皆さん。当カジノでは、鑑定スキルを用いて当たりを探さぐる行こう為いを固く禁じております。そのような不当行為をなさるお客様に対しましては、たとえ招待させていただいた方であろうとも、相応の処置を取らせていただいておりますので……ポータさん、事務所までご足労いただいてよろしいでしょうか？」

「はい！　自分、鑑定スキルを使ったので、事務所に行きます！」

　自分がやったことをちゃんと認めて、ポータはビシッと敬礼した。潔いさぎよい子だ。

　その後ろでは。

「ちょ、ちょっと……メディ、これって……」

「え、えっと……最悪の事態、ですね……」

　ワイズとメディは、これ以上蒼あおくも白くもなれないほど顔面蒼そう白はくになって、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。







　カジノで起きている事態なんて、当然として知る由よしもなく。

　ワイズたちと別れた真人と真々子は、小こ洒落じやれたカフェにいた。

「マー君と一緒にお出かけしてお茶するなんて、ゲームの世界に来る前は考えられなかったことよね。なんだか夢みたいだわ」

「俺にとっては軽く悪夢だよ……はぁ……」

　とりあえず適当な場所に落ち着いて、これからどうするか予定を立てましょう、ということになったのだが。

　通りに面したテラス席に案内されて、すぐのこと。

「お客様、おめでとうございます！　お二人は、このお店がオープンしてから７７７番目のカップルです！　記念に、お二人の気持ちが甘く蕩とろけてしまう特別メニュー、ラブラブちゅーちゅードリンクをプレゼントさせていただきます！」

　ウェイトレスがテーブルにどんっと置いた大きなグラスには、吸い口が二つあるハート形ストローが差し込まれている。向かい合う二人で一緒に飲んでね、ということで。

　それじゃ、さっそく。

「うふふ。とってもラッキーね。さあマー君。お母さんと一緒に飲みましょうか」

「無茶なこと言うんじゃねえええええよっ!?」

　お母さんとハート形ストローでちゅー、とか。何回死ねるかわからない。

　真人はとっさに抗こう議ぎをしようと、したのだが……

「（くっ……俺たちはカップルじゃなくて親子だって……言えない……）」

　そっと周囲を見ると、他の席はカップルだらけだ。どうやらこのカフェはカップル御ご用よう達たしの店だったようで。

　こんなところに母親と一緒に来たのだと表明したら、それこそ大惨さん事じだ……というか、真々子が自分でお母さんと言ってくれたので、大たい概がいバレているようだけど。被ひ害がい妄もう想そうじゃなくてクスクス笑われているようなんだけど。

　可能な限り迅じん速そくに退店するしかない。お冷やで喉のどを潤うるおして、さっさと話を済ませる。

「あー、それじゃ母さん、この後の予定についてだが……」

「あ、店員さん。この、ラブラブあーんパンケーキセットって何かしら」

「甘いハニーソース付きのパンケーキでございます。お二人で交こう互ごにあーんして食べていただいて、その様子を撮さつ影えいさせていただき、お写真を店内に飾かざらせていただくサービスがセットとなります」

「あら、いいわね。じゃあ一つお願いします」

「さらに過か酷こくなものを追加してんじゃねーよっ!?」

　ウェイトレスには丁てい重ちようにお引き取りいただいて。

「おい母さん！　俺の話を聞け！　これからどうするか、さっさと決めるぞ！」

「あらあら。マー君ったら、せっかちさんなんだから。でも、そうね。マー君はお母さんに甘えたくてうずうずしているのよね」

「そんなわけなくて！　全然そうじゃなくて！」

「あら、そうなの？……お母さんの勘かん違ちがいだったのかしら……それじゃ、やっぱりみんなで一緒に観光するために戻もどった方が……」

「ちょ、ちょっと待った！　それは待った！」

　はっきり言って、そうしてくれた方が真人個人としてはとても助かるのだけど。

　ワイズに言われたことが、ふと思い出される。

『真人。あたしたちの作戦が成功するかどうかは、あんたの活かつ躍やく次し第だいだからね』

　そして真人はこう答えたのだ。

『俺が母さんをなんとかして、俺たちのカジノクエストを達成するわけか……なんか冒ぼう険けんっぽい感じだな』

　そう。これは冒険の一部なのだ。

　真々子の抑おさえ役を引き受けたのは、真人自身の意思だった。

　そのための方法を勝手に指定されたのは、理り不ふ尽じんすぎるが、冒険に理不尽は付き物。

「（己おのれを犠ぎ牲せいにして、仲間のために活路を開く……めっちゃ勇者っぽいじゃんか）」

　使命感が〝逃にげるな〟と言っている。

　これこそ、他の誰だれでもない、真人にしかできない冒険なのだから。

「（仲間のため……そう！　仲間のためなんだよ！）」

　献けん身しん的な理由であり、大おお好すき真人の本心ではありませんと、心の中で何度も言い張って。

　真人は意を決して宣言した。

「か、母さん！　俺は今日、本気で母さんに甘えるからな！　覚かく悟ごしておけよ！」

　言って、自分の言葉が耳に入ってきて、真人が自分に絶望した一方で。

「そうなのね……うふふ」

　心から嬉うれしそうに微笑ほほえむ真々子の、目の端はしから、一ひと粒つぶの涙なみだがぽろっと零こぼれ落ちた。

「ちょっ!?　なんで泣く!?　泣くとこじゃなくね!?」

「あらやだ。ごめんなさいね。お母さん感動しちゃって。マー君の気持ちが本当に嬉しいから……ぐすっ……」

「わ、わかったから！　喜んでくれてありがとうございます！　だからさ！　えっと、えっと……とりあえず、飲もうぜ！」

「ええ、そうね。泣いてる場合じゃないわよね。それじゃ一緒に飲みましょうか」

「……あ……墓ぼ穴けつ……」

　ラブラブちゅーちゅードリンクのハート形ストローを向けられて。

　泣き濡ぬれた目で見つめてくる母親の勧すすめは断れず、真人は真々子と一緒にちゅーちゅーした。その感想は。

「……甘いぃぃぃ……」

　ゲロ甘だった。甘すぎてつらい。

　と、ふと気付けば、周囲のカップル客たちの視線が真人に集中している。本気で母親に甘える宣言をした少年をどう理解していいのか、まったくわからないようで、目も口もぽかーんと開けて見つめてくる。

　見られすぎて痛い。ここにい続けるのは無理すぎる。

「と、とにかく、そういうことだからさ！　これからどうするかは、歩きながら考えようぜ！　さっさと店から出て……！」

「あっ！　マー君、危ないわ！　後ろ！」

　慌あわてて立ち上がった真人の背後には、ラブラブあーんパンケーキを運んできたウェイトレスがいて「きゃっ!?」急に動いた真人に驚おどろいて「え？」トレーがぽーんと飛んで。

　宙を舞まったハニーソース付きパンケーキが、真人の頭にべちゃっと降ってきた。







　幸いにも、カフェのバックヤードには従業員用のシャワールームがあった。

「申し訳ありませんでした！　本当に申し訳ありませんでした！」

「ああ、いえ、俺の方こそ悪かったんで。むしろシャワー使わせてもらえて感謝です」

　何度も謝ってくるウェイトレスにお引き取りいただいて、真人は服を脱ぬいでシャワールームに入った。

　中には、ウェイトレスたちの私物だろうか、女性用のボディソープやシャンプーが色々と置かれているが、そのどれよりも真人自身の頭から甘い匂においが漂ただよってくる。

「適当に使わせてもらって、さっさと洗うとするか」

　まずはシャワーをぶっかけて、お湯で洗い流して……

　と。

「マー君。お母さんがお手伝いするわね」

「……は？」

　背後にあるシャワールームのドアが開いて、真々子が勝手に入ってきたようだ。真人はシャワーぶっかけ中で目が開けられないが、確実にそこにいる。声と気配でわかる。

「ちょ、母さん!?　なんで入ってくるんだよ！」

「それはもちろん、マー君の頭を洗うためよ」

「そんなこと頼たのんでないけど!?」

「でもほら、今日はお母さんにたくさん甘えてくれるのよね？　そうでしょ？」

「そ、それはそうだけど……」

「だったら遠えん慮りよなく言ってくれていいのよ？　子供の時みたいに『おかーしゃん、あたまあらってー！』って。……マー君は自分で洗うのを嫌いやがって、いつもお母さんにお願いしてきたわよね……とっても懐なつかしいわ。うふふ」

「くっ……かつての俺は何やってたんだ……頭ぐらい自分で洗えただろ……！」

　今になって子供の頃ころをとやかく言っても仕方がない。

　今日は決死の覚悟で真々子に甘える。そう決意したのだから。

「か、母さん！　頭洗ってくれよ！」

「ええ、いいわよ。お母さんに任せてね」

　羞しゆう恥ち心しんとか、プライドとか、その辺はもう放ほう棄きして、任せることにした。

　目はちゃんと閉じておく。お湯やシャンプーが目に入るからじゃなく、ここにある現実を見たくないのが一番の理由だ。

「それじゃマー君、背筋を伸のばしてね。その方が洗いやすいから」

「はいよ……っと……おうふっ!?」

　体を起こすと、背中に、ふにゅにゅんっと、途と轍てつもなく柔やわらかい感かん触しよくが触ふれた。

　それはもちろん、お母さんのだ。

「あ、あのさ、母さん……ちなみに服を着ていたりは……」

「もちろん脱いできたわよ。だって濡れちゃうもの」

「左様ですか……」

　お母さんの、生だ。

　真人がそっと前ぜん傾けい姿勢になって退たい避ひしようとすると「動いちゃダメよ」肩かたを摑つかまれて、引き戻されて、再び、ふにゅにゅんっと。動く度たびにふにゅふにゅしそうなので、真人はもう動けない。ふにゅっとされっぱなしで。
















　すぐにシャワーが止められて、真々子の指先が頭に触れてきた。わしゃわしゃ、わしゃわしゃと洗われている。

「くっ……地味に気持ちいい……背中じゃなくて頭皮が気持ちいいってことなんだけど……この気持ちよさが逆に腹立つわ……」

「気持ちいいなら、腹を立てなくてもいいでしょう？」

「そうなんだけどさ……そうなんだけど……くぅっ……」

「あらあら、マー君どうしたの？　もしかしてシャンプーが目に入っちゃったの？」

「いや、そうじゃない。そうじゃないんだけど……ヤバい泣けてくる……本気で何やってんだ俺ぇぇぇ……」

　すでに涙が止まらない有り様だが。

　つらく険しい甘えの道は、まだ始まったばかりである。







　真人の頭がさっぱりしたところで。

「シャツにもソースが付いちゃったわね。それじゃせっかくだから、マー君のシャツを買いに行きましょう」

「買い物か。まあ無難なところだな。行くとしますか」

　ということで、二人は装備品の店に足を運んだ。

　店内には鎧よろいや兜かぶとなどが並べられている。戦せん闘とうの際に装備する防具の他ほかにも、普ふ段だん着ぎや下着なども取り扱あつかっているようだ。

　真人と真々子が入店すると、すかさず店員の女性が近寄ってきた。

「いらっしゃいませー！　お二人は……彼氏さんと彼女さんですか？」

「ブッコロスゾ？」ギロッ

「ひぃっ!?　目が本気だ!?」

「マー君！　店員さんにそんなこと言っちゃダメよ！」

「わ、わかってるよ！……あー、我々は親子で、普通に服を買いに来ただけです。あなたが妙みようなことを言い触らしたら、俺は勇者という肩書を捨てて報復する所存ですので、情報の取り扱いには充じゆう分ぶんにご注意ください」

「は、はい！　わかりました！　親子でお買い物のお邪じや魔まは致いたしません！　ズボンのすそ上げなど、ご用の際はお気軽にお声をおかけください！　それでは！」

　店員がぴゅーっと逃げ出していった。……あれこれ勧められる煩わずらわしさからも解放されて、ちょっとラッキーかもしれない。さておき。

「それじゃ、マー君のシャツを選びましょう！　おー！」

「声が大きいから。もうちょっと静かにしてくれ頼む。絶対に目立ちたくないから」

　他の客は若い冒険者たちばかりだ。誰の目にも触れないように、真人は真々子の背を押して足早に普段着コーナーへ移動した。ではさっそく。

「ねえマー君。サイズを合わせてみるから、ちょっと背中を貸してくれる？」

「はいよ。どーぞ」

　真々子は陳ちん列れつされているシャツをいくつか手に取って、真人の背中に当ててみる。肩かた幅はばが合っているか、次々に確かく認にんしていく。

　真人は直立不動で、サイズ確認が終わるのをただ待つ……

「これがちょうどいいわね。抗こう菌きん防ぼう臭しゆう加工もされているみたいだし……あ、そうだわ。お母さんがぎゅーっとして、愛情加工もしておこうかしら。うふふ」

「おい。後ろで何をごそごそやってんだよ……ん？」

　背後の様子も気になるのだが、そっちよりも。

　会計コーナーで、先ほど対応に来た店員が他の店員と話し込んでいるのが見える。真人の方をチラ見しながら話をしているようで……あれは、もしかして……

『ねえ見て。あのお客さん、お母さんと一いつ緒しよに服を買いに来てるのよ』

『つまり『ママー、服買ってー』ってこと？　ちょー甘えじゃん。ウケるんですけど』

　とか言っているに違ちがいない。絶対そうだ。

　これはアカン。会計の時に死ぬほどの辱はずかしめを受けることになる。回かい避ひ必ひつ須す。

　真人は真々子にそっと話しかける。

「な、なあ母さん。シャツは俺が自分で買うから。金は出さなくていいからな」

「大だい丈じよう夫ぶよ。お母さんが買ってあげるわ。だって今日はマー君がお母さんに甘える日だもの。他にも何か欲ほしいものがあったら、なんでも言ってね」

「そうじゃなくてさ！　そういうことじゃなくて！」

「あら、違うの？……もしかして、お母さんに甘えるのは何かの方便で……」

「いやいやっ!?　そういうことでもなくて！　そうじゃなくて……あ、そうだ！　買ってもらってばかりじゃ悪いから、俺も母さんに何か買うよ！　そうしよう！」

「あらあら、そんなことしなくていいのよ？　気持ちは嬉うれしいけど、お金だって……」

「ちゃんと小こ遣づかい貰もらってるから、それなりにはある！　だからさ！」

　あーだこーだ言い合っていても時間の無む駄だだ。真人は真々子に回れ右させて、背中を押して歩き出す。

　向かった先は、婦人服コーナー。

「さてと。何か手頃なやつがあればいいんだけど……」

　真々子に似合うデザインとか色とか、さっぱりわからないが、真人はとりあえず手近な服を手に取って眺ながめてみると。「……げっ……９[image: ]７００マム……」けっこうなお値段だ。真人の所持金的にかなり厳しい。

「ねえマー君。あまり高い服はもったいないからね？　お母さんは……あれくらいでいいと思うわ」

　と、真々子が指さしたのは、いわゆるワゴンセールというやつだ。

　とてもお安い７７７マム均一という値段が掲かかげられていて、ワゴンの中には、綿やレース生き地じなど、各種カラフルな布が丸められて山積みされている。

「ラッキーなお値段よね。これにしましょう」

「確かにラッキーな値段だけどな……これはさすがに安すぎだろ……」

「大事なのは値段じゃなくて気持ちよ。お母さんに似合いそうなのを選んでくれればいいから。ね？」

「あ、ああ……母さんがそう言うなら……ていうか、この布は一体なんなんだ？　ハンカチか？」

　丸まった布を一つ、つまんで持ち上げてみると。

　はらりと解ほどけたそれは、女性用のパンツだ。

「んおいいいいっ!?」

「それじゃ選んでね。お母さんに似合うのはどれかしら。マー君の好みで選んでくれてもいいわよ？　マー君はお母さんに、どんなのをはいてほしいかしら」

「すみません堪かん忍にんしてください有り金はたいて別のもの買うからホント許して！」

　土下座余よ裕ゆうだった。







　結局、真々子にシャツを買ってもらって、真人も買った。真々子が普ふ段だんから愛用しているような、細っそいやつを。

「うふふ。マー君からのプレゼント。大事にしないといけないわ」

「……あー、はい……どうぞ大事にしてやってください……」ぐったり

　会計の時に、店員に〝え？　お母さんにパンツ買ってあげるの？　頭は大丈夫？〟みたいな顔をされたことはもう忘れたい真人だ。

　装備品の店を後にした二人は、適当に通りをブラブラ散策している。

「ねえマー君。この辺のお店はそれぞれ名前が違うみたいだわ」

「あー、カジノホールディングスの傘さん下かじゃないんだよ」

　カジノしかないところかと思ったが、商業都市の名に違たがわず、こちらの商業区では様々な商売が盛さかんにおこなわれている。装備品やアイテムを扱う店の他にも、日用雑貨や食材の店、ヘアサロンや医院などなど。初めからこっちに来るべきだったエリアだ。

　何気なく空を見上げると、太陽がだいぶ傾かたむいた位置にある。時刻はだいたい三時くらいだろうか。

「待ち合わせ場所に向かうのは、まだ早いな……もう少しどこかに寄ってみるか？」

「そうね。時間がある限り、親子デートを思いっきり楽しみたいわ」

「その言い方はやめろって……」

　これでもう何回目かの抗こう議ぎをしようとした時だった。

「あ。ねえマー君。あれって何かしら」

　真々子が、通りの先にある店を指さした。看板が掲げられている。




【親子……ク……エ…………教室】




　街路樹の枝葉で一部の文字が隠かくれて見えないようなのだが。

「〝クエ〟って、クエストの事だったかしら。マー君たちはそう略しているわよね」

「あー、まあ、そうだけど……」

「だったら、あのお店で親子クエストをやっているのかしらね……マー君、行ってみましょう！　マー君とお母さんの出番よ！」

「いや待てって。絶対にそうじゃないから。葉っぱで隠れて文字が見えない……って、おわあああっ!?」

　今日は一段とパワフルな真々子に抗あらがえず、真人は店の中に連れ込まれた。

　そこは、まるで保育施し設せつのような場所だ。クッション材が敷しき詰つめられた室内には、滑すべり台やジャングルジムなど、小さい子供用の室内遊具が置かれていて、壁かべには可愛かわいい動物の絵などが飾かざられていて。

　部屋の隅すみっこに、職員だろうか、一人の若い女性が体育座りでぼーっとしている。

　と、真人と真々子に気付いたようだ。

「あ、あれ？　えっと……デート中のカップルさんですか？」

「ブッコロスゾ？」

「ひいっ!?　むしろ強ごう盗とう殺人犯!?」

「マー君！　そういうこと言っちゃダメよ！……あの、突とつ然ぜんお邪魔してすみません。こちらは親子クエストの教室ですよね？　私たち親子でクエストに挑ちよう戦せんしたいんですけど、大丈夫かしら」

「え？　親子？　でもってクエストですか？……あー、えっと……いえ、うちはそうじゃなくて、親子を対象にしたレクリエーションの教室で……はっ！」

　女性は、訂てい正せいしかけたが、口を閉じて、真人と真々子をじーっと見つめて。

　いきなり接客用の笑え顔がおになって、元気よく話しかけてくる。

「はい！　そうですそうです！　当店は親子クエストの教室です！」

「おいちょっと待て。今、レクリエーションって言っただろ」

「いえいえいえいえ！　気のせいですよ息子むすこさん！　当店は、たった今から、お二人のような、割と大きめのお子さんがいる親子さんのためのクエスト教室に生まれ変わりました！　はい！」

「あらまあ、ラッキーね」

「全然ラッキーじゃねぇよ。……ていうかさ……」

　あらためて室内を見み渡わたすと。

【甘えは絆きずな！　レクリエーションを通じて、子供の甘えを引き出して、仲良し親子！】

　そんな掲けい示じが大々的にされている。

「ものっっっすごく馬ば鹿かっぽいんだが……要するにここは、小さい子供と親を対象にしたレクリエーション教室みたいだな。完全に俺たちが来るべき場所じゃない。……母さん、さっさと帰るぞ……」

　真人が出ていこうとすると。

　女性がものすごい勢いで駆かけ付けて、真人の腕うでをがっしり摑つかんだ。なんかもう必死だ。

「ま、待ってください！　お願いですから参加してください！　実は、先日からお客さんが全く来なくなってしまって、色々と苦労しているんです！　町から親子がいなくなってしまったように、それはもうさっぱりな有り様で！」

「そちらの営業状じよう況きようなんて、俺の知ったことじゃないです」

「そこをなんとか！……いくつになっても甘えは大事ですよ！　無条件で甘えさせてくれる人がいると、心にゆとりが生まれ、人生が豊かになります！　そして甘えられたお母さんも、それはそれは幸せな気持ちになります！　親子どっちも満たされてハッピーです！……ですよね、お母さん！」

「そうね。子供が親に甘えてくるのは信しん頼らいの証あかしだもの。お母さんはいつでもマー君に甘えてもらいたいわ」

「ほら！　ほらほら！　お母さんの方はこうおっしゃっていますよ！」

「それに今日はマー君がお母さんに甘えてくれる日だもの。ここで甘え方をお勉強させてもらってもいいんじゃないかしら」

「え、マジですか？　お二人は独自にそういう日を作っているんですか？……わぁ……」

　女性が、笑顔のまま、一歩後退した。

「ちょっと待って！　誤解しないでください！　今日はちょっと理由があるだけで！」

「理由？　ねえマー君、どんな理由なの？……もしかして別の目的が……」

「いやいや！　本気！　ちょー本気！　さあ甘え方を勉強するぜ！　ひゃっはー！」

　真々子に疑われてはいけない。投げやりに、涙なみだを拭ふいて開始だ。

「では息子さん。甘え指導のプロである私がレクチャーさせていただきます。さっそく始めましょう」

「始めろって言われても……何をどうすりゃいいのか、さっぱりわからんし……」

「難しく考える必要はありません。無む性しように甘えたかった子供の頃ころを思い出してください。なんとなく抱だき付きたくなって、わーっと抱き付いてしまう……そんな気持ちのままに動けばいいんです。甘えの指導員である私が言うことに間ま違ちがいはありません」

「だ、抱き付けばいいのか？……じゃ、じゃあ……」

「うふふ。さあマー君。遠えん慮りよなくお母さんに思いっきり甘えてね」

　さあ来て、と腕を広げて待っている真々子の正面から挑いどむのは厳しいので。

　真人は背後に回り込んで「い、いくぞ！」途と轍てつもない根性を出して、背中から抱きしめた。ぎゅーっとするのは無理なので、ものすごくソフトに。

「あらあら。お母さんにしがみついてくるなんて、マー君は甘えん坊ぼうさんね。うふふ」

「くっ……耐たえろ、耐えるんだ俺……これは勉学の一種なんだ……」

「ちなみに、息子さんの方から何かするのではなく、何かしてほしいと要求することも立派な甘えですよ。試ためしてみましょう」

「じゃ、じゃあ……えっと……えっと……えっと！」

　頭の中は葛かつ藤とうの嵐あらしで、恥はずかしすぎて、顔じゅうの血管から血が噴ふき出しそうだが。

　もうやるしかないから。

「か、母さん。膝ひざ枕まくらしてください」

「わかったわ。さあいらっしゃい」

　真々子はその場に正座して、太ももをぽんぽんと叩たたいて促うながしてくる。

　真人は、なんとなく、服の袖そでで後頭部を拭ぬぐって、真々子の膝枕に頭を載せた。恥ずかしさで気が狂くるいそうだが……

　ちょっと正直なところ、後頭部がとても気持ちいい。柔やわらかい。温かい。落ち着く。

「マー君。お母さんの膝枕はどうかしら」

「あ、ああ、まあ……まあその……母さんの膝枕だと思うわ」

　純じゆん粋すいな嬉うれしさで満たされた笑顔で、母親がにっこりと見下ろしてくる。そんな顔を見ていると、まあいいかなって、少し思えてしまうのだが……

　真々子の背後から、真顔でじーっと見つめてくる指導員の女性がすごく嫌いやだ。

「息子さん。そんなに大きいのに、お母さんに膝枕を求めて甘えまくってる今の気分はいかがですか？」

「今すぐ死にてーよ！」

「発言に問題がありますね……本気で甘えるつもりがないような……」

「ねえマー君、そうなの？」

「噓うそです！　ちょー嬉しいです！　甘え最高ぉーっ！」

　もうヤケクソだ。笑顔で泣いて頑がん張ばる。

「くっ！　指導員さん！　他ほかにはどうすればいいですか！」

「そうですね……あ、でしたらその状態に、読み聞かせを追加してはどうですか？　かなり高いレベルの甘えですよ」

「上等だ！　やってやんよ！」

　真人はひとまず起き上がって、室内にある本ほん棚だなから「えっと……これ！」一冊の絵本を取って戻もどってきた。再び真々子の膝枕に頭を載のせて。

　絵本【桃ももお母さん太た郎ろう】を差し出してお願いする。

「母さん！　読み聞かせしてくれよ！」

「あらあら。マー君ったら、おねだりさんなんだから。うふふ。いいわよ」

　お母さんの膝枕で読み聞かせ。はじまりはじまりー。

「あるところに、どんぶらこ～どんぶらこ～と、川を流れて来た桃を食べたお母さんから生まれた、桃お母さん太郎がいました」

「はい息子さん。ここでお母さんに質問しましょう。甘えた声で求めちゃいましょう」

「ね、ねーねー、かーさーん。桃お母さん太郎ってさー、桃から生まれたわけじゃなくてさー、普ふ通つうにお母さんから生まれたのかー？」

「そうよ。お母さんとマー君と同じ、普通の親子ね」

「ふーん、そうなんだー。普通の親子かー。とりあえずー、そんな名前を付けられた子供の将来が心配だよなー」

「はい息子さん。そこで意味もなく寝ね返がえりを打って、お母さんの膝枕に頰ほおを押し当ててすりすりしましょう。すごい甘えですよ」

「わ、わーい！　かーさんの膝枕、気持ちいいなー！」すりすり

「あらあら、マー君ったら。お母さんくすぐったいわ。うふふ」

　真々子はたまらなく嬉しそうに笑っている。本気で喜んでいるようだ。指導員の女性も満足そうに頷うなずいて、甘えの効果を再確かく認にんしているようで。

　ただ真人だけは、自らの甘えっぷりに絶望している。

「（……違う違うこれ違うあくまで演技だ本心じゃない……）」

　真々子の膝枕に頰ずりしつつ、死んだ魚のような目をして、頭の中でひたすら訴うつたえる。誰だれにも届かない叫さけびを繰くり返し続ける。

　本気マジしんどい。

「なんで俺だけこんな目に……ワイズたちはカジノで楽しく遊びまくってるのに……なんで俺だけ……しくしく……」すりすり

　仲間との格差を嘆なげき、お母さんの膝枕を涙で濡ぬらしまくる真人だったが……







　その頃、ワイズとメディは。

「ヤバいヤバいヤバい！　本気ヤバい！　チップなくなる！　待って待って待って！」

「ワイズさん、ちょっと静かにしてください！　私の方はリーチで……ああもうっ！　ワイズさんが騒さわいだせいで外れてしまったではありませんか！」

　本気でシャレにならない崖がけっぷち。死しに物もの狂ぐるいだ。

　アナログスロット台にしがみついて、血が噴ふき出しそうなほど血走った目でリールを凝ぎよう視しして、必死に願うが「ぅああああっ!?　外れた!?」「ああっ！　こちらもです！」ハズレ、ハズレ、ハズレだ。当たらない。

　一向に当たりが来ないまま、やめられない。

「ちまちま稼かせいでる場合じゃないのよ！　何がなんでもジャック・ポット！　それしかないのよ！　狙ねらうしかないのよ！」

「わかっていますよ！　そうでもしないと、ポータちゃんを取り戻すことができませんからね！　ですから……副支配人さん！」

「最初に交こう換かんしたチップはもう残り少ないので、追加分をご購こう入にゆういただくことになりますが、構いませんか？　なお、当カジノは後あと払ばらい制ですので……」

「後払いってことは、要は勝てばいいのよね！」

「そうです！　勝って、支払うことなく獲かく得とくすればいいのです！」

「おっしゃる通りなのですが、ひとまず冷静に、じっくりお考えになられた方が……」

「細かいことは別にいいよ～。二人が言う通り～、最後に勝てばいいんだからね～」

　と、二人を気き遣づかって諭さとそうとした副支配人を押し退のけて、一人の女性がメディの隣となりに座った。

　年ねん齢れいはワイズたちよりも少し上くらい。標準以上にスタイルがいい体に、黒のロングコートをまとい、紫むらさきがかった怪あやしい色の長い髪かみを指で弄もてあそんでいる。

　その女性は、眠ねむたそうに蕩とろけた目で、ワイズとメディを暢のん気きに眺ながめてくる。

「えっと……こちらの方は……？」

「ご紹しよう介かいさせていただきます。こちらの方は……」

「はいストップ～。自己紹介は後でしてあげるからいいよ～。……そんなことより～、二人ともなんだか大変そうだよね～。どうかしちゃったのかな～？」

「どうかしちゃってるのよ！　連れがめちゃくちゃな額の罰ばつ金きんを要求されて、あたしたちはそれ稼がなきゃいけないの！……だからさ、もし当たりそうな台とか知ってたら教えてくれない!?　本気でピンチなのよ！」

　藁わらにも縋すがる思いで、ワイズがぶちまけると。

　女性は、昏くらい愉たのしみを感じている顔で、にっこりと微笑ほほえんだ。

「そうなんだ～。それは大変だね～。……じゃあさ～、私と勝負しようよ～」

「はあ!?　何言ってんのよ！　あんたと勝負って、そんなことしてる場合じゃ……！」

「ルールは簡単だよ～。まずこの勝負にいくらか賭かけて～、私と一いつ緒しよにスロットして～、絵え柄がらはなんでもいいから～、私より先に当たったら～、その額を十倍にしてあげる～。どうかな～？」

「はい!?　賭けた額を十倍に、ですか!?　……そ、それはとても助かるお申し出ですけど……そんなことをして、あなたにどんな得があるのか……」

「損得なんて関係ないよ～。私は純粋に～、二人とギャンブルしたいだけ～。……さあどうする～？　やる～？　やらない～？」

　の～んびりとした申し出を受けて。

「十倍……ポータの罰金額の、十分の一を借りて、この勝負に勝てば……」

「すぐにポータちゃんを取り戻すことができます！　私はやります！」

「そ、そうね！　やるしかないわよね！　あたしもやるわ！」

　半ばパニック状態のワイズとメディは、勢いに任せて申し出を受け入れた。

「はいは～い。二人とも一回ずつ勝負ね～。……んっふふ～……」

　密ひそかに、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、スキル発動のエフェクトに似た朧おぼろな光を体から発して、女性はにこやかに微笑んでいる……







「……はぁ……甘えって、しんどい……」

「うふふ！　マー君がたーっくさん甘えてくれたおかげで、お母さんは身も心もリフレッシュよ！　なんだか、新たなスキルに目覚めたような気がするわ！」ピカーッ！

「甘えられてスキル覚かく醒せいとか、そんな馬ば鹿かげた話はねーから。適当なこと言うなよ。ていうか眩まぶしいから。光るのは程ほど々ほどにしてくれ」

　息子むすこにとって厳しい試練を終えて、真人たちは親子レクリエーション教室を後にした。

　通りに出ると、辺りは夕焼け色に染まっている。時間的に丁度いい。

「そろそろ待ち合わせ場所に行くか」

「そうね。そうしましょう」

　真々子が断りもなく腕うでを抱だきしめてくるが、もはや押し返す気力はなく、真人はもう色々と諦あきらめて歩き出す。お母さんの胸の感かん触しよくがあまり気にならない、いい感じに投げやりな気分だ。投げやり最高。放ほう棄き万ばん歳ざい。

「ねえマー君」

「んー？　なんでございましょうかー」

「今日はありがとう。お母さんね、なんだかもう胸がいっぱいよ。マー君の気持ちが嬉しくて、本当に幸せ。本当にありがとう」

　母親からの、心からの感謝の言葉だ。完全に不意打ち。

「お、おう……それはそれは……その、甘えただけで喜んでもらえて何よりです。はい」

　無防備な状態で感謝の言葉を受け取ってしまった真人は、顔が熱くなってくるのを感じて。

　それほど悪い気分ではないというか……

「（ったく。母さんが喜ぶだけでいいんだよ。俺まで喜ぶのは違うだろ。ったく）」

　心の中でがっつり文句を言って、ちゃんと自分らしい自分を保護しておく真人だった。……親からの感謝を素す直なおに受け取れるようになるには、まだまだ修しゆ行ぎようが必要か。

　そうして、親子はたわいもない会話を重ねながら通りを歩いて。

　しばらく行くと、【７７７】と描かかれた看板を掲かかげている宿屋が見つかった。メディが指定した集合場所はここだ。

「三人はまだ来てないみたいだな……どうする？」

「とりあえず、お部屋の空きがあるか確認した方がいいわね。お母さんが聞いてくるわ」

「へーい。よろしくでーす」

　スキップで宿屋へ入っていく真々子を見送って。

　真人は宿屋の壁かべに背を預け、通りを眺める。

「……三人とも、ちゃんと勝ったかな」

　真人という大いなる犠ぎ牲せいのおかげで、ワイズたちはカジノへ行けたのだ。これで『報ほう酬しゆうを全部ぶっ込んで爆ばく死ししましたー。あははー』とかあり得ない。そんなの認めない。

　三人は、手段はともかく大勝利して、満面の笑みを湛たたえて現れるだろう。

　その瞬間は、もうすぐだ。

「……まだかな」

　三人が顔を見せたら、まず何を言ってやろうか。一応、文句も言うとして。

　あれこれ考えながら、真人は通りを眺めながら待ち続けて……







　すでに日が落ちた。夕方なんて時刻は、とうの昔に過ぎて、もう夜。

　真人は通りをじっと見つめるが、ワイズもメディもポータも、いまだに姿を見せない。

「……これは、どう考えても遅おそすぎるわよね？」

　真人と並んで辺りを見み渡わたしながら、真々子が心配そうに尋たずねてくる。『そろそろ来るから』なんて、気休めの返事はもう使い果たした。

　何をどう言うべきか、真人が考え込むと。

「ねえマー君。カジノへ迎むかえに行った方がよくないかしら」

「え？　あ、ああ、そうだな。その方が……」

　と、返事をした後で、真人はハッとした。

「母さん!?　どうして……!?」

「マー君。正直に教えてくれる？　ワイズちゃんたちはカジノへ行ったのよね？」

「あ、ああ……そうだけど……」

「やっぱり。……自由行動を言い出した時に、ワイズちゃんもメディちゃんもポータちゃんも、三人でカジノの方を見てそわそわしていたから、そんな気がしたのよね」

「気付いてたのかよ……もしかして、俺たちの作戦のこと、最初から？」

「もちろんよ。だってお母さんだもの。隠かくし事をしている子供の事は、一目でわかっちゃうわ。うふふ」

　咎とがめる様子はなく、純じゆん粋すいに微笑ましいことのように語って。

　すぐに真々子は表情を引き締しめる。

「その時に一言言った方がよかったのよね……たまにはお母さん抜ぬきで楽しませてあげたいと思ったから、気付かないフリをしたけど……」

「その気遣いをなぜ息子には向けてくれなかったのか問い詰つめたい」

「こんな遅くになっても来ないなんて、何かあったに違ちがいないわ……マー君、急いで迎えに行きましょう！」

「あ、ああ！　そうだな！　とにかく行こう！」

　煌こう々こうと光を放つカジノ区画をキッと見み据すえて、真人と真々子は走り出した。







　日中でさえ眩しかったそこは、夜ともなれば、夜にもかかわらず影かげが差す場所がないほど、圧あつ倒とう的てきな輝かがやきで溢あふれかえっている。

　通りに面してずらりと並んでいるカジノ店はどこも繁はん盛じようしているようだ。門戸を大開放して客を次々に飲み込んでいる。喜々として飛び込む者、何やら重大な決意をして踏ふみ出す者、やる気がなさそうな顔でさりげなく入店する者、様々な客がいる。

　そんなカジノ区画。

　満天の星を蝕むしばむ明るさと喧けん騒そうの中を、真人と真々子は駆かけ抜ける。

「ちなみにさ。参考までに、母さんはカジノとかギャンブルとか、どう思う？」

「そうね……絶対に禁止、とは言わないけれど、あまり賛成できないかしらね。だってギャンブルって、借金だとか、生活が破たんしちゃうとか、そういう暗い話ばかりだもの」

「あー、やっぱそういう感じか……で、仮に俺が行きたいって言ったら？」

「ダメとは言わないわ。親の考えを押し付けて禁止してしまうのはよくないもの。……でもお母さんは、マー君にぎゅーって抱き付いたまま動かないかも」

「実力行使で阻そ止しかよ……愛情が容よう赦しやねぇ……」

　とても大事に想おもってくれているようなので、喜ぶべきだろうけど、やっぱりがっかりしてしまう真人だ。しょうがない。

「それでマー君。みんながどのカジノへ行ったか、心当たりはあるの？」

「ああ、一応な。それについては……たぶん、そこだ」

　視線を向けたそこに、とりわけ派手で贅ぜい沢たくなカジノがどっしりと待ち構えている。別々に行動する事になった時、ワイズたちが視線で猛もう烈れつにアピールしていた場所だ。三人はここにいるはず。

　真人と真々子が急いで向かうと、入り口に待ち構えている巨きよ漢かんの黒服が見下ろしてくる。

「いらっしゃいませ。ようこそ当カジノへ」

「ど、どうも……あの……」

「私はこちらのマー君の母親で、マー君はまだ未成年だけど、ここはゲームの世界のカジノだから入っても大だい丈じよう夫ぶよね？」

「おお！　母さん、すごいじゃんか！　ちゃんとゲームのこと学習してるんだな！」

「うふふ。もちろんよ。攻こう略りやくガイドブックでいろいろ勉強しているもの。現実世界だとダメだけど、ゲームの中だから大丈夫なのよね」

「おっしゃる通りでございます。それでは、大好真々子様、大好真人様、当カジノの支配人がお二人をお待ちになられていますので、どうぞ店内へお進みください」

「え……？」

　いきなり名指しでご招待だ。黒服の男は、それきり何も言わず、恭うやうやしく手で指し示してくるだけ。どうぞ店内へと。

「支配人が待ってるって、どういうことだ？……母さん、ここは慎しん重ちように……」

「みんなが心配だわ！　急ぎましょう！」ダッシュ！

「俺の話聞こうぜ!?」

　真々子が一目散に駆け出して、真人は慌あわてて追いかけて。

　光を乱反射する黄金の扉とびらを開けた、その先はカジノだ。







　スロットに、ポーカーに、ルーレット。豪ごう華かすぎる内装の店内に各種ゲームが取り揃そろえられている様子は、どこもかしこも魅み了りようされる。

　加えて、カジノで働く従業員たちも見所の一つだ。

　クール＆スタイリッシュにカードを捌さばくディーラーもさることながら、どうしても目がいってしまうのは、もちろん、バニーガール。

　ウサギ耳に、胸が零こぼれ落ちそうなハイレグスーツに、網あみタイツで包まれた細い脚あし。

　完かん璧ぺきすぎて辛つらい。

　そんな生なま唾つばごっくんしたくなるバニーガールが、ほらそこに！

「ちょっと！　本来なら超ちよう絶ぜつ賢けん者じやであるこのあたしが、バニーガールになって、わざわざ飲み物を運んでやったのよ!?　それなのにチップがたったの１００マムって、これ一体どういうことよ！　もっと弾はずみなさいよ！」

「い、いや、超絶賢者とか言われても……というか、負けが込こんで、持ち合わせが……」

「はいジャンプして。いいからそこでジャンプして。チャリンチャリンッて音がしたら、即そく死し魔ま法ほうを連続魔するから」

「すっ、すいませんっ！　実はまだお金あります！　チップです！　どうぞ！」

　男性客は泣きながら、胸がぺったんこのバニーガールに多額のチップを支し払はらっているようだが……

　見間違いだ。きっとそうだ。微笑ほほえみと投げキッスが売りの愛されガールが、そんな恐きよう喝かつみたいなことするはずない。うん。

　と、ほらそこに、そこのスロット台の陰かげにこそ真のバニーガールが！

「お客様？　お客様は先ほど、スロット台を何度も叩たたいていらっしゃいましたね？」

「え、えっと……あまりにも当たらなくて、つい……」

「目もく撃げきしたのが私だけでしたから、ひとまずよかったと言えますが……もし私がこのことを上に報告したら、お客様には多額の賠ばい償しよう請せい求きゆうを……」

「こ、これで内ない緒しよにしておいてもらえないかしら！　ね！　お願いよ！」

　女性客は多額のチップを差し出し、バニーガールの方は間違いのない美少女スマイルを浮うかべて、かなりボリュームがある胸の間にジャラジャラ流し込んでいるようだが……

　見なかったことにして。

　今度こそ！　そちらのポーカーテーブルにこそ、本当に本当のバニーガール！

「おーい、ショルダーバッグを下げた可愛かわいいウサギさん。おまじないを頼たのめるかい？」

「はい！　自分にお任せください！……いいカード来るかな？　いいカード来るよ！　いいカード……きたー！」

「さて、おまじないの効果は……おおっ、こいつはいい手札だ。ありがとうな、可愛いウサギさん。これはお礼だよ。受け取ってくれたまえ」

「あ、はい！　ありがとうございます！」

　どこかの大だい富ふ豪ごうだろうか。初老の男性客はちっちゃなバニーガールに、札束が溢れているカバンの一つをそのまま渡わたした。うんうん、微笑ましい。

　というか、ね。

「あらあら。顔に見覚えがあるバニーガールさんたちがいるわね」

「そうだな。さくっとハンティングするか」

　真人はとりあえず、一番近くにいた自じ称しよう賢者のバニーガールのところに歩み寄って、ウサギ耳をむんずと捕つかまえた。バニーガールの持ち方としては間違っているけど。

「おいワイズ。何やってんだよ」

「はあ？　何って、見ればわかるでしょ。給仕の仕事を……って……真人ぉ!?　それに真々子さんも!?」

「え？　真人君に真々子さん？……あっ！」

「あっ！　真人さんとママさんです！　来てくれました！」

　バニーワイズが驚おどろきの声を上げると、バニーメディとバニーポータも気付いて駆け寄ってくる。会いたかったー！　ひしっ！　だろう。「ったく、しょうがないな」真人はぶっきらぼうに言いながらも、仲間たちを受け止めてハグする用意を……

「真々子さぁん！」「真々子さん！」「ママさん！」抱き付きっ！

「ああ、よかった！　みんな無事でよかったわ！」抱き返しっ！

「おう。わかってた。俺はちゃんとわかってたぞ」ぐすっ

　広げていた腕うでをそっと下ろす真人だった。いつものことさ。

「というかさ、一体どうしたんだよ。どうして三人ともバニーガールに……」

「そう、それ！　ちょっと聞いてよ！　あのさ……！」

「はいは～い、ストップだよ～。従業員はお仕事をサボっちゃダメ～」

　と、まったり間延びした声が割り込んできた。

　黒いロングコートをまとった女性がいる。年ねん齢れいは真人よりも少し上だろうか。数名の黒服にガードされていて。

　その女性は、紫むらさきがかった長い髪かみを指先で弄もてあそびながら、まるでお花畑でも歩いているかのように暢のん気きな足取りで、の～んびりと近寄ってくる。

　美しい顔にある眠ねむたそうな目は、まるでやる気がなさそうだが……真人たちをじっくり観察しているようにも感じられる。

　真人は漠ばく然ぜんとした不安を感じて警けい戒かいを強めた。ここは率そつ先せんして前に立つ。

「……えー、どちら様でしょうか」

「私はね～、このカジノの支配人だよ～。名前はソレラで～す。よろしく～」

「はいどうも。よろしく～。……それで？　その支配人さんがいきなり何の御ご用ようでしょうか？　俺と母さんを待っていたんだよな？」

「そうだよ～。どうして仲間がバニーガールになっちゃったのか～、私が直々に説明してあげようと思ったからね～。ね、聞きたいかな～？」

「ああ。是ぜ非ひともお聞かせ願いたいな」

「よろし～い。それじゃ説明を……とその前に……バニーちゃんたちは、ちゃんとお仕事しましょうね～。じゃないと借金を返せないよ～？」

　ソレラが呼びかけると、とっさにワイズが言い返しそうになったが、悔くやしそうに口を噤つぐんで、メディとポータと共に立ち去っていく。

　引き止めたいところだが、ここは状じよう況きよう把は握あくが先だ。真人と真々子はソレラと向き合う。

「……じゃあ説明をどうぞ。できればもっとスピーディなしゃべりで」

「ぶ～ぶ～。私のしゃべり方にケチ付けないでほしいんですけど～」

「お願いよ、ソレラさん。説明してもらえるかしら。どうしてみんながバニーガールをしているの？　それに借金ってどういうことなの？」

　真々子が不安そうに尋たずねると。

　ソレラはかすかに目を細めて真々子を注視して、だがすぐにまったりと微笑んで話し始める。

「手短に説明すると～……まずポータちゃんが～、鑑かん定ていスキルを使って当たるスロット台を探したの～。でもそれ反則だから～、罰ばつ金きん十億マムで～」

「十億マムだなんて……！」

「ったく！　ワイズとメディがやらせたんだろ！　にしても十億って……！」

「でね～、ポータちゃんを取り戻もどすために～、ワイズちゃんとメディちゃんが私と勝負したんだけど～、負けちゃって～、どっちも一億マムの借金で～す」

「ワイズちゃんとメディちゃんも!?」

「あ～、そういえば～、メディちゃんはイライラしすぎて～、スロット台を蹴けっ飛ばして壊こわしちゃったから～、損害賠ばい償しようも込みで一億五千万マムの借金だったかな～」

「言ってた本人が賠償請求くらってるのかよ……」

「それでそれで～、あんな感じ～」

　ソレラが店内の一角を指さした。そこには景品交こう換かん所がある。

　用意されている景品として【ポーション：10】【ＭＰ回復ポーション：50】【戦いたくないでござるの水：70】といった基本的なアイテムがあって。

　他ほかにも【ゴム手て袋ぶくろ（フリーサイズ）：１００】【衣類用洗せん剤ざい（詰つめ替かえ用）：３００】【食材宅配サービス一回分：１[image: ]０００】など、入手できる景品と交換に必要なチップの枚数が大々的に表示されていて……

【バニーワイズ：１００[image: ]０００[image: ]０００】

【バニーメディ：１５０[image: ]０００[image: ]０００】

【バニーポータ：１[image: ]０００[image: ]０００[image: ]０００】

　三人の名と借金の数字もそこに記き載さいされている。

「お、おい……まさか！」

「まさか、ワイズちゃんたちも景品として……」

「そうで～す。借金を払ってくれる人がいたら、あげちゃいま～す。それまでは従業員として働いてもらう感じで～。……というわけで～、どうしようか～？　ね、真人く～ん、真々子さ～ん？」

　とても楽しそうに、いやらしく、ソレラがにこにこしながら顔を覗のぞき込んでくる。

　どうするか？　そんなの決まっている。

　真人と真々子はそっと視線を交かわして、力強く頷うなずき合う。

「俺と母さんで三人を取り戻す。それだけだ」

「そうね。絶対に取り戻しましょう」

「は～い、わかりました～。それじゃ頑がん張ばって稼かせいでね～……といっても、お店はそろそろ閉店するから～、明日あしたから頑張ってもらうことになるけど～」

「おい待てよ！　もう閉店かよ！　時間的に早すぎだろ！」

「だって～、特別なお客様をおもてなしするために～、色々と準備したいでしょ～？　だから今日はここまで～。さあお帰りくださ～い」

「おもてなしって……」

「ちょっと待って。みんなをここに置いてはいけないわ。借金はちゃんとお支払いするから、連れて帰ることを許して……」

「三人の身の安全については保障するよ～。大事な景品だからね～。……何しろポータちゃんいるからね～。大事に大事にしないとね～……というわけで、また明日～」

　のんびりまったり一方的に言って、ソレラは黒服を引き連れて去ってしまう。

　店内ではすぐに営業終しゆう了りようが放送された。まだ早い時間だ。客たちは困こん惑わくしているようだったが、聞き分けよく席を立って退店していく。

　従業員も徐じよ々じよに引き上げていく。店の奥へ向かうバニーガールの群れの中に、ワイズたちの姿がある。三人とも申し訳なさそうな顔をして、手をすり合わせて謝ってくるが……今は見送ることしかできない。

　明日からが勝負だ。

「……ここはひとまず引くしかないな。俺たちも帰るとするか」

「残念だけど、仕方がないわね……宿屋さんに戻って、二人部屋を一つ借りて、明日からに備えて早く寝ねましょう」

「うっ……母さんと二人で泊とまる、のか……？」

「そうね。ゲーム世界に来て初めての、親子でお泊まりね」

　前言撤てつ回かい。

　真人にとって、ある意味、最も過か酷こくな戦いは、これからだ。







「ふんふふ～ん、ふんふ～ん、ふっふふふ～ん……あれれ～？」

　暢気な鼻歌を歌いながら、ソレラがとても楽しい気分で支配人室に戻ってくると。

　薄うす暗ぐらい室内に人がいる。ソレラと同じ意い匠しようのコートを肩かた掛かけしている、乱暴なポニーテールの少女だ。ソレラお気に入りのエグゼクティブチェアに勝手に座って、執しつ務む机に足を乗っけて、不ふ機き嫌げんな顔でカジノのビラを眺ながめている。

　ソレラは、ちょ～っとだけカチンときたが、怒おこらない。怒らずに。

「うわ～、やだ～、何か変なのがいる～。どこから湧わいて出たのかな～。殺虫剤ざいはどこだっけ～？」

「人を虫扱あつかいするのはおやめなさい！……こんなこといちいち説明する必要はないけど、私はちゃんと事前に連れん絡らくして、時間通りに到とう着ちやくして、あなたの部下に案内されて……！」

「でもでも～、大好真々子に指でぴんって弾はじかれただけで負けちゃった子でしょ～？　虫けらだよね～」

「あ、あの時は、少し油断していただけで！　この私に反射できない攻こう撃げきがあるなんて……というか、指で弾かれたのではなくて、あれはもう完全にビーム砲ほうで！」

「やだな～。言い訳とか格好悪いな～。同じ四天王の一人として恥はずかしいな～」

「くっ……わ、悪かったわね！」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべて、執務机を蹴りつけて。

　虎とらのように猛たける少女──アマンテはあらためてソレラに吠ほえる。

「とにかく！　そっちは上手うまい具合に大好真々子たちを呼び寄せたのよね！　だったらさっそく戦せん闘とう開始よ！　私とあなたで協力して……！」

「え～？　この馬ば鹿かは何を言ってるのかな～？　アマンテと協力とか何それ～。意味わかんないよ～。私一人で充じゆう分ぶんなのに～」

「甘く見ないで！　大好真々子の強さは尋じん常じようではないわ！」

「そんなことわかってるよ～。でもさ～、力に力で対たい抗こうするとかさ～、それこそ馬鹿がすることだよね～」

　いきり立つアマンテを嘲あざ笑わらって、ソレラはゆったりと宣言する。

「大好真々子たちは～、この私、母を侮あなどり蔑さげすむ者〝母ぼ蔑べつのソレラ〟が軽ぅ～く片付けちゃうよ～。私の特別なスキルがあれば余よ裕ゆうだもんね～。ワイズちゃんにもメディちゃんにも勝っちゃったし～、指一本さえ動かさずに勝っちゃうよ～だ」

　まったりと、のんびりと、だが揺ゆるぎない確信を込こめてソレラは言い切った。

　アマンテは、言い返そうとしていたようだったが、怒ど気きが大量に含ふくまれたため息だけ吐はき出した。

「……ああそう。だったら勝手になさい。私も勝手にさせてもらうわ。……ソロゴロシの塔とうで部下を養うために散財してしまったから、カジノで資金を補ほ充じゆうしようかしら……なんて、いちいち言わなくてもいいけれど」

「ペラペラしゃべっちゃうその癖くせさ～、なんとかした方がいいと思うよ～？　でもカジノで遊んでくれるのは歓かん迎げいだよ～。たくさんお金使ってね～」

「逆にこっちが貰もらうわよ。それじゃ」

　さっさと部屋から出ていくアマンテを見送って。

　ソレラは、必死に堪こらえていた笑いをぷはははっと放出した。

「あ～あ。アマンテはやっぱり馬鹿だな～。私のスキルがある限り、このカジノで大おお儲もうけするなんて絶対に無理なのにね～。お客さんたちも、アマンテも、大好真々子も、ぜ～ったいに勝てないよ～だ。ふんふふ～ん。……あ、重ね掛けしておかなくちゃね～」

　反抗組織リベーレ四天王の一角、母蔑のソレラが有する特とく殊しゆスキルはすでに効果を発揮している。だがさらに、その効果を二重三重に積み上げて。

　負けるためにやってくる真々子の姿を思い浮かべながら、ソレラは鼻歌交じりで夜明けを待つのだった。

















第二章　この世界には、どんな糖分よりも危険な甘さがある。……摂せつ取しゆしすぎると……









　朝だ。

　目覚めを自覚した真まさ人とは、目を開ける前に、自分の顔を手の平でカバーした。

「（すぐそこに、母さんの顔があるに違ちがいないからな……）」

　目を開けたら、超ちよう至し近きん距きよ離りに真ま々ま子この顔があって、慌あわてて動いた拍ひよう子しにチュッとなっちゃうとか。そんなことになったら大惨さん事じだ。ちゃんと先手を打って。

　そっと目を開けると……指の隙すき間まから見えるのは、宿屋の天てん井じようだ。

「……いない、のか？」

　真人はちょっと意外に思いながら体を起こす。辺りを見み渡わたしても真々子は……

「あらマー君。起きたのね。おはよう」

「え？　あ、ああ、隣となりにいたのかよ。おは……んよっ!?」

　顔を向けた、すぐそこにいる……というか、ある。

　お尻しりだ。

　ちょうど着き替がえ中だったようで、どこか見覚えがある細っそいパンツをはいた瞬しゆん間かんの真々子のお尻が目の前に。

「おいいいいっ!?　あんた息子むすこの顔の横で何さらしてんの!?」

「何って……ああ、この下着のことね。ええそうよ。これは昨日マー君が買ってくれた下着。本当なら特別な日におろしたかったんだけどね……ほら、ポータちゃんがいないでしょ？　着替えとか全部預けたままだから……」

「さっそくプレゼントをご利用いただきありがとうございますだけど！　そうじゃなくてさ！　なんで俺がここにいるのに着替えを……！」

「あら、だってお母さんとマー君は親子だもの。別にいいわよね？」

「それって全すべてが許される魔ま法ほうの言葉じゃないよね!?」

「あ、そうそう、今日の朝ご飯は親おや子こ丼どんにしてみたの」

「聞いてねーよ!?　ああもうっ！」

　こういう時の真々子には何を言っても無む駄だだと、真人もそろそろ学習してきたところなので。諦あきらめが肝かん心じんということで。







　朝の発声練習は程ほど々ほどにして、朝食の時間。

　真々子の宣言通り、メニューは親子丼。鶏とり肉にくと玉ねぎを煮にたものを卵とじにして、炊たき立てご飯の上にたっぷり盛った一品だ。

　朝からいきなり丼物は重い？　とんでもない。寝ぼけた体を突つき動かすタンパク質と栄養が豊富で、朝こそ食べたいメニューである。

　今日の朝食は二人きりなので、親子丼とお吸い物を部屋に持ち込んで、いただきます。

「つーかさ、どんぶりなんて食器が、よくこの宿屋にあったよな」

「お母さんもね、見つけた時は感激しちゃったわ。今朝はマー君とお母さんの二人だけだから、何か親子っぽいメニューがいいかしらねー、なんて思っていたら、ちょうど二人分あってね」

「ふーん。これも母さん由来のラッキーなのかもな……まあ地味なラッキーだけど」

　適当な会話を交かわして親子丼にがっつく。「ふむ……うちの味だな」舌が〝これだ〟と言っている。美味おいしいのはもちろん、満足感がすごい。

　ただ、満足は満足だが、別のところで物足りなさを感じてしまう。

　やっぱり二人だから。双そう方ほうが食べていると、話ができず静かになってしまうのだ。

「……マー君と一いつ緒しよなのは嬉うれしいけど、ちょっと寂さびしいわね」

「……だな」

「みんなはちゃんと寝れたかしら……ちゃんと起きて、朝ご飯を食べているかしら……」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。三人一緒だし……合わせて十二億五千万の超ちよう高額景品だ。残念ながら景品扱いだけど、だからこそ大事に扱ってくれてるはずだろ。俺たちより立派な部屋に泊まって、朝から贅ぜい沢たく料理のフルコースとか食べてるかもしれないぞ」

「景品扱いは許せないけど……そうね。大丈夫だと信じましょう」

「ああ。大丈夫だよ」

　気休めにしかならないとわかっているが、はっきりと言い切ってやる。

　真々子は息子の気き遣づかいを察してくれたようだ。ぎゅっと拳こぶしを握にぎってガッツポーズを見せてきた。そういうポーズとか要いらないんだけど。無む性しように恥ずかしいんだけど……

「（……でもまあ、母さんの気持ちが上を向いたのなら何よりだよな）」

　ちょっと安心して。

　真々子の表情に多少なりとも元気が戻もどったのを確かく認にんして、真人は話を切り出す。

「さて。それじゃ作戦会議を始めようぜ」

「じゃあ一緒にお風ふ呂ろね。用意しないと」脱ぬぎ脱ぎ

「いつもの裸はだかで作戦会議じゃねーよ!?　つか、ここで脱ぐなよ！」

　再び見えてしまったプレゼント下着はさっさと隠かくしてもらって。

　真ま面じ目めな会議だ。

「えー、まずは確認するぞ。俺たちはこれから、十二億五千万マムを稼かせいで、ワイズとメディとポータを取り戻さなきゃならない」

「あらためて考えてみると、とんでもない金額ね」

「その辺の雑魚ざこモンスターとちまちま戦って稼げる額じゃない。しかも俺も母さんも、武器はポータに預けてある」

「戦って稼ぐのは無理……ということは、カジノで……」

　真々子が表情を曇くもらせる。ギャンブルについて、やはり思うところがあるのだろう。

　それでも。

「母さん、わかってくれ。今は緊きん急きゆう事態だ。三人は景品扱いで、他ほかの誰だれかに交こう換かんされたらお終しまいなんだ。一刻も早く大金を作らなきゃいけない。それができるのはカジノだけ。だからさ」

「そうね。緊急事態ですもの。他に方法がないなら、仕方がないわよね……わかったわ」

　真々子は力強く頷うなずいて。

「マー君、お母さんと一緒にカジノへ行きましょう！」

「おう！　その言葉を待ってた！……ああ、いや、別に母さんと一緒に行きたかったわけじゃないけどな！　そこは誤解するなよ！」

　とにかく真々子の賛同を得た。これで堂々とギャンブルできる！

　というわけで。







　食事を済ませた真人と真々子は、素す早ばやく身み支じ度たくを整えて、足早に宿屋を出た。一路カジノ区画へ向かう。

　しかしながら、まだ早い時間帯だ。通りに人の姿はなく、どのカジノも閉まっている。

「ねえマー君。出かけるのがちょっと早すぎたかしら」

「いや、むしろもっと早くてもよかった。……俺にちょっと考えがあってさ」

　真人は足早に通りを進み、ソレラが支配人を務めているカジノへ一直線に向かった。

　営業時間外でも魔法石のイルミネーションが輝かがやき続けている建物を観察しながら、じっくりと思案する。

「（他の店でもいいわけだけど……やっぱここで勝負するべきだよな）」

　ソレラのカジノは、人を景品として扱あつかっている無茶な店だ。他にも違い法ほうや不当なことを平然とやっているに違いない。

　イカサマなんて容易に想像できる。当然のように行われているだろう。

　だからこそ、狙ねらい目なのだ。

「よし。それじゃ母さん。ちゃっちゃと忍しのび込むぞ」

「ええ、わかっ……え？　ちょっと待ってマー君？　今なんて言ったの？」

「忍び込むって言ったんだよ。……半日で一億の借金なんて、どう考えても普ふ通つうじゃないからな。イカサマされたに違いない。……だからさ、あらかじめそいつを調べて、逆にイカサマを利用するんだよ。そうして俺たちは余よ裕ゆうで爆ばく勝ち。いい作戦だろ？」

「そんなのダメよ！　お母さんは絶対に反対よ！　悪いことしちゃダメ！」

「悪いことしてるのは相手の方だって。ワイズたち三人の状じよう況きようとか考えてみろよ。あんなの完全に人身売買だろ。そんなことする相手に正せい攻こう法ほうで挑いどんでどうすんだよ。絶対に勝てないぞ」

「それはそうかもしれないけど、でも悪いことは……あら？」

　と、真人に対して猛もう抗こう議ぎしていた真々子が、ふと顔を逸そらした。何かを見ている。

　子供だ。大昔の民族衣い装しようのような、独特な服を着ている男の子がいる。

　通りをとてとて走ってきたその子供は、ソレラのカジノをじーっと見つめて、建物の外がい壁へきに沿って奥へ進んでいく。

「あらあら。ね、マー君。あの子どうしたのかしら。まだ小さいのに一人で……その辺にお父さんかお母さんがいるのかしら」

「おい母さん。おいってば。今は大事な話をしている最中なんだが……」

「あらあら。あらやだ。建物の裏に入っちゃったわ。かくれんぼかしら。でも親おや御ごさんは近くにいないみたいだし……なんだか心配だわ。ちょっと見に行きましょう。ね？」

「ったく。小さい子供がいると、すぐこれだ。母親ってやつは……あーはいはいわかったよ。見に行けばいいんだろ」

　真々子の不安を取り除かなければ話が進まないようなので。真人と真々子は子供を追いかけて、カジノの裏手へ向かった。

　建物の角を回り込むと。

「あれ？　いない？」

「どこへ行っちゃったのかしら……あ、もしかして……」

　カジノの裏手には、別の建物が併へい設せつされている。そちらの外壁に沿って、カジノの備品か何かだろうか、大量の木箱が積まれていて。

　山積みされた木箱の頂上付近には、小窓があり、開いている。

「こっちの建物はなんだろな……カジノの倉庫とか従業員の部屋とか、そんな感じか？……とにかく、さっきの子供は建物に入った可能性が高いわけで……母さん、どうする？」

「連れ戻さないといけないわよね！　急いで探しに行きましょう！」

「はい。仰おおせのままに」

　好都合。ラッキー。だがそんな気持ちは、おくびにも出さず、真人は身軽に木箱を駆かけ上がって小窓から中へ。

　二階部分の部屋の、低い位置に設けられた換かん気き用の窓だ。真人はするりと這はい出て。

　ここは……何の部屋だろうか。木製のロッカーがずらりと並んでいる。

　肝心の子供の姿はなく、廊ろう下かへ続くドアが僅わずかに開いている。

「一足遅おそかったか。素晴らしい行動力だ。俺にもそんな若い頃ころがあった気がする」

「よい、しょっ……あ、あら？」ぎちぎちっ

「やれやれ。これじゃ、かくれんぼじゃなくて鬼おにごっこだな……」

「んーっ！　んんーっ！」ぐぐっ！

「さてどこへ行ったのか……というか、ここはなんの部屋だ？　いい匂においがする」

「ね、ねえマー君。お母さん大ピンチよ。助けてもらっていいかしら」しくしく

「あーはいはい、はいよ。そんな気がしてた」

　お尻しりが窓まど枠わくに引っかかって身動きが取れず、ぐったりしてる母親がいるので、「いくぞ。せーの」ずぽっと引っ張り込んでやって、はい救出完かん了りよう。

　と、そんな時。

　……ルームサービスでパーティなんてしたせいで、完全に寝ね坊ぼうです！　遅ち刻こくです！……

　……そっちだって盛り上がって……あ、更こう衣い室のドアが開いてる……何だろ……

　廊下の方から声が聞こえてきた。女性というか、女子のような若い声だが。

　ちょっと待て。

「は？　更衣室とか言ってね？……まさか……まさか、そんなっ……！」

「マー君、これを見て。ロッカーの中にバニーガールの衣装があるわ」ぱかっ

「あってほしくなかったああああっ！」

　侵しん入にゆう先はよりによって女性用の更衣室。そして女性がお着き替がえのために接近中。

　ばったり遭そう遇ぐうしたら、事件だ。変態扱いだ。逮たい捕ほの前に処しよ刑けいだ。

　どうする？　いやこれどうする!?

　逃とう亡ぼうを考えたのだが、真々子がまた小窓に引っかかる可能性が高い。だったら。

「と、とにかく、ひとまず隠れるしかない！」

　隠れられそうな場所はロッカーだけ。真人はとっさに手近なロッカーを開けて、体を滑すべり込ませて！

　次の瞬しゆん間かん、真々子も当然のように入ってきて、ロッカーを閉じた。ぱたん。

「ヒソヒソ（おいっ!?　何やってんだよ!?）」

「ヒソヒソ（えっと、マー君と一緒がいいかしらって）」

「ヒソヒソ（よくねええええよっ!?）」

　狭せまいロッカーの中に、親子で密着してぎゅむむっと。真々子の弾だん力りよくありすぎる大きいのが、真人の胸をむぎゅむぎゅ圧あつ迫ぱくしまくってくれて。腰こしも太ももも全部ぎゅうぎゅう押し付けられて。

　柔やわらかさと温ぬくもりと匂いに塗まみれながら、真人は遠い目をして思う。

「（……あったな……アイアンメイデンとかいう拷ごう問もん器具……）」

　内側に棘とげがびっしりの棺かん桶おけみたいなやつである。それみたいに刺ささってないけど、真人の気分的にはそんな感じだ。何しろ密着してくるのは実の母親である。

　叫さけび声を上げて飛び出したいところだが、そうはいかない。誰か更衣室に入ってきた。

「失礼しまーす……あれ、誰もいないじゃん。まいっか。さっさと着替えよ」

　ドアが閉じられる音がして、すぐにごそごそと、着替えを始めてしまったような音が聞こえる。
















　着替え中の方は複数いるようだ。

「あーもー。バニーガールなんて、やってらんないんだけど」

「そうですね。胸の問題もありますからね」

「うっさい」

「でも、ちゃんとお金を稼がないといけません！　借金しちゃったのは自分たちのせいです！　ママさんと真人さんに迷めい惑わくをかけるわけにはいきません！」

「まー、そうよね。何から何まで助けてもらったら、格好つかないわよね。あたしたちにだって意地があるし」

「そうですね。私たちは、一いつ生しよう懸けん命めい、お客様から存分にお金を巻き上げましょう」

「美少女顔して堂々と言えるあんたがすごいわー」

　通報した方がいい会話が聞こえてくるわけだが。そんなことより。

　ロッカー内の真人と真々子は密ひそかに言葉を交かわす。

「ヒソヒソ（ねえマー君。今の声って……）」

「ヒソヒソ（あ、ああ、そうだな。間ま違ちがいない）」

「ヒソヒソ（それじゃ、お母さんたちは出ても大だい丈じよう夫ぶよね？）」

「ヒソヒソ（いや、やめておこう）」

　今すぐ出るのは問題だ。そちらの女性たちは着替え中で、こちらは親子密着ＩＮロッカーだ。お互たがいに姿を見ることになったら、どちらも不幸に……

　と、ぱかっと、親子在中のロッカーが開けられた。

「……は？」

　開けたのはワイズだ。すぐ後ろにメディとポータもいる。

　バニーガール衣装とは下着を着けずに着る物なのか、三人とも、すっぽんぽんで。

　一方、ロッカーの中は、暑さで蒸むれて汗あせだくになった親子が密着している状態で。

　両者は、互いに啞あ然ぜんとしたまま、しばらく見つめ合って。

　ワイズがそっとロッカーを閉じた。

「とりあえず着替えちゃうから、ちょっと待ってて」

「あっさりしてんなぁおい！　というか待って!?　その前に弁解を！　俺の話をっ！」

「小窓が開いているようですね……お二人はそこから侵入して、誰かが来たからとっさに隠かくれた、ということではないでしょうか」

「うん、そう！　その通り！　変なことしてたとか、全然ないからな！」

「わかってるし。だって真々子さんだし」

「真々子さんが間違いを起こすはずがありませんからね」

「俺の事も信用してくれていいんだぜ!?　……と、というかさ！　俺さ、今さ……！」

「チラッと見ただけでしょ？」

「三秒以内だったらセーフという説があります」

「三秒ルールの適用対象なのかよ!?　というか二人とも、物分かりが良すぎやしませんかねえ!?　ちゃんと俺を男子として認にん識しきしてる!?　キャーって叫んでもいいんだぜ!?」

「自分はママさんと真人さんに会えて嬉うれしいです！　きゃー、です！」

「うふふ。ありがとう、ポータちゃん。みんな元気そうで、よかったわ」ぎゅうっ

「母さんはさりげなく俺を抱だきしめるんじゃねええええっ！」

　真人には言いたいことが山ほどある。こんな事態を普通に流してしまう仲間たちに説教したい。真人も含ふくめて全員正座して、みっちり話したいのだが。

　とりあえず、女子たちの着替え待ちだ。







「……なるほどね。子供を追いかけて来たと」

「そうなんだよ。母さんを納なつ得とくさせられて都合がよかった、とか言っちゃダメだけどな。……でさ、その子供はワイズたちが来る少し前に更衣室から出ていったみたいだけど、見なかったか？」

「あたしは見てないけど……メディは？」

「私も見ていません。もしかしたら通路の逆方向に逃にげていったのかもしれませんね……後ほど副支配人さんに捜そう索さくをお願いしておきましょうか」

「それでいいんじゃん？　規則には厳しいけど、すごく親切な人っぽいし。任せちゃっていいと思う」

「そんな人がいるのか。それじゃ頼たのむな」

「はいよー。じゃあ子供の事はそれでＯＫとして……真人、はいどーぞ」

「こちらもお一ついかがですか？」

　二人のバニーガールが営業スマイルで差し出してきたマカロンを「一つ一億よ」「こちらは一億五千万になります」「ツケで」二つまとめて口に放ほうり込んで、真人は適当にその辺を眺ながめる。

　真人たちは、更衣室から移動して、ワイズたち三人に与あたえられた部屋にやってきた。

　従業員宿舎の一室であるのだが、室内は高級ホテルのスイートルームそのものだ。あからさまに高そうな調度品に、絵画や生花のインテリア、お菓か子しやジュースのサービスに加え、ポータが喜びそうなぬいぐるみも大量に置かれている。

「……借金で無理やり働かされてる割に、やたら丁てい重ちように扱あつかわれているみたいだな」

「私たちも随ずい分ぶんと驚おどろかされました。この部屋も副支配人さんが手配してくださったのですけど……正直、ここまで好待たい遇ぐうだと、何か裏がありそうだと勘かん繰ぐってしまいますね」

「あたしたちが超ちよう高額景品だからでしょ。そんな気するけど」

「ワイズさんは私たちの中で最安値ですけどね。……安い女……可哀かわいそうに……」

「ふざけんな。メディは損害賠ばい償しよう込こみの額でしょ。本体価格はあたしと一いつ緒しよよ」

「結局のところ評価額じゃなく借金だろ。……一千万貰もらって山分けするはずが、なんでこんなことに……ちなみに、聞くまでもないだろうけど、その金は？」

「全部チップに替かえて勝負した結果がこれよ」えっへん

「感心するほど呆気あつけなく使い果たしましたね」えっへん

「自じ慢まんげに言うところじゃないだろ！　二人に希望を託たくした俺が馬ば鹿かだったよ！……というかさ、一億とか十億とか、額が異常すぎるよな。絶対におかしいぞ」

「そう！　それ！　おかしいのよ！」

「要求された金額もそうですけど、そもそもスロットの設定もおかしかったように思います！　あんなに当たらないなんておかしいです！　イカサマの疑いがあります！」

　絶対にウサギじゃない肉にく食しよく獣じゆうみたいな顔をして、ワイズとメディが吠ほえた。二人の感情に合わせて、ウサギ耳も〝ふんがーっ！〟と突つき立っている。ちょっと面おも白しろいのだけど。

　真人はふとした疑問を口にする。

「やっぱイカサマか……でさ、俺としては、二人が大人しく従業員やってるのがちょい意外なんだけど。イカサマされたみたいなら、実力行使で借金を帳消しにして、ついでにカジノを崩ほう壊かいさせるくらいの事はするかと思ったけどな」

「真人君が私たちをどのように考えているのか、じっくり話し合いたいところですけど」

「魔ま法ほうでどうにかできるなら、喜んでそうしてたわよ！……でもね、ちょっと事情があるの。ちょっと来て。これ見て」

　手招きに応じてワイズの隣となりに立つと、生意気に香こう水すいでもつけているのか、ホント生意気に、ちょっといい匂いがしやがって。まあそれはいいけど。

　ワイズはウィンドウ画面を立体表示させて見せてくる。ステータスが表示されているのだが……職業が、賢けん者じやではなく、【バニーガール】になっている。

「こんな感じでさ、職業を変えられちゃったのよ」

「変えられたって……俺たちの職業って、変へん更こう不可じゃなかったか？　このゲームを始めた時にそう言われたけど……」

「あたしもそうなんだけど、実際にこの通り、変えられちゃったの。本気で嫌いやだったんだけど、借金の請せい求きゆう書しよを見せつけられて、同意するしかなくてさ……ちなみに、あたしだけじゃなくてメディとポータも同じよ」

「ポータまで……あれ、待てよ……職業が変わったってことは、もしかして？」

「そうよ。今のあたしは魔法が使えない。バニーガールはそもそも魔法職じゃないし。それまでの能力が引き継つがれるとか、ないから」

「そうなのか……ワイズ、お前……」

「何よ真人。あたしを慰なぐさめてくれるわけ？　優やさしいところあるじゃ……」

「つまり、魔法封ふうじとかじゃなくて、根本的に魔法が使えない奴やつになったんだな」

「そう考えると普ふ段だんと大差ないですね。安定的に残念です」

「うるさいっ！　メディもさらっと混ざってくるんじゃないわよっ！」ふんがーっ！

　わー。ワイズがめっちゃ怒おこってる。面白いけど危ないので退たい避ひして。

「なあメディ。メディも魔法を使えなくて、ポータも旅商人のスキルが全部使えない感じなのか？」

「はい。鑑かん定ていにアイテムクリエイション、さらにパーティストレージも使用不可のようです。荷物はショルダーバッグの中にありますが、取り出すことができないとか」

「おいおい、マジか……てことは、俺と母さんは引き続き武器なしか……」

「借金を完済した暁あかつきには元の職業に戻もどしてもらえるそうですけどね。……どこまで信用できるかはさておき。借金を背負い、職業ひいては能力を押さえられてしまった以上、私たちは大人しく従うしかないという次し第だいです」

「そうか……考えていた以上に厄やつ介かいな状じよう況きようだな……」

「全すべては私たちの責任。こんなことを言えた義理ではないのですけど……」

「お、おう……？」

　メディはあらたまって、「ワイズさん」「おーけぃ」ワイズと共に真人の前に立って。

　バニーガールたちの攻こう撃げき！

「勇者様、あたしたちをお助けくださいませ」ウィンク☆

「あなただけが頼たよりなのです。お願いします」チュッ☆

　ワイズは【ラッキー・ウィンク】を、メディは【幸運の投げキッス】を発動させた！

　二人のバニーガールによるアタックを受けて、真人はもうメロメロだ……

「ん？　ああ、わかってるって。なんとか助けるようにするよ」

　いや全然普通だ。

「あ、あれ!?　効いてないんだけど!?　なんで!?」

「バニーガールの特とく殊しゆスキルが通用しないなんて、一体どういうことですか!?」

「いや俺に聞かれても困るけど」

　もしかして、真人があんまり興味ないから？「真人はもっと同世代の異性を感じるべきよね」「そうですよね。失礼です」「お前らが言うなよ」こっちこそもっと男子として扱えと、真人は言いたい。

「まあいいけどさ……んで？　具体的にはどうやって助けてくれるわけ？」

「それなんだけどさ……」

　問題はそこだ。

「俺としては、カジノでイカサマを見破って、それを逆に利用して勝ちまくってやる感じがいいと思うんだけど……でも母さんはめちゃくちゃ反対でさ」

「あー、だと思うわー」

「あまり褒ほめられたやり方ではありませんからね……」

「だから、なんとかして母さんを説得するか、別の方法を考えないといけないんだけど……というか、母さんはどこに行ったんだ？　ポータの姿も見えないけど……」

　と、真人が室内をぐるりと見み渡わたすと。

　バスルームのドアが開いて、「お待たせしました！」ショルダーバッグを下げた可愛かわいいバニーガールが走ってくる。よーし、お兄ちゃん捕つかまえちゃうぞー……

　なんて、ふざけている場合じゃない。真人は戦せん慄りつする。

「待たせちゃってごめんなさいね。着き替がえに手間取っちゃって」

「……ぉぃ……」

　駆かけ寄ってくるポータの後ろに、ガールじゃないバニーがいる。

　鋭えい角かくすぎるハイレグラインから、網あみタイツに包まれた細い脚あしがすらっと生えていて。

　胸を覆おおうはずの部分は、その大きさ故ゆえに足らず、胸の下部にちょこっと張り付いているだけの。

　ガールじゃない、バニーお母さん、真々子だ。

「うふふ。ね、マー君。ほら、お母さんぴょんぴょん。ぴょんぴょ～ん。どうかしら、じゃなくて、どううさ？」

「……うざっ……」

　真人はうっかり素すで答えた。「マー君が冷たいわ……うさうさ……」「せめて、しくしく泣けよ！」自分なりの解かい釈しやくでウサギになりきるバニーお母さんだ。

「なんで母さんがバニーやってんだよぉぉぉ……」

「いいじゃん。ここではバニーの格好してた方が目立たないでしょ？……ていうか、真々子さんは結局どんな格好してても目立つんだけど。めっちゃ大きいし」

「あら、大きな耳を選びすぎたかしら、うさ」ゆっさゆさ

「耳の事ではなくて……ま、まあいいですね。とにかくこれで自由に行動できそうです」

「ママさんが自分たちと一緒にいてもおかしくありません！」

「ま、まあ、そうだな……潜せん入にゆう捜そう査さのためってことで、納なつ得とくするしかないか……」

　そうそう。諦あきらめが肝かん心じんだ。

　母親との冒ぼう険けんの日々は、息子むすこの忍にん耐たい力が試ためされる日々である。これまで何度も流してきた血の涙なみだを今日も拭ぬぐって。

　そんな時だった。室内に放送が響ひびいた。

『これより全体朝礼を行います。全従業員は、業務を一時中断し、速すみやかにカジノホールに集まってください。以上』

　だそうだ。

「あたしたちはとりあえず参加した方がいいわよね」

「出欠をチェックされるかもしれませんからね。ですから……」

「ワイズさんとメディさんと自分はカジノホールに行かなきゃです！」

「了りよう解かい。三人は参加で……なあ母さん、俺たちはどうする？」

「お母さんももちろん参加するわよ、うさ。お母さんもバニーですもの、うさ」

「ったく、無む駄だに律りち儀ぎだな……というか、意識しないと語ご尾びに〝うさ〟って付けられないなら即そつ刻こくやめろ。そういう努力は要いらん」

「せっかくだからマー君も一緒にどうかしら、うさ？」

「うさうさ言う母親とはご一緒したくないんだが……どの道、イカサマを調べるために行かなきゃいけないんだから……俺も参加ってことにするか」

　そうと決まれば、さっそく移動だ。

　真人だけ普段の装よそおいのままだが、心配無用。ガントレットを外し、ジャケットを脱ぬぐだけでＯＫ。シャツにベストというスタイルはディーラーっぽく見えなくもない。







　バニーガール×３とバニーお母さんと偽にせディーラーの一行は、従業員宿舎から店てん舗ぽへ移動して、カジノホールにやってきた。

　まだ開店前の店内は大半の照明が消されたままだ。キノの巨きよ大だい抽ちゆう選せん機きも、各種スロット台も、光と音を放つことなく完全に沈ちん黙もくしている。

　勝利に沸わく者がいる一方で、敗北して全てを失い呆ぼう然ぜんと佇たたずむ者もいる……そんなカジノの影かげの部分がまさにそこにあるようで、どこか物悲しい光景だ。

　だが感傷に浸ひたるのはそこまで。整列はせず、思い思いに集まっている従業員たちの中に紛まぎれて、真人たちは朝礼の開始を待つ。

「ねえマー君。さっきの子供がその辺りに隠かくれていたりしないかしら、うさ」

「あなたがうさうさ言い続ける限り俺はあなたとの会話を拒こばむ。思春期の息子の本気拒きよ絶ぜつ力を舐なめんなよ」

「そ、そんな……お母さん、うさうさ」

「だからうさうさ泣くのはやめろ。わかりづらいだろ」

「真々子さん。子供の事はこっちに任せていいわよ。あたしたちが捜そう索さくを頼たのんでおくからさ。従業員に任せちゃってよ」

「んー、そうね……お店の事だもの、お店の人に任せた方がいいのよね……わかったわ。それじゃお願いするわね、うさ」

　真々子は納得を示している。説得完かん了りよう。一安心だ。

　とは言うものの、先ほどの子供については、真人も少し気にならなくもないので。

「（従業員の中に親がいたりするのかな……）」

　善意を原動力に、真人は密ひそかにスキルを使用する。

　この世界において、あるいは、あらゆる世界を含ふくめても、真人だけしか持っていない特殊スキル。相手が母親かどうか一目で判別できる特殊すぎるスキル発動。

「（……【子こ性せい】……）」

　すると真人の視界に、薄うすいピンク色の光、カーネーション色の光が差し込んだ。光を発しているのは、隣となりにいる真々子だ。

　その人が母親である場合は、当人の体からカーネーション色の光が放たれ、真人はそれを視覚で把は握あくできるのである。……にしても真々子の場合は発光量がすごすぎる。

「（さて、どうかな……）」

　真人はスキルを使用し、その辺に子供の母親と思おぼしき人物がいないか探してみる。

　ディーラーやバニーガール、警備の黒服、調理係など、百人近い従業員をチェックしていくが……誰だれからもカーネーション色の光は発せられていない。

　この場にいる全従業員の中で、母親は真々子だけのようだ。

「（このカジノには、母親はいないってことか……）」

　そういうことになる。あるいは父親がいるかもしれないが、そちらは判別できない……

　と。

「それでは朝礼を開始します。従業員の皆みなさん、おはようございます」

　巨大抽選機が置かれている壇だん上じようから、黒服を着た老人が呼びかけてくる。「……おいワイズ。あの人は？」「ここの副支配人さんよ」「そっか、あの人が……」偉えらい人のご登場だ。他ほかの従業員たちに倣ならい、真人たちも挨あい拶さつして。

「えー、本日はまず、今日から新たに追加される景品をご紹しよう介かいします。こちらです」

　副支配人の指示を受け、若い黒服たちが景品を担かつぎ上げて運んでくる。

　壇上に置かれたそれは、棺かん桶おけだ。

「えー、こちらはカジノの敷しき地ち内で発見されました。中身は、謎なぞの修道女です。おそらくバグで死亡したものと思われます。教会に運んで蘇そ生せいさせる案もありましたが、それではお金がかかるので、景品として処分することになりました。交こう換かん額は１マムチップ一枚とします。早めに手放したい景品のため、従業員のどなたかが交換しても構いません。むしろお願いします」

　だそうだが。

　真人は深く俯うつむいた。

「好こう事ず家かのための景品というか、俺たちのための景品だな……俺たちの前に現れる棺桶の中身は、絶対にあの人だろうからな……」

「そうね……疑いの余地はないわ……支配人じゃなくて、景品だったのね……」

「そんなはずはないのに、棺桶の中からじっと見つめられている気がしますね……」

「あとで自分が交換してきます！　自分にお任せください！」

「ありがとう、ポータちゃん。早めに引き取ってあげてね、うさ」

　どこかに運ばれていった例の人の扱あつかいは、ひとまず置いておくとして。

　他にも業務に関する連れん絡らくをいくつか伝えた副支配人は、最後に。

「それでは、支配人からの挨拶を」

　そう言って、恭うやうやしく礼をして場を譲ゆずった。

　紹介されて壇上に立ったのは、このカジノの支配人、ソレラだ。

「は～い。ソレラだよ～。みんな元気かな～？」

　相変わらず間延びしたしゃべり方で挨拶をして、ソレラは従業員たちを見渡す。

　真人はとっさに身を縮めた。真人と真々子は本来ここにいてはいけない二人だ。気付かれるわけには……

「あらあら、マー君どうしたの？　お腹なかが痛いのかしら」

「そうじゃなくて！　母さんも早く隠れろよ！」

　真人はとっさに真々子の肩かたを抱だいて、強ごう引いんにしゃがませた。とにかく身を隠して様子をうかがう。

　ソレラは……

「えっとね～、今日は特別なお客さんが来る予定だから～、みんなちゃんとしてね～。すごく親切で良心的で～、全然怪あやしくないお店だよ～って、そう思ってもらえるようにしてね～。それじゃお店を開けるよ～」

　従業員たちに軽く呼びかけて、の～んびりと去っていった。

　どうやら気付かれなかったようだ。

「ふぅ。危ないところだったな……」

「うふふ。マー君は今日もお母さんに甘えてくれるのね。レクリエーション教室で甘え方を教えてもらってよかったわね」

「そんなつもり全然ねーから！」

　母親の肩を抱いていた手を、思いっきり放して。

　早くも開店のお時間である。







　従業員たちが機き敏びんに動く。黒服やディーラーは所定の位置へ。

　バニーガールたちは入り口に整列し、まずはお客様のお出で迎むかえだ。ワイズたちも連れていかれて列に加わっている。

　全すべての照明が灯ともされ、スロット台なども準備完了。光と音、希望と欲望と悲喜が乱れ舞まう娯ご楽らくの空間が始動した。

　次々と入ってくる客を眺ながめながら、真人はそっとため息を吐つく。

「やれやれ。こっそりイカサマを調べる時間がなかったな。……まあいい。俺たちの事はソレラにも他の従業員にもバレていないみたいだし、働いてるフリしてあちこち調べてみるか」

「マー君。悪いことはしちゃダメよ。お母さんと約束して？」

「あーはいはい、わかったよ」

「そ～だよ真人君。悪いことしちゃダメだよ～」

「はいはい。こっちとも約束な……って……うおっ!?」

　隣を見ると、いつの間にかソレラがそこに。

「なっ、なんで!?」

「んふふ～。バレてないと思った～？　実は思いっきり気付いてたよ～。残念でした～」

「マジかよ……くっ……！」

「忍しのび込んだことは許してあげるから～、そんなに警けい戒かいしなくていいよ～。もうお店はオープンしてるから～、どんどん遊んでね～。……というわけで～」

　ソレラが指をパチッと鳴らした。

　するとバニーガールがやってきて、真人にチップケースを手て渡わたしてきた。蓋ふたを開けてみると、様々な色のチップが十枚ずつ並べられている。

「まあそうだな。カジノでギャンブルするなら、チップがなければ始まらないよな。……チップの種類は……」

　色と表示額は次の通り。

　赤【50】、緑【２５０】、黒【１０００】、紫むらさき【５[image: ]０００】、黄【１０[image: ]０００】。

　茶【５０[image: ]０００】、オレンジ【２５０[image: ]０００】、金【５００[image: ]０００】。

　そして虹にじ色いろ【１[image: ]０００[image: ]０００】だ。

　真人は震ふるえる指先で虹色のチップをつまみ上げる。

「え、えっと……この馬ば鹿かみたいな表示額は……」

「例えば赤のチップは五十マム相当ね～。ということは～、どういうことかな～？」

「確か一マムは日本円で一円と同じくらいだから……」

　チップは各十枚ずつ。チップケース一箱で、１８[image: ]１６３[image: ]０００円相当だ。

　真人の顔から血の気がサーッと引いていく。一方のソレラは、やたら楽しそう。

「うちは後あと払ばらい制だからね～。遠えん慮りよなく使ってね～」

「いや無理だろ！　いきなり千八百万以上も借金して遊ぶなんて、あり得ないから！……こ、このチップは返す！　引き取ってくれ！」

「ええ～？　でもでも～、チップがないと遊べないよ～？　仲間を取り戻もどすための資金が作れなくなっちゃうよ～？　それは困るよね～？」

「そ、それはそうだけど……でも、これはさすがに……」

　真人はチップケースをじっと見つめて困こん惑わくする。

　と、その時。

「マー君！　ちょっといいかしら！　お母さんピンチよ！」

　不意に真々子が助けを求めてきた。何事かと思ったら。

　真々子は大勢の客に囲まれている。

「めちゃめちゃ綺き麗れいなバニーガールさん！　どうか【ラッキー・ウィンク】をお願いします！　俺に幸運を授さずけてください！」

「ご、ごめんなさいね。私は従業員じゃなくて……それに、ガールじゃなくて、もうお母さんなの。だから……」

「ええっ!?　そんなに若くて綺麗でお母さん!?　ていうかバニーお母さんですか!?　もしかして超ちようレアなバニーだったりしますか!?　だったら、なおさらお願いします！　チップ払はらいまくりますから！　どうかお願いします！　ウィンクしてください！」

「そこまでお願いされてお断りするのは失礼よね……じゃあ……えいっ」

　真々子はパチッとウィンクした。ラッキー・お母さん・ウィンク☆

　すると「おおっ！　俺の運気が上じよう昇しようしまくった気がするぞ！」「おいマジか！　じゃあ俺も！」「私もお願いします！」「では私も」実際の効果はさておき。一いつ般ぱん客きやくから大だい富ふ豪ごうまで、真々子のウィンクを求めて客が殺さつ到とうして、真々子も要望に応こたえて。

　一分後。

　客が去ると、真々子の手には、ウィンクのお礼として支し払はらわれた各種チップがどっさり積まれていた。チップケース二箱分くらいありそうな量だ。

　ソレラが愕がく然ぜんとしている。

「う、うええ～!?　借り入れずにチップ集めちゃったの～!?」

「まったく、とんでもない人だよな。我が母ながら恐おそろしいわ。……それじゃ」

　ソレラの手にチップケースを押し付けて、真人は真々子のところへ向かう。

「あー、母さん。よろしければ、そのチップを少し分けてほしいんだが……」

「あらあら、おねだり？　いいわよ。マー君とお母さんで半分こしましょうね」

「い、言っておくけどな！　これは別に甘えてるわけじゃないからな！　チップがあるなら借りる必要はないってことだからな！　勘かん違ちがいするなよ！」

「マー君ったら、素す直なおじゃないんだから。うふふ」

　違う違う。甘えとかそういうことじゃなくて。ごく当たり前の判断で。

　手持ちのチップを確保して、さっそく勝負開始だ。







　真々子が獲かく得とくしたチップを整理するため、顔見知りのバニーガールたちに手伝ってもらおうと思ったのだが、どこにもいない。ワイズもメディもポータもどこかへ行ってしまったようだ。勤務中だから仕方がない。

　別のバニーガールがやってきて、チップをケースにまとめてくれた。大体二箱分だ。一箱は真人、一箱は真々子で、端は数すうはバニーガールにプレゼントして。

　さて、何から挑いどむか。

「色々あるけど……まずは〝テキサス・ホールデム〟からやってみるか」

　手近なところにポーカー用の楕だ円えん形テーブルが置かれている。

　基本レートとして【１００[image: ]０００】が表示されているハイリミット・テーブルだ。

「かなり無茶な気もするけど……増やすためには勝負しないといけないからな。よし」

　用意されている座席は十人分。真人は適当に腰こしを下ろして、華か麗れいに足を組んで一いつ端ぱしのギャンブラーみたいな顔をして。

　その隣となりに真々子がさりげなく座ろうとしたのだが。

「ちょっと待った。母さんもやるなら、他ほかのテーブルでやってくれ」

「あら、どうして？　お母さんもマー君と一いつ緒しよしたいのに」

「別に悪気があるわけじゃないんだけどさ……テキサス・ホールデムは、参加者同士でチップを取り合うゲームだ。身内同士で奪うばい合いをしたら意味ないだろ？」

「あらまあ、そうなの？……マー君はよく知っているのね」

「ネットのゲームでやった事があるからな。一応把は握あくしてる。というわけでさ」

「わかったわ。それじゃお母さんはマー君の勝負を見学して……」

「母親参観は固くお断りする。……学園の授業でも、見学だけじゃ済まなかったからな。母さんの場合、なんやかんやで参加になる可能性が大きすぎる。それだと本気で逆効果になるんだよ。頼たのむからさ、その辺で適当に遊んでてくれ」

「マー君の邪じや魔まをするつもりはないんだけど……わかったわ。迷めい惑わくをかけちゃいけないから、お母さんはお店の中をお散歩してくるわね」

　真々子がちょっと寂さびしそうに立ち去っていく。ウサギ耳もしょんぼり。

　なんだか悪いことをしてしまった気分だが、ここは仕方がない。真々子と真人でチップの奪い合いをしても意味がないのだ。納なつ得とくして、気を取り直して。

　さて。

「次は参加者を募ぼ集しゆうしないとな。早めに集まってくれたらいいんだけど……」

「それじゃ～、私が立候補しま～す」

　と、またしてもソレラがやってきて、真人の向かい側の席に腰を下ろした。

「せっかくだからさ～、一対一の勝負とかどうかな～。真人君はビビっちゃうかな～？」

「ビビるわけないだろ」

「ホントかな～？……この私が～、実は～……リベーレ四天王の一人、母を侮あなどり蔑さげすむ者〝母ぼ蔑べつのソレラ〟だよ～、って言ってもビビらない～？」

「……は？」

　怪しい色の長い髪かみを指で弄もてあそびながら、眠ねむたそうな視線で眺めてくる、目の前の女性は。

　真人たちと敵対する組織に属する、二人目の強敵。

「母蔑のソレラ……四天王の一人……お前が？」

「そだよ～。驚おどろいちゃった～？　驚いちゃったよね～。この度たびは～、私が送ったビラに引っかかってくれて～、どうもありがと～。んふふ～」

「ビラって……カジノのビラは、そういうことだったのか……？」

「そだよ～。敵からの招待状でした～。……それで、どうする～？　この私と勝負しちゃう～？　ちなみに私は～、剣けんや魔ま法ほうじゃなくて～、こうしてギャンブルで勝負する主義だよ～。どうかな～？」

「いきなり四天王との直接対決……と、とにかく！　そっちが本当にそうなのかわからんけど、挑まれた勝負は受けて立ってやる！　俺はこんなことじゃビビらないからな！　こういう揺ゆさぶりは無む駄だだぞ！」

「お～、さすが勇者だね～。じゃあ勝負しちゃおうね～。……んふふ～……」

　と、ソレラが含ふくみ笑いした刹せつ那な。

「ん？……今、一いつ瞬しゆんだけ……？」

　真々子の【母の光】とは違う色合いで、ソレラの体がぼんやり光ったような気がする。

　しかし、あらためて周囲を見み渡わたすと、カジノホールの中は魔法石の照明だらけだ。光の加減でそう見えただけかもしれない。真人はそう解かい釈しやくした。

「それじゃ始めるよ～。準備はいいかな～？」

「おう！　受けて立つ！　そして勝つ！」

　ソレラが、真人の前に〝Ｄ〟が描えがかれた置石をスライドさせてくる。

　Ｄの置石──〝ディーラーボタン〟を置かれている席の人がディーラー役を務める。それがルールだ。

　真人はバニーガールからトランプカードを受け取り、自分なりに華麗な手つきでシャッフルする。カードの枚数は五十二枚。ジョーカーは使用しない。

「二人制テキサス・ホールデム……開始だ」

　ゲームは四回のベットラウンド（チップを賭かける場面）で構成される。

　まずは第一ベットラウンド〝プリフロップ〟。

「イカサマはやめてよね～」

「するわけないだろ」

　ディーラー役の真人は、自身とソレラの前に、伏ふせた状態で二枚ずつカードを配った。

　余ったカードは山札としてテーブル中央に置き、それぞれ手札を確かく認にんする。相手には見えないように、端はしの部分だけ、そっとめくると……

　真人の手札は、スペードの７、ダイヤのＫ。

「ふむ、なるほど。……じゃあまずは強制ベットだな」

「二人制で～、真人君がディーラーだから～、真人君はスモールブラインドで～、私がビッグブラインドね～」

　スモールブラインドは、テーブルの基本レートの半額を、ビッグブラインドは満額を出す。これはルールだ。

　真人はひとまず、茶【５０[image: ]０００】のチップを出した。ソレラは同じく茶色チップを二枚出した。

　ここで少々のシンキングタイム。真人は自身の手札と相談だ。

「（スペードの７とダイヤのＫで勝負を続けるか、それとも降りるか……）」

　このゲームは、参加者全員が同じベット額を提示した時点で次のラウンドに移行する。

　真人の判断は。

「……コール」

　コールとは、提示されているベット額と同額を出すこと。ゲーム継けい続ぞくの意思表示だ。真人は茶色のチップを一枚追加した。……ちなみに降りる際は〝フォールド〟という。それまでに出したチップは戻らず、ゲームの勝者のものとなる。

　真人がコールしたことにより、勝負は続行。

　テーブルの端にまとめられた総額は２００[image: ]０００マム。

　続いて第二ベットラウンド〝フロップ〟。

「ディーラーさ～ん、早く早く～」

「急せかすなよ。わかってるから」

　真人は山札から三枚引いて、テーブル中央に、表にして三枚並べた。

　開示されたのは、ハートの４、スペードのＫ、ハートの６。

　これは〝コミュニティ・カード〟という。

　テキサス・ホールデムは、自身の手札と、こうして場に出されるコミュニティ・カードを合わせて五枚で役を作って勝負するゲームだ。

　ちなみに役の種類は、広く知られるポーカーと同じである。なので。

「（手札のダイヤのＫと、場にあるスペードのＫで、ひとまずワンペア完成だな……）」

　幸さい先さきいいかも。

「は～い、それじゃベットタイムだよ～。エッチなベッドタイムじゃないからね～」

「ふざけんな。今度はそっちからだろ。早く出せよ」

「はいは～い。それじゃ、ベットだよ～」

　ソレラは茶色のチップを二枚出した。先ほどと同じ額だ。

　真人はどうするか。

「（相手は地味な賭け方……こっちは一応ワンペアできてる……とりあえず続けるか）」

　勝機がありそうな気がする。「コール」真人は続行を選せん択たくした。

　現在の総額は４００[image: ]０００マム。

　第三ベットラウンド〝ターン〟。

「次に追加するのは一枚だけだからね～。間ま違ちがえないでよね～」

「わかってる。……いくぞ」

　真人は、山札から一枚取って、コミュニティ・カードに追加した。

　コミュニティ・カードの四枚目は、ハートの７だ。

「（っしゃあ！　ツーペア完成！）」

　と、叫さけびたいところだが、ソレラに役を教えてしまうなんて馬ば鹿かな事はしないよう、真人はポーカーフェイスを維い持じ。手つきがそわそわしているが、平然と。

　そんな真人をじーっと見つめながら、ソレラがベットする。

「ん～……とりあえず、こんな感じかな～」

　ソレラはまた茶色のチップを二枚出した。

「それじゃ真人君の番ね～。それともフォールドしちゃう～？」

「ここで勝負を下りる選せん択たく肢しはないな。……レイズだ」

　レイズとは、場に提示されているベット額の倍以上を出すこと。攻こう撃げき的な賭けだ。

「（ソレラはまた地味な賭け……役がないんだろう……俺の方はツーペアできてるし！）」

　真人はオレンジ色【２５０[image: ]０００】のチップを一枚出した。

「おお～。なんか強気だね～。もしかして、いい役ができちゃったかな～」

「さあな。……そっちの番だぞ。どうする？　乗るか？　降りるか？」

「そうだな～……もしかしたら次でいいのが来るかもしれないし……コールしよ～っと」

　ソレラは、茶色の二枚を回収して、オレンジ色のチップを出した。

　両者が同額を提示したので、次のラウンドへ移行する。

　現在の総額は９００[image: ]０００マム。

　そして最後のベットラウンド〝リバー〟。

「これで最後だな。何が来るか……っ!?」

　真人が山札からめくって置いたのは、クラブのＫだ。

　真人は、表情筋を一いつ切さい動かさず冷静に、とことん冷静を装よそおって着席して、テーブルの下でこっそり全力ガッツポーズ！

　場のカードは、ハートの４、スペードのＫ、ハートの６、ハートの７、クラブのＫ。

　真人の手札は、スペードの７、ダイヤのＫ。

　七枚の内から五枚選んで役を作るので……７、７、Ｋ、Ｋ、Ｋ……フルハウス完成だ。

「（勝った）」

　ポーカーにおいてフルハウスは、かなり強力な手札だ。ロイヤルストレートフラッシュとかいう馬鹿げた確率の役と比べてはいけない。立派に強い。そうそう負けたりしない、というか、負けるわけがない。

　真人は本気で勝利を確信した。これはもう絶対に勝った。

「ふぅ……それじゃクライマックスだな。さっさと賭けてくれ」

「はいは～い。じゃあ私から～、と見せかけて、〝チェック〟しよ～」

　チェックとは、最初のベットを他の人に譲ゆずること。

　ソレラがチェックしたことにより、ベットは真人からとなる。

「（さて、どれくらい賭けるか……）」

　これは勝てる勝負だが、だからと言って、いきなり高額を賭けるのはよくない。

　ソレラが負けを察して勝負から降りてしまったら、勝ちは勝ちだが、今の時点で賭けられている額しか貰もらえないのだ。

　できれば、もっと出させて、高額チップが山積みになったところを総取りしたい。

　だからまずは、誘さそうように。

「……ベット」

　真人は残り六枚の茶色のチップを全すべて出した。

　３００[image: ]０００マムのベット。

「さっきより上げてきたね～。じゃあ私も上げちゃお～。レイズだよ～」

　ソレラも茶色のチップを六枚出して、さらにオレンジ色のチップを二枚追加してきた。

　８００[image: ]０００マムのベット。

　ソレラが勝負に乗ってきた。いい感じだ。

「だったら俺は、さらにレイズだ」

　真人は、茶色のチップをそのままに、残り九枚のオレンジ色チップを出した。

　２[image: ]５５０[image: ]０００マムのベット。

　三倍以上だ。出してしまった後で、性急すぎたかと不安に思ったのだが。

「おお～、強気だね～。じゃあ私もレイズしちゃお～っと」

　ソレラも残り七枚のオレンジ色チップを全て出して、さらに金色のチップも十枚、一気に出してきた。

　７[image: ]５５０[image: ]０００マムのベット。

　相手も約三倍を提示。対たい抗こうされている。真人は軽く戦せん慄りつしたのだが。

「（俺をビビらせて、勝負を降りるように仕向けているんだ……絶対そうだ！）」

　臆おくした方が負ける。勝負とはそういうもの。剣けんを握にぎり、いくつもの厳しい戦いを潜くぐり抜ぬけてきた真人だからこそわかる真理……

　というか普ふ段だんは真々子しか戦っていなかった気がしなくもない？

　まあその辺は置いておいて。

「さあ真人く～ん。どうしますか～？」

「もちろん……レイズだ！」

　真人も金色のチップを十枚出して、さらに、一歩も引かない気き迫はくで、虹にじ色いろのチップも全て出した。

　１７[image: ]５５０[image: ]０００マムのベット。

　大勝負だ。必ず勝つ勝負だ。

「ほっほ～う。本気だね～……くすくす……それじゃ私はコールで」

　ソレラが虹色チップを十枚出して、同額。第三段階までと合わせると……

　総額は３６[image: ]０００[image: ]０００マム。

　賭けた金額として果てしなく恐おそろしい数字だが、そこにあるのはチップの山。

　真人は、今まさに開示される自分とソレラの手札しか見ていない。

　勝負の瞬しゆん間かん〝ショーダウン〟。

「最後にレイズした強気な人アグレツサーが先に見せるんだよね～」

「ああ。俺からだな。俺は……フルハウスだ」

　真人は勝利を疑わず。

　ソレラは、それまでと何も変わらず、眠ねむたそうな目つきで、の～んびりとした態度で、穏おだやかに言った。

「んふふ～……真人君さぁ～……残念だったね～」

　ソレラの手札は、ハートの３と、ハートの５。

　コミュニティ・カードの、ハートの４、ハートの６、ハートの７と合わせて、同じ柄がらの３４５６７で、ストレートフラッシュ。

　フルハウスより強い。

　真人の負けだ。

「……」

　真人は声が出ない。呼吸ができない。何が起きたのか、明白だが、わからない。

　完全に停止してしまった真人を楽しそうに眺ながめて、ソレラはの～んびり囁ささやく。

「んふふ～。負けちゃったね～」

「う、噓うそだろ……待ってくれ！　ちょっと待ってくれ！」

「勝負に待ったはないよ～。……私がポータちゃんを速すみやかに引き取って～、ワイズちゃんとメディちゃんが取り返そうとしたけど～、二人は私に負けて～、今度は真人君が三人を取り返そうとしたけど～、やっぱり私に負けました～。これはそういうことで～す」

　反はん抗こう組織リベーレ四天王の一人であるソレラに対し、仲間を取り戻もどすために戦ったが、勇者真人は敗北した。

　ＢＡＤ　ＥＮＤ

　そういうことで……いいはずがない。

　真人は、呆ほうけている自分の顔面を引っぱたいて、無理やり気合いを叩たたき込んだ。

　このままでは終われない。絶対に終われない。

「まだだ！　まだ終わっていない！」

「いやいや～、もう勝負は……」

「お前が、ギャンブルで、このカジノで勝負するって言うなら、まだ決着はついていないはずだ！　俺にはまだ手持ちのチップが残ってるからな！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いな～。でもま～、それはそうだね～。……無む駄だな足搔あがきだと思うんだけど～。ぷぷ～」

「無駄でもなんでも足搔いてやるさ！　それが勇者ってもんだろ！」

　真人の手元には、低額チップのみが残されているケースがある。……低額と言っても、総額で１６３[image: ]０００マムなのだが。

　一いち縷るの望みを大事に抱かかえて、真人は席を立った。







　向かった先は、スロットのコーナーだ。

「まずは残っているチップを増やして再起を図はかる！」

　スロットには、配当は低いが当たりが出やすいフラットトップ型と、確率は低いが大当たりで一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらえるプログレッシブ型がある。

　手持ちを増やしたければ、フラットトップ型を選択するのが常識。オンラインゲームで経験がある真人は承知している。

「チャレンジ精神がないわけじゃない！　でも今は何があっても負けるわけにはいかないからな！　無難な勝ちを積み重ねるんだ！　それが必要なんだよ！」

　言い訳じみた言葉で自分を納なつ得とくさせて、真人はビデオスロット台にありったけのチップをジャラジャラと流し込んだ。

　選せん択たくできる全てのラインに最低限の枚数を賭かけて、自動でリールが回転する【ＡＵＴＯＳＰＩＮ】ボタンを押して、いざ勝負。あとは当たりを待つだけ……

　と。

「やれやれだわ。スロットで手持ちを増やさないといけないわね。……私の命運はここで決まる。全てを託たくすわ！」

　真人の左ひだり隣どなりの台に女性客が座って、チップをジャラジャラ投入し始めた。負けが込こんでいるのか、並々ならぬ決意で勝負に挑いどんでいるようだが……

　というか。

「……おい」

「……え？」

　お隣の女性客は、荒あら々あらしいポニーテールの、黒のロングコートを肩かた掛かけしている少女。

　反抗組織リベーレ四天王の一人、母に反逆せし者、母ぼ逆ぎやくのアマンテだ。

　真人とアマンテはじーっと見つめ合って、ハッと気付いて、とっさに戦せん闘とう態勢を取ろうとしたのだが……勝負中で席から離はなれられない二人は、各おの々おののスロット台にしがみつき、へっぴり腰ごしの体勢で睨にらみ合う。

「お前……なんでここにいるんだよ！」

「そんな質問にいちいち答えるわけがないでしょう！　大おお好すき真々子を倒たおすため、同じ四天王のソレラに共きよう闘とう態勢を敷しくよう打だ診しんしたけど、の～んびり断られました、なんて、そんな事情をあなたに話す必要はないもの！」

「相変わらず勝手に説明してくれて助かるわー……というか、ソレラも冗じよう談だん抜ぬきで四天王の一人なんだな……」

「だから言ったでしょ～？　信じてなかったの～？　酷ひどいな～。ぶ～ぶ～」

　噂うわさをすればなんとやら。ソレラがの～んびり歩み寄ってきて、真人の右隣にちょこんと座った。

　右にソレラ。左にアマンテ。スロット台を前にして、敵の四天王の二人と勇者が三人並んでいるこの状じよう況きよう。

「（……なんなんだこの絵え面づら……シュールすぎるだろ……）」

　敵ってなんだっけ。ちょっとわからなくなりそうだが。

　そんなことより。

「はっ……も、もしかしてしなくてもさ……俺って今、かなりピンチな状況だったりするよな……命の危機的な……」

「んふふ～。そうかもね～。真人君はあっさり殺されちゃうかも……」

「それはないわね。何しろソレラがスキルを使用しているもの。その効果によって、このカジノ内にいる全員のステータスが著いちじるしく低下させられているわ。仮に私が大好真人に攻こう撃げきしたとしても、微び量りようのダメージしか与あたえられないでしょう。戦いにならないわ」

「そんなスキルを使用しているのか？……ああ、さっき体が光ったように見えたのは、もしかしてそれか……」

「んも～！　またそうやって言っちゃうんだから～！　アマンテはホント馬ば鹿かすぎなんですけど～！　迷めい惑わくなんですけど～！　もうどこか行ってよ～！」

「言われなくても行くわよ。……まったく、ああもう腹立たしい！」

　どうやらチップが尽つきてしまったらしい。アマンテは憤ふん慨がいして、ビデオスロットの画面を容よう赦しやなく殴なぐりつけた。

　集団戦闘用のボスさえ一人で片付けてしまう攻撃力で画面は粉ふん砕さい、と思いきや、台が少し揺ゆれただけで、全くの無傷だ。能力が低下しているというのは本当らしい。

「あらゆる攻撃を反射するパッシブスキルを持つ私なら、ソレラのスキル効果を撥はね返す事ができるかと思ったのだけど……やはり攻撃判定がある攻撃でなければ無理みたいね。運気を低下させられてしまったら、ギャンブルでは絶対に勝てないわ。ここまでにしましょう」

「負けまくってから退ひくのかよ。すごいな」

「馬鹿だよね～。あと借金も撥ね返すことはできないからね～。ちゃんと払はらってね～」
















「借金ですって？……フッ、そんなもの……」

　アマンテは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべて、鼻で笑って、「逃にげるが勝ちよ！」全速力で脱だつ兎とダッシュ！「捕つかまえといてね～」「「「はい！」」」黒服の集団が猛もう然ぜんと追いかけていった。

　で。

　そうこうしている間に、真人の方のスロット台もリール回転を停止した。

　細かい当たりが多いはずのフラットトップ型なのだが、何一つとして絵え柄がらが揃そろうことなく終わりだ。チップは全すべてのまれてしまって、手持ちは０枚。

　しかし真人は落ち着いている。

「……支配人さんにお聞きしてよろしいでしょうか」

「嫌いやで～す。もしイカサマだって言うつもりなら～、その証しよう拠こを見せてから話をしてくださ～い。目に見える証拠でお願いしま～す。もしくは自白が必要で～す。どっちもなかったらセーフだよ～。ふっふ～ん」

「ちっ。無茶言いやがって。能力低下のスキル効果なんて、目に見えないんだから、証明しようがないだろ」

「んっふっふ～。ということで～、手持ちがなくなっちゃった真人君は～、私に敗北決定で～す。……これで私が真々子さんまで倒しちゃったら～、私の完全勝利だね～」

「……母さんを倒す？」

「そだよ～。もちろんギャンブルで勝負して～、私が余裕で勝っちゃうよ～。スキルでイカサマとか全然ないけど～、真々子さんもカジノで負けまくり～。こてんぱん～」

　だそうだが。

　真人は、心の底から呆あきれて、盛せい大だいにため息を吐ついた。

「母さんも負けまくりか……はぁ……だったらさ、ちょっと振ふり返ってみろよ」

「ん～？　何かあるのかな～」

　ソレラがくる～りと振り返ると。

　少し離れた場所のスロット台に、真々子がいる。

「あらやだ！　あらやだ！　どうしたらいいのかしら！　溢あふれてきちゃうわ！」

　スロット台から、高額チップが大量に噴ふき出していて、腰こしまで埋うまってる。

　ソレラは、眠たそうだった目を思いっきり開いて、ぱちくりして、驚おどろきすぎて顎あごが外れそう。

「へ？……うええええええええええっ!?　これ何事おおおおおおおおおおおおおおっ!?」

「やってくれたな、母さん」

「マ、マー君！　お母さんピンチよ！　チップが出てきて止まらないの！　もしかしてお母さん、スロット台を壊こわしちゃったのかしら！」

「いや、そうじゃないだろ。そうじゃなくて……」

　真々子が本気でチップに埋まりそうなので、駆かけ寄って引っ張り出してやって。

　スロットの画面を見ると、ああやっぱり、【ＪＰ】の文字が乱らん舞ぶしている。

　真人はもう呆れるばかりだが、ふらふらと近寄ってきたソレラは再び仰ぎよう天てんしている。

「そ、そんな～っ!?　ジャック・ポットを引き当てちゃったの～っ!?」

「すまんな。これが母さんなんだよ。……そっちはスキル使って、あくどい事してるかもだけど、母さんには無意味だったみたいだな」

「そっ、そんなことないよ～！　別にイカサマなんてしてないけど～、私のスキルは世界最強のデバフ効果だも～ん！　能力も運気も全部下げ下げで～、真々子さんだって絶対に負けちゃうも～ん！……だ、だから真々子さん、ちょっと来てよ～！」

「え、ええ、いいけど……」

　ソレラは真々子の腕うでを摑つかんで歩き出して……







　向かった先は、カジノホールの中央、キノの巨きよ大だい抽ちゆう選せん機きの前だ。

　キノとは、ビンゴゲームのようなもの。１から80までの数字の中からいくつかを選んで賭けて、抽選で選ばれた番号と一いつ致ちする番号が多ければ多いほど大きな配当を得られるというシンプルなゲームである。

　簡単に説明したソレラは、真々子に申し込み用紙を突つき出す。

「それじゃ真々子さん、好きな数字を十個、パパッと選んでね～！　すぐに抽選するから～！　運気低下で無様に負けて私を喜ばせてね～！」

「負けろとか、堂々と言いやがって……」

「１から80までの中で十個選べばいいのね。それなら簡単だわ。……じゃあ……」

　真々子が申込用紙に記入した番号は。

【４】【25】【15】【１】【72】【65】【26】【５】【36】【75】

　以上の十個だ。

「なあ母さん。選んだ番号に意味とかあるのか？」

「それはね、マー君のお誕生日に、マー君の年ねん齢れいに、マー君の身長と体重、マー君の靴くつのサイズに、昨日一いつ緒しよに甘え方のお勉強をした時のマー君の体温と脈みやく拍はくよ」

「はいもう結構です黙だまってくれ恥はずかしい。……というか、いつの間に体温と脈拍なんて測ったんだよ……」

「触ふれ合えばそれくらいわかるわ。だってお母さんはお母さんだもの。うふふ」

「そ、そうですか……愛情って、時に恐おそろしい……」

「そんなのどうでもいいから抽選だよ～！」

　フラスコ型抽選機の中で番号ボールが舞まい上がり、チューブを通って、真人たちの前に一つずつ転がり出てくる。最初に抽選されたのは、なんと！

【４】が書かれた番号ボールだ。

「あらあら！　当たったわね！」

「そうだな。そしてもう結果が見えたな」

「まっ、まだまだだよ～！　次は外れるよ～！　絶対に外れるよ～っ！」

　喜ぶ人と、呆れる人と、必死の人。三人が見守る中、抽選は進められる。

【４】の次は【25】で、次は【15】で、その次は【１】で……もういいと思うので。

　十個の抽選が終わった時点で、結果は次の通り。

【４】【25】【15】【１】【72】【65】【26】【５】【36】【75】

　はい終しゆう了りよう。

「見て見てマー君！　全部当たっちゃったわ！」

「そうだな。予想通りの結果だな。……さて」

「くぬぬぬ～っ!?　まっ、まだだよ～！　まだ終わってないよ～っ！」

　往おう生じよう際ぎわが悪い人が、真々子の腕を摑んで、先ほど真人とソレラが対決したテキサス・ホールデムのテーブルに駆け寄った。

「今日は特別ルールでね～、キノで当たった人は～、手持ちのチップを全部ここで賭かけて～、それで勝ったら払い戻もどしされるんだよ～！　真々子さんの手持ちは～……ん～……全部で五千万くらいかな～？　それでいいよね～！」

「おいちょっと待て！　そんなわけないだろ！　初めに集めたチップもほぼ残ってて、スロットでジャック・ポットも当てたんだぞ！　そんな少ないわけが……！」

「これは支配人決定で～す！　異論は認めませ～ん！　言う通りにしないと払い戻ししませ～ん！」

「おまっ！　無茶苦茶言いやがって！」

「でも勝たないとみんなを取り戻せないのよね。仕方ないわ。よいしょ」ちょこん

「ちょっ、母さん!?　座っちゃった!?」

「席に着いたね～！　それはもう参加の意思表示だからね～！　わからないことは真人君に聞いてね～！　強制ベットは五千万で、始めるよ～！」

　バニーガールたちがせっせとチップを運んでくる中、必死すぎる表情のソレラがディーラーで勝負開始だ。

　双そう方ほうに二枚ずつ手札が配られて、第一ベットラウンド〝プリフロップ〟のベットはもう提示されているので、そのまま第二ベットラウンド〝フロップ〟へ移行。

「それじゃコミュニティ・カードをまず三枚出すよ～！　いっきま～す！」

「あっ、おいっ！　こっちはまだ手札も確かく認にんしてないのに……！」

　場に出されたカードは、ハートの10、ハートのＫ、ハートのＡだ。

「ねえマー君。お母さんはどうしたらいいのかしら」

「と、とにかく、こっちの手札を確認だ！　相手には見えないように、そーっとな！」

「わかったわ。そーっと……」ちらっ

　真々子が手元の二枚を確認する。真人も緊きん張ちようしながら覗のぞき込むと。

　ハートのＱと、ハートのＪだ。優やさしそうな女王様と息子むすこ王子みたいな。

　というか、ね。もうね。

　真人は、驚きを通り越こして、納なつ得とくのため息が出た。

「やっちまいやがった……やっぱ母さんは母さんか……」

「ねえマー君。前に出てる三つと合わせると、ロイヤルストレスなんとかよね」

「高級なストレスってなんだよ。役の名前を間ま違ちがってるから。というか相手にバラしちゃダメだから」

「あれあれ～？　もしかしてロイヤルストレートフラッシュができちゃった～？……なんて～、そんなわけないよね～。私をビビらせようとしても無む駄だだよ～」

「そういうわけじゃ……いや、もうなんでもいいか……第二ラウンド以降はこっちからベットだよな。チップは後あと払ばらいの貸し付けで、好きなだけ使っていいから……五千万で」

　バニーガールたちによって、五十枚の虹にじ色いろチップがどさっと置かれた。

　ソレラは、目をこれでもかと開いて、ぱちくり。

「え、えっと～……勝負を続けちゃっていいのかな～？　わ、私はそんな見え見えの噓うそ（ブラフ）に引っかかったりはしないよ～！　じゃあ私はコールで同じだけ出して～、第三ベットラウンド〝ターン〟だよ～！」

「四枚目は……クローバーの３ね」

「そこはクラブって言おうぜ。というか、もう何が出たって関係ないな。ベットだ。前と同じ額で」

「ま、まだ続ける気なの～!?　ででででも私は勝負を降りたりしないよ～!?　コールして～、最後のベットラウンド〝リバー〟だよ～!?」

「五枚目はスペードの８だわ」

「ベット。さっきと同じ額を」

「じょ、上等だよ～っ!?　受けて立っちゃうよ～っ!?　レイズで二倍の一億だよ～っ!?」

「じゃあこっちもレイズで二倍な。二億」

「うええ～っ!?　じゃじゃじゃ、じゃあじゃあ、こっちは二・五倍のレイズだよ～!?　五億だよ～!?」

「レイズ。二倍で十億」

「ちょおおおおお～っ!?　こ、これ以上は……コールするしか……！」

　レイズ合戦が続いて、運ばれてきた虹色チップがテーブルを埋め尽つくす。

　最終総額２[image: ]３００[image: ]０００[image: ]０００マムを賭けて、ショーダウンだ。

　強気な賭けをした真人と真々子チームから手札を開く。ハートのＱがめくられて、続いてハートのＪが……

「ちょぉおおおおっとまっとぅりゃああああああっ!?」

　と、なんかもう悲ひ惨さんすぎる表情のソレラが、いきなり待ったをかけてきたようだ。たぶんそう言ってるはず。まあ気持ちはわからなくもないけど。

「おい。勝負に待ったは……」

「こここっ、この勝負は待ったありだよ～っ！　一回だけありなんです～っ！　支配人である私が言うんだからそうなんだも～ん！　特別ルールだも～ん！」

「また無茶苦茶言いやがって……」

「じゃあじゃあ～、賭けたチップはそのままで～、カードだけ配り直してショーダウンからやり直しね～！　はい配るよ～！」

　ソレラは急いでカードをかき集めて、念入りすぎるほど念入りにシャッフルして、全力で願がん掛かけして、あらためて手札を配ってくる。

　そしてすぐにコミュニティ・カードが五枚並べられた。

　ハートの10ハートのＫ、ハートのＡ、クラブの３、スペードの８だ。

　直前の状じよう況きようと全く同じである。

　ソレラが目をぱちぱちぱちぱちぱちくりしてる。

「あ、あれ～？　んんん～？……ま、まあ、偶ぐう然ぜんだよね～！　二回連続でロイヤルストレートフラッシュなんて～、そんなのあるわけないもんね～！」

「そうだな。そんなの、あり得ないレベルの話だ。……でもさ、一応言っておくけど」

「な、何かな～？」

「うちの母さん、二回攻こう撃げきだからな」

　真人の言葉に、ソレラがビクッと震ふるえて完全停止して。

　二人のやり取りをよそに、真々子がそぉ～っとめくって確認している手札は……

　ハートのＱとハートのＪだ。







　この時、ソレラも、真人も真々子も、誰だれも気付いていなかった。

　真々子はスキルを発動している……そのスキルの名は【甘あま母はは】。

　それは、先日の親子デートやチップのおねだりなど、真人がたっぷり甘えたことにより発現した特とく殊しゆスキルだ。真々子を満たした大量の甘え成分が周囲にも影えい響きようを及およぼし、ゲームの設定や、他者によるスキルの効果など、あらゆるものを甘くしてしまう効果がある。

　それによってどうなったか……結果については言うまでもない。







　凄せい惨さんな戦いの終わりは、精算だ。

「支配人。こちらが精算額となります。ご確認ください」

「真々子さんへの借入額が十一億で……最終的に、こっちが十二億の支し払はらい……あり得ない……こんなの、あり得ない……がくっ……」
















　副支配人の老人から払はらい戻し用紙を見せられたソレラは、あまりにも悲惨な顔をして卒そつ倒とうして泡あわをぶくぶく吹ふいて、担たん架かに載のせられて運ばれて行った。ご愁しゆう傷しようさま。

　ＫＯされたソレラに代わり、副支配人が恭うやうやしく頭を下げてくる。

「大好真々子様にお支払いさせていただく金額は、非常に高額なため、支配人の決裁が必要となります。ですが支配人はあのような状態ですので……大変申し訳ございませんが、お支払いや景品交こう換かんは明日あした以降とさせていただきます」

「今すぐには無理なのかよ……こっちは早めに仲間を取り戻したいんだけどな……」

「そうね……だったらせめて、三人が他ほかの誰かに引き取られることがないように取り計らってもらいたいわ。お願いできるかしら」

「かしこまりました。お時間をいただくお詫わびとして、ご希望の通りにさせていただきます。本日はこれにて閉店とさせていただきます。当カジノをご利用いただき、ありがとうございました」

　勝負に勝って試合に負けたわけではないが。

　仲間を取り戻すのは、明日以降になるようだ。







　一方その頃ころ。従業員宿舎にある景品用倉庫では。

「ったくもー！　なんなのよ！　どうしてあたしたちが掃そう除じなのよ！」

「掃除なんて、適当な口実。私たちを二人から引き離はなす事が目的でしょうね。余計な情報を与あたえないようにするためですよ」

「自分もちょっと不満ですけど、お仕事なのでお掃除しないといけません！」

　口々に文句を言いつつも、三人は大人しく掃除に勤いそしむ。バニーガール姿で雑ぞう巾きんを手にして、交換用の景品を丁てい寧ねいに拭ふいていく。

　そんな時。倉庫のドアがノックされて、数名の黒服が棺かん桶おけを担かついで入ってきた。

「お疲つかれ様です。新しく追加された景品を運んできました。保管をお願いします」

「はいどーもー。お疲れ様ですー……っていうかさ」

「この棺桶は、やっぱりあの方ですよね」

「あの！　自分がその棺桶を引き取りたいんですけど、いいでしょうか！」

「え？　あ、はい。従業員が引き取ってもいいとのことですから、構いません。……交換には１マムチップ一枚が必要となりますが……」

「はい！　あります！」

　ポータは、ハイレグスーツの胸むな元もとをぐいーっと引っ張って手を突つっ込んで、中から白いチップを一枚取り出した。十二歳の女の子が胸で温めたチップだ。

「これでお願いします！」

「こちらは我が家の家宝にして、別のチップを交換所で払うことにします」

　黒服の男はハンカチを広げて大事そうに受け取り、「それよこせ！」「嗅かぎたい！」「やめろよ！」他の黒服たちと奪うばい合いをしながら去っていった。愉ゆ快かいな黒服たちだ。

　さて。ワイズたち三人は棺桶の周りに集合して、一思案。

「とりあえず引き取ったのはいいけど、どうしよっか」

「今は私もワイズさんも魔ま法ほうが使えませんからね。ポータちゃんもバッグからアイテムを出せませんから……ひとまず部屋で保管でしょうか」

「そうするしかないと思います！　それじゃ掃除が終わったら運んで……あれ？　何かがはみ出ています！」

　ポータは小首を傾かしげて、棺桶の蓋ふたに挟はさまっている紙切れを引っ張り出す。

【貴重品回収のお願い】

　小学校から地域に配られる資源回収のお知らせみたいなビラだ。お世辞でしか可愛かわいいと言えない花や動物の絵がいくつか描えがかれていて。

　肝かん心じんの内容は、題字の通り、貴重な品の回収依い頼らいだ。日時は未指定。

　回収場所は、このカジノの地下とされている。

「地下から貴重品の回収？　貴重品って何？　ていうかさ、このカジノに地下なんてあるの？　地下への階段なんて見た覚えないんだけど。どうなのよ、メディ」

「私に聞かれてもわかりませんけど……もしかして、このお知らせは……」

　と、メディが呟つぶやいた瞬しゆん間かん、棺桶が激しくガタガタと震えた。「きゃぁっ!?」「ちょっ、何よ!?」「わわっ！　暴れています！」何かを強く訴うつたえかけているようだ……

　メディは、なんとなく察して、配はい慮りよして言い直す。

「え、えっと……もしかして、このお知らーせは、私たちに送られるはずだったお知らーせなのではありませんか？」

「あー、その可能性はあるわね。今回もあたしたちを呼び寄せようとしてて、でもその前にバグ死しちゃった感じかな。……で、カジノのビラは……」

「支配人のソレラさんによるものだと考えて間違いないでしょう。とにかく、こちらのお知らーせが本命だったということで」

「自分たちにその貴重品を回収してほしいんでしょうか！　どうでしょうか！」

　ポータは棺桶に呼びかけるが、返事はない。

　棺桶の中の人が詳くわしくお知らーせしてくれるのは、もう少し先の事になりそうだ。

















第三章　バニーガール三人とバニーお母さん二人でフルハウス完成！　嬉うれしくない！









　翌日。

　真まさ人とと真ま々ま子こは営業開始と同時にカジノに入店した。

　まずやるべき事は決まっている。真っ直すぐ景品交換所に向かって、支払い額を確かく認にんして。

　そして待つことしばし。

「真人さん！　ママさん！　おはようございます！」

「おっはよー！　待ってたわよー！」

「おはようございます！　ついに解放の時ですね！　首を、いえ、耳を長くしてお待ちしていましたよ！」

　バニーポータが真っ先に、バニーワイズとバニーメディもその後に続いて。三人が大喜びで駆かけ寄ってくる。

　それはそれは嬉しそうに、大はしゃぎしていて、ゆっさゆさ揺ゆれまくっている……

「ちょっと真人。あんた、どこ見てんのよ。この変態」

「変態じゃねーよ。俺が見てたのは、お前の頭のウサギ耳だ。お前の胸の揺れを視覚で捉とらえるのは不可能だからな」

「おっけーわかったぶっ飛ばす」

「私の方は破は廉れん恥ちな視線を感じましたよ。ですから真人君、慰い謝しや料りようをお支払いください。一億五千万マムで結構ですから」

「メディはそう言ってくると思ったから見てないぞ。仲間から金を巻き上げようとするのはやめような」

　適当に挨あい拶さつを交かわして、ワイズに足を踏ふまれつつ。

「（二人とも普ふ段だん通りだな……元気そうでよかった）」

　なんて真人が安あん堵どしてしまったのは内ない緒しよだ。なんか悔くやしいから秘密で。

　隣となりではポータが、残念ながら真人ではなく真々子にひしっと抱だき付いている。

「ママさんですー！　会いたかったですー！」

「あらあら、甘あまえん坊ぼうさんね。うふふ」

「わわっ！　すみません！　つい……！」

「いいのよ。たくさん甘えてね。私もポータちゃんがいなくて寂さびしかったわ。……でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。これからポータちゃんを取り戻もどしちゃうからね」

　それでは最終的な手続きを開始だ。真々子が景品交換所の従業員と話を進める。

　そちらは任せるとして、こちらは。

「あー……ワイズ、メディ、ちょっといいか？」

　真人は少し気き後おくれしながら呼びかけた。

　妙みようなしこりを残さないために、言っておく必要がある。

「これは俺の独断なんだけどさ。まずはポータを優先的に取り戻したいんだけど、ご理解いただけるか？」

「それは当然でしょ。だってポータは、メディの口車に乗せられて来ちゃっただけだもんね。それでメディに不正行こう為いを強要されちゃってさ。むしろ被ひ害がい者しやだし」

「ワイズさんも賛成しました。共犯です。同罪です。……なんて、どうでもいいことを話している場合ではなくて……真人君、ご心配には及びませんよ？」

「そーよ。誰が先だったとか、最後だったとか、その程度のことであたしたちの仲がおかしくなるとか、絶対ないから」

「そ、そうか……そうだよな。無む駄だな心配だったな」

「そうですよ。ですから真人君、どうぞおっしゃってください。ポータちゃんと一緒に引き取られるのは、この私だと」

「は？　メディ、あんた何を言ってんの？　二人目はあたしに決まってるでしょ」

　途と端たんに空気がピリピリしてきた。ワイズはじとーっと、メディはにっこりと、お互たがいに無言で見つめ合う。……こいつら、たった今、何か言ってなかったっけ？

　というか。

「えっとだな……落ち着いて聞いてほしいんだけど……母さんが勝った総額は十二億で、そのうち十億がポータを取り戻すために充あてられて……」

「残り二億あるわけだから、一億のあたしを余よ裕ゆうで取り戻せるわね」

「一億五千万の私も取り戻せますね」

「なんだけど……その前に、これな」

　真人は二人の前に、一枚の請せい求きゆう書しよを差し出す。

「何よこれ……飲食代で二億とか書いてあるじゃん」

「景品交こう換かん所で渡わたされたんだけどさ……それ、ルームサービスの料金なんだってさ。それを先に支払ってほしいらしい」

「へ？……ちょ、ちょっと待って!?　ルームサービスで二億はなくない!?」

「確かにお菓か子しやジュースを頼たのみましたけど、そんな馬ば鹿かげた金額になるわけが……」

「たぶんソレラの悔し紛まぎれだと思うんだけどさ。そんなわけで、こっちの資金は底を突いた。よって……」

　真人が決定的な言葉を告げる前に、ピリピリしていた二人がそっと並んだ。

「メディ！　あたしたち仲良くしましょう！」にこっ

「そうですね！　お互い仲良くしましょう！」にこっ

　残留組は新たに友情の絆きずなを結んだようだ。仲良く腕うでを組んで、ガスガスガスガスッと、お互いに肘ひじ打ちしまくっている。友情だ。

　まあ好きにやってもらって「真人も無罪ってわけじゃないでしょ」「マカロンを食べましたよね」「あれマジで高かったのな！」真人も脇わき腹ばらにガスガスやられていると。

　真々子とポータが景品交換所から戻ってきた。

「みんな、お待たせ。ポータちゃんの手続きが済んだわよ」

「自分、自由になりました！　自分のステータスを見てください！」

　ポータがステータス画面を立体表示させて見せてくる。

　表示されている職業は【旅商人】に戻っている。姿は今もバニーガールで、嬉しそうにぴょんぴょん飛び跳はねているけど、ちゃんと元に戻ったようだ。

「今まで通りパーティストレージが使えるようになりました！　アイテムクリエイションもできます！　自分は皆みなさんのお役に立てます！」

「ああよかった。これで一安心ね」

「アイテムや装備もそうだけど、何よりポータはうちのパーティの癒いやし係だからな……そして俺に代わって母さんの相手を務めてくれる重要なヘルパーでもある……ポータが戻ってくれて本当に良かった……うんうん、それじゃ……」

　仲間を取り戻して心機一転。

「それじゃ冒ぼう険けんの旅に出ようぜ！」

「はい！　自分、どこまでもお供します！」

「カジノみたいな危ないお店がない健全な町を目指して出発ね」

　三人は意い気き揚よう々ようと歩き出す……

　と。

「「……」」

　ワイズとメディが、無言のまま、ゴミ集積所に捨てられた人形みたいな目でじーっと見てくる。本気マジ怖こわい。「じょ、冗じよう談だんだってば！」「冗談よ！」「冗談です！」軽いジョークである。もちろん本気じゃない。

「え、えっとさ！　ワイズとメディについては、今日中になんとかするからさ！　だから安心してくれよな！　な、母さん！」

「もちろんよ。ワイズちゃんもメディちゃんも大切な仲間ですもの。絶対に見捨てたりしないわ」

「自分も、反則だと言われないことでお手伝いします！」

「ありがと、真々子さん、ポータ。期待してる……っていうか、あたしも頑がん張ばるから。真々子さんの活かつ躍やくの陰かげでなんにもできなかった真人みたいにはならないわ」

「私もできる限りの事をします。真々子さんに頼たよりきりなんて、そんな情けない真人君のような情けない仲間では情けないですからね」

「くっ……二人とも、その場にいなかったくせに……何も間ま違ちがっていない事を言いやがって……」

「さてと。それじゃ、あたしたちは仕事に戻らなきゃね」

「真々子さんとポータちゃんとは、ひとまずここでお別れですね」

　ワイズが真々子とポータにぎゅーっと抱き付いて、とても冷めた目で真人をじーっと見つめてくる。メディも真々子とポータにぎゅーっと抱き付いて、表面上だけの笑え顔がおで真人に微笑ほほえみかけてくる。「そういう差別的な態度はどうなんだよ……」この二人を残して旅に出ることを本気で考えてしまいそうな真人だ。

「あ、そだそだ。ねえポータ。今なら蘇そ生せいアイテムが使えるでしょ」

「そうですね。あの棺かん桶おけへの処置をお願いできますか？」

「はい！　自分にお任せください！　生き返らせて、お知らーせを聞いておきます！」

「あの棺桶に、お知らーせ……」

「あー、そっかそっか。ちゃんと引き取っておいてくれたんだな。それじゃ俺たちは資金稼かせぎの前にそっちだな……ていうか、何かお知らーせがあるのか？」

　ワイズとメディはバニーガールの仕事へ。真人と真々子とポータは例の人のところへ。

　二手に分かれて行動開始だ。







　その頃ころ、支配人室では。

「ご報告申し上げます。ポータさんの交換手続きが滞とどこおりなく完かん了りよういたしました」

「あ～も～。せ～っかく身み柄がらを保護したのに～。大おお好すき真々子にあっさり連れてかれちゃうとか～。ホントもう不満すぎるんですけど～。ぶ～ぶ～」

　副支配人の老人から報告を受けたソレラは、執しつ務む机にべちゃっと突つっ伏ぷして、手足をバタバタさせて拗すねまくっている。……真人よりも年上だけど子供みたいな支配人様だ。

　でも今さら何を言っても手て遅おくれ。それくらいちゃんとわかっている。

　ソレラは鬱うつ憤ぷんを晴らすように、執務机を思いっきり〝ぺちっ〟と叩たたいて、おもむろに体を起こした。

「ん。わかったよ～。報告どうも～。……じゃあもう私のスキルは解除するね～。お客さんの運気が上がっちゃうから、フロアの方で勝率の調整をよろしく～」

「スキルを解除なさるのですか？……そうしますと、残りのお二方も簡単に取り戻されてしまうかと思いますが……」

「取り戻されちゃっていいよ～。用があるのはポータちゃんだけだからね～。……あんまり長々と居座られて～、このカジノの地下を調べられちゃったら～、そっちの方が困るし～……ということだから～、あとは副支配人ちゃんが適当にやっといてね～。こっちのカジノの事は任せるよ～。権限をそっちに移しておくから～、よろ～」

「かしこまりました。仰おおせの通りにいたします」

　ちゃん付けで呼ばれても嫌いやな顔一つせず、副支配人は恭うやうやしくお辞じ儀ぎをして退室した。

　ソレラは大きなため息を吐はき出して、お気に入りのエグゼクティブチェアにゆったりともたれかかる。

「ふぅ～……不満は不満だけど～、でもいいもんね～。私は馬鹿マンテと違って～、大好真々子との勝負にはこだわらないもんね～……そんなことより組織の計画を進めていかなきゃだもんね～……ここでやってる実験が成功すれば～……んっふっふ～……」

　親に反はん抗こうする者の集団、反抗組織リベーレ。その組織の幹部であるソレラが望むのは個人ではなく組織の勝利だ。

　現在進行中の実験が滞りなく完了すれば組織の勝利なのだ。

　だから、自身のスキルをフル活用していたにも拘かかわらず、カジノで真々子に爆ばく勝ちされて、あっさりポータを取り戻もどされたことなんて、全然気にしてない……

「くぬぬ～っ！　悔くやしいよ～っ！」ぺちぺちぺちぺちっ！

　長い髪かみを振ふり乱して執務机をしばきまくるソレラだった。気持ちに正直な奴やつだ。

「あ～も～！　こうなったら～、腹いせに～、しょーもない母親たちで思いっきり遊んじゃうもんね～！　遊ぶ準備は整ってるも～ん！」

　ソレラは執務机の引き出しから書類を取り出した。

　記されているのはオカンヤーデで暮らしている人々の情報だ。特に家族構成について詳くわしく記き載さいされている。

　どれが母親で、どれがその子供か。悪質に細められた目でじっくり精査して。

「んっふっふ～……愚おろかでクズでどうしようもない、見下げ果てた母親たちのためのカジノがオープンだよ～。んっふっふ～！」

　ソレラは勢いよく立ち上がり、の～んびりと支配人室を後にした。







　真人と真々子とポータの三人は、店てん舗ぽから従業員宿舎へ移動した。

　通路を進みながら、真人は【貴重品回収のお願い】と題されたビラに目を通す。

「このビラが、これ見よがしに、例の人の棺桶からはみ出ていたわけか……ふむ……」

「ワイズさんとメディさんは、こっちが本命だと言ってました！　カジノのビラは支配人のソレラさんが送ってきたみたいです！」

「その点については本人が白状していたから間違いない。……まあ、どっちにしろ、俺たちをカジノへ呼び寄せるための策だという点は変わりないけどな」

「カジノのビラ？　ねえマー君、それって……」

「あー……そのビラがきっかけで母さんに内ない緒しよの作戦が発動された次し第だいなんだが……その辺については、この状じよう況きようが片付いたらちゃんと話するからさ！　今はこっち優先で！」

　ポータたちが寝ね泊とまりしていた部屋に入室する。

　室内はやはりスイートルームのように豪ごう勢せいで、なんだか甘い匂においで満たされていて、馬鹿みたいな値段だったルームサービスのお菓子やジュースがテーブルにどっさり積み上げられている。

「例の人はどこだ？」

「床ゆかに置いておくのは悪いと思ったので、ベッドに載のせてあります！　こっちです！」

　ポータに案内されて、ベッドルームを覗のぞいてみると。

　室内に置かれているクイーンサイズのベッドの一つに、棺桶が載せられている。「蘇生させます！」ポータがショルダーバッグの中から握にぎりこぶし大の宝ほう珠じゆを取り出して、棺桶の上に置くと……棺桶が霧む散さんして、謎なぞの修道女が姿を現した。間違いなくシラーセだ。

　シラーセは起き上がり、普ふ段だん通りに平然とした顔で会え釈しやくしてくる。

「これは皆さん。この度たびも生き返らせていただき、ありがとうございます。皆さんのシラーセですとお知らーせします」

「別に俺たちのじゃなくていいですけどね」

「そんなつれないことを言わないでください。私は皆さんの監かん督とく者であり、もはや仲間の一員と言っていいほど親密な間あいだ柄がらで……おや？　ワイズさんとメディさんがいらっしゃらないようですが……」

「二人はちょっと事情があって……」

「バニーガールになって、カジノで働いています！」

「そうですか。居場所がわかっているのであれば、ひとまず良しとしましょう。……それでは、こうしてお会いしたからには、私から皆さんに特別な情報をお知らーせさせていただきます。シラーセなだけに」

　シラーセは、真人が手にしているビラに目を向ける。

「こちらからのお願いについては、すでにご確かく認にんいただけたようですね」

「一応は。カジノの地下から貴重品を回収しろってことですよね」

「その貴重品って、どんなものでしょうか！」

「宝物みたいなものかしら……」

「そうですね。伝説の秘宝的なものであると考えていただいて構いません。……何しろそれは、世界中の人を支配できる力を秘ひめた代しろ物ものですから」

「世界中の人を支配だなんて、ずいぶん大きく出ましたね……」

「はい。事実ですので」

　軽く呆あきれて呟つぶやいた真人に対して、シラーセは真ま面じ目めな視線を向けてくる。

「回収をお願いしたい貴重品の名は〝アルザレ〟と言います」

「アルザレ……なんだか変わった名前ですね」

「その正体は、ＮＰＣの思考や行動パターンを設定するためのプログラムです。プログラムを使用し、キャラを我が子のように育てていくことを踏ふまえて、とある言語で〝育てる〟を意味するその名が与あたえられました」

「キャラ設定用のプログラム？　それが回収目標って……ちょっと意味が……」

「疑問に思われて当然です。それはゲーム世界を構築するために必要なデータであり、世界に顕けん現げんさせる予定はなかったもの。ですが……そのプログラムを不正に抽ちゆう出しゆつして、アイテムとして存在させてしまった者がいるのです。存在させてしまった〝組織〟がいる、とした方が正確かもしれませんね」

「組織……ああ、そうか……」

　反抗組織リベーレの名が思い出されたのは一いつ瞬しゆんだった。

「そうだな……この前も、ＮＰＣを洗脳して母親を襲おそわせるようなことしてたよな……もしかしてそれも……」

「先日の事件の際に回収された闇やみ色の宝石が、まさにその機能を有していました。設定用プログラムがコピーされた恐おそれがあるとして、照合しようとしたところ、その大本のプログラム自体が根こそぎ奪うばわれていたという次第です」

「……こんなこと言ったら失礼かもですけど、こちらの運営さんはセキュリティって言葉をご存知ないのでしょうか？」

「外部からのアクセスに対する備えは万ばん全ぜんです。……ですが、内部で行われた人じん為い的操作による不正までは……」

「え？　内部って？」

「ああ、いえ、今のはどうか聞かなかったことにしてください。調査中ですので、まだ詳しいことはお話しできません。申し訳ありません」

　一連の事件に関する捜そう査さに、何か進展があったようだが……「あの、シラーセさん」「追つい及きゆうされたら脱ぬぎます」スカートの裾すそをぺろっとめくって。「わ、わかりましたよ！　聞きませんから！」女性の肌はだ色いろの脅きよう迫はく力はすごいのだ。少年が抗あらがうなんて無理。

　とにかく。

「運営が調べたところ、どうやらアルザレはカジノの地下に隠かくされているようです。それを速すみやかに回収してください、というのが今回の依い頼らいです。……悪用される前に、と言いたいところですが……」

「あらあら、もう使われているの？」

「使われちゃっているんでしょうか……」

「ふむ……支配人のソレラはリベーレ四天王の一人なんだよな……運気まで下げる能力低下スキルを使って、誰だれも勝てないようにして、でも客は次から次へと来るようにしているとか……あくどいことをしてる可能性はありそうだな。でもって、もっと別の使い方をしている可能性もある」

「ほほう。支配人の素す性じように、相手のスキルまで把は握あく済みですか……やはり頼たよりになる皆みなさんですね。それでは……」

　シラーセはベッドから降りて、真人たちに対して深々と頭を下げてくる。

「毎度お手数をおかけして申し訳ありませんが……今回も、よろー」ぺこり

「うっわー。軽いなー」

「ゲーム開始からここまで、皆さんにはお願いしてばかりですからね。毎回同じ口調では飽あきられてしまうかと思い、変えてみました。いかがでしょうか」

「もちろん協力しますよ。他ほかならぬシラーセさんからのお願いだものね」

「はい！　自分もお手伝いします！」

「真々子さん、ポータさん、ありがとうございます。……ついでに、真人君も同意せざるを得ない状況を作っていただいて、本当にありがとうございます」

「くっ……そ、そりゃまあ、母さんにポータまで手伝うって言うなら、俺もやるしかないわけだけどさ……俺の判断を聞くことさえしないとか……俺はおまけかよ……扱あつかいがおかしいだろ……もうちょっと俺の意見とか……」

　と、そうだ。

　ある。真人には、この場で言わなければならないことがある。

「あ、そうだよ。シラーセさんの方を手伝うのはいいけどさ、ワイズとメディの事はどうするんだよ。カジノで勝って、借金で働かされてる二人を取り戻さないといけないだろ」

「あ、そうよね！　お母さん、うっかりしていたわ！」

「そうでした！　カジノで頑がん張ばらないといけません！」

「ワイズさんとメディさんはそういった次第ですか……ふむ……ですが、そちらは心配無用かと思います」

「心配無用って……」

「残念ながら詳しくはお話しできませんが、このカジノには運営の協力者がいらっしゃいます。頼りになる方ですので、お二人の事はお任せして問題ありません。……ですから皆さんはどうかアルザレ奪だつ還かんにご協力ください」

「んー、シラーセさんがそう言うなら……」

「そうね。それじゃお母さんたちはシラーセさんに協力ね」

「はい！　自分もお手伝いします！」

「ありがとうございます。それでは早さつ速そくですが準備をお願いします」







　一方その頃ころ、カジノホールでは。

　ワイズが熱心に仕事をしている。

「ほら、ドリンク運んできてやったわよ。だからほら、チップ払はらって。けちけちしないで払えるだけ払いなさいよ」

「飲み物を渡わたす前にチップ要求かよ。がめついバニーガールだな……あー、でもまあいいや。今日は勝ちまくってるからな。ほらよ」

「おおーっ！　一万もくれるとか！　めっちゃ気前いいじゃん！　どもどもー！……それじゃ、おかわり持ってきてあげるから、次の分も用意しといてね。よろー」

「え？……頼たのんでないけど……」

　メディも熱心に仕事をしている。

「お客様、少々よろしいでしょうか？　失礼ですが、ポケットの中を確認させていただきたいのですが……」

「は？　ポケットの中には何も……あれ!?　カードが入ってる!?　ちっ、違ちがうぞ!?　俺は知らない！　イカサマなんてしてないぞ!?」

「あるいは誰かが入れた可能性もありますが、私がこうして、偶ぐう然ぜんにも不正を発見したからには、お客様の人生はここでお終しまいです。ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「そ、そんな……あ、そうだ！　さっき勝った分のチップを君に全部あげるからさ！　見なかったことにしてくれよ！　な！　頼むよ！」

「仕方がありませんね。今回だけですよ？……ふふふ……」

　その客のポケットにカードを入れたのは誰だったのか……それはメディではないと思いたい。たぶんメディではないはず。そういうことにして。

　ワイズとメディは合流し、両手から零こぼれ落ちそうな量のチップを見せ合う。どちらも結構な稼かせぎだ。自おのずと笑いがこみ上げてくる。

「うっはー。ちょっとこれ見てよ！　儲もうかりまくってるんだけど！」

「そのようですけど、金額的には私の方が多そうですね。私の勝ちです」

「はいはい、それでいいわよー。メディの借金額の方が多いからねー。……ていうかさ、なんか今日って、勝ってるお客さんがやたら多くない？」

「そうですね。むしろ負けているお客様が見当たらないほどです」

「店が内ない緒しよのサービスしてる感じなのかもね……というわけで」

　ワイズはチップを大事に抱かかえて、スロットのコーナーへ駆かけ寄って着席する。

　無意識に選んだその台は、配当は高くないが当たりが多いフラットトップ型だ。手持ちを増やすのに最適なチョイスである。ラッキーだ。

「よーし、それじゃあたしも勝ちまくってやるわ。チップを全部突つっ込んで、勝負！」

「ちょっとワイズさん。私たちは一応お仕事中ですよ？」

「わかってるけどさ、このチャンスを逃のがすわけにはいかないでしょ。今ならあたしたちだって勝てそうだし。真々子さんに頼ってばっかりなのも悪いじゃん？」

「確かに、できることなら自力でどうにかしたい気持ちはありますけど……」

「それにさ、他にも遊んでる従業員がいるみたいだしさ。……ほら、そこ」

　ワイズは二席向こうのスロット台を指さした。

　そちらには。

「一体どういうつもりか知らないけれど、ソレラはスキルを解除したようね……これはチャンスだわ……負けを取り返すなら今しかない！　チップを全部投入よ！」

　何やらブツブツ言いながら、スロットにチップを流し込んでいる従業員の女性がいる。

　バニーガールではなく、タイガーガールだ。

　頭に着けているのはウサギ耳ではなくトラ耳……ではなく、髪かみの毛を結んだお団子のようだ。トラ柄がらのニーハイソックスをはいていて。

　というか、その荒あらいポニーテールと、その横顔は……

　メディがビクッと震ふるえた。

「ワ、ワイズさん？　私は、そちらで遊んでいる方の顔に見覚えがあるのですけど……」

「それはまあ、従業員同士だし、見覚えくらい……って……は？　アマンテ？」

「私をいきなり呼び捨てにするなんて、一体どこの誰なの……はっ!?　あなたたちは!?」

　アマンテは驚きよう愕がくして間合いを取ろうとしたようだが、手持ちのチップを全すべて投入したスロット台からやはり離はなれられないようで、頑張ってその場にとどまっている。

　ワイズはちょっとビビってる。

「あ、あんた……どうしてこんなとこに……？」

「同じ四天王の一人であるソレラに協力しようとして来たとか、でもあっさり断られたとか、挙句にカジノで惨ざん敗ぱいして借金を抱えてしまったからなんとか取り返そうとしているとか、そんなことをいちいち話す必要はないわ！」

「あ、そ、そうなんだ……相変わらず勝手に説明しまくってくれるから助かるわ……」

「助けた覚えなどないのだけど！……フンッ。まあいいわ。私は今とても忙いそがしいの。あなたたちの相手をしている場合ではないの。だから見逃してあげるわ。私の前からさっさと消えなさい」

「あ、ああ、じゃあ、お言葉に甘えて……」

　ワイズがそぉ～っと席を離れようとすると。

「ワイズさん！　相手は私たちの敵ですよ！　逃にげてどうするのですか！」

「ちょ、メディ！　そんなこと言われたって無理だし！　だってこの子、馬ば鹿かみたいに強いじゃん！　こっちは職業までバニーガールにされて、魔ま法ほうが一いつ切さい使えないし！　ステータスだって普ふ通つうの人と同じでさ！　戦うとか、どう考えても無理でしょ！」

「そこをなんとか！　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで！」

「だったらあんたがやりなさいよ！　ていうか、あんたどこまで逃げてんのよ！」

　メディはすでにカジノホールの端はじっこまで退たい避ひ完かん了りようしている。さすがメディだ。

　と。

「賢けん明めいな判断よ。さっさと逃げなさい。その方が私にとっても都合がいいわ」

「……は？　あんたにとっても？」

「だって私も賢けん者じやワイズと同じだもの。私も借金で捕つかまって、職業を変えられてしまっているわ。ステータスも一いつ般ぱん人と同等。反射のパッシブスキルも発動しない。むしろ私の方こそ泣きながら逃げたいくらいだわ……なんて、こんなこと絶対に言えないけれど」

　アマンテがはっきり言ってくれた。そういうことのようで。

　途と端たんにワイズが、悪質に微笑ほほえんだ。

「ふーん、あんたもあたしと同じ状態なわけね……だったら……これはチャンスよ！　このあたしが四天王の一角を崩くずしてやる！　ぶっ飛ばしてやるわ！」

　ワイズはやる気充じゆう分ぶんだ。指をぽきぽき鳴らしながらアマンテと対たい峙じする。

　一方のアマンテも、綺き麗れいなおでこにピキッと青筋を浮うかべて、ワイズを真っ直すぐに睨にらみつける。喧けん嘩かを売られたからには逃げない。

「この私をぶっ飛ばす？　フフッ、面おも白しろいことを言うわね……いいわよ！　そっちがその気なら受けて立つわ！　ここで大好真々子の仲間の一人を亡なき者にしてあげましょう！……と言っても、現在のところ、それほどの力は出せないから！」

「女子ルールで勝負よ！　女子の喧嘩は！」

「可愛かわいい方が勝ち！」

　すかさず、ワイズとアマンテはポージング！

　バニーワイズは、心の底から可愛いバニーガールになりきって、満面の笑みで投げキッスのポーズ！　チュッ☆

　対するアマンテは、大型のネコ科動物みたいな雰ふん囲い気きを活いかして、自分勝手だが可愛い猫ねこのポーズ！　にゃー☆

　で、その傍かたわらでは。

「さあお客様。バニーガールとタイガーガール、どちらが勝つか、賭かけてみませんか？」

「ほほう。どちらが可愛いか勝負か。なかなか面白い趣しゆ向こうだな。よし。私はバニーガールに百万」

「じゃあこっちはタイガーガールに二百万だ！　今日の勝ち分を全額賭けるぜ！」

「獲かく得とくしたチップが多かった方が勝ちとなります。奮ってご参加ください。……なお、賭けとは言いつつ、これは投票のようなものですので、皆みな様さまから寄せられたチップが払い戻もどされることはありませんからご注意ください」

　大事なところだけは小声で言って、メディがせっせと稼いでいた。

　そして。

「……たくましいお嬢じようさんたちですね。ふふふ」

　温和な笑顔で静かに見守る副支配人の老人もまた、二人の傍らにいた。







　こちらアルザレ捜そう索さくチーム。

　部屋からの出発を前にして、真人は頭を抱えている。
















「……くっ……またその姿を目にする羽目になるとは……」

「うふふ。バニーお母さんよ、うさ」ウィンク☆

　バニー真々子の再臨である。息子むすこはもう頭痛い。

　それだけならまだしも、それだけではない。

「真人君。真々子さんを見つめるばかりではなく、私にもコメントをいただきたいのですがバニー？」

「ああ、はい……というか、シラーセさん……」

「今の私はシラーセではなく、バニーセですとお知らせしますバニー」

「あー、はい、そっすか……そのノリに合わせなきゃいけないわけですね……」

　真人の前に仁に王おう立ちしたのは、シラーセあらため、バニーセだ。

　その名に違たがわず、ウサギ耳に、ハイレグスーツに、網あみタイツ着用という、バニーガール姿である。彼女はまだ二十代半ばで、何気にスタイル抜ばつ群ぐんなので、すごく似合っているのだけど……

　この人も実は一児の母なので、バニーお母さんである。

「フフフ……いかがですか真人君バニー。母親のバニーガール姿はいかがですかバニー」

「マジレスすると、実の母親より全然マシだなって思います」

「おや、意外と好意的な反応ですねバニー。予想外ですバニー。バニーお母さんである私は許容範はん囲い内ですかバニー？」

「そりゃもう、実の母親がバニーガールの格好をすることに比べたら……ははっ……大たい抵ていの事は許せる気持ちになりますよ……ははっ……」ぐったり

「精神的にすでにヤられているようなので、弄いじるのは程ほど々ほどにしますバニー」

「あ、あの、真人さん！　自分のバニーガールはどうでしょうか！」

「めっちゃ可愛い。本気可愛いぞ。その可愛さだけが今の救いだ」

「きょ、恐きよう縮しゆくです！」

　ちっちゃなバニーガールがビシッと敬礼してくる。うん。癒いやしだ。

　とまあ、そういうわけで、女性陣じんはバニーコスチュームを着用である。……ちなみに真人はジャケットをポータに預けて偽にせディーラーを装よそおっている。

　これは作戦だ。

「それでは、全員が従業員に成り済ましたところで出発しましょうバニー。ここからは潜せん入にゆう捜そう査さになりますので真ま面じ目めにお願いしますバニー」

「あなたこそ真面目にお願いします」

　真人たちは部屋を出て、廊ろう下かを進む。

　これは潜入捜査だ。真面目に、厳おごそかに……

「真々子さん。こうしてバニーお母さんが二人いるわけですし、せっかくですのでコンビを組みましょうか」

「あら、いいわね。二人でうさうさしましょう」

「やめて!?　息子を即そく死しさせるコンボ技わざでも発動する気ですか!?」

「そういえば真々子さん。先ほど着き替がえの最中にしていた話ですが……」

「ああそうだわ。マー君がたくさん甘えてくれた話の途と中ちゆうだったわよね。それでね、マー君が『膝ひざ枕まくらしてくれ！』って言ってきて、それから『読み聞かせしてくれ！』って言ってきて、膝枕で読み聞かせをしたの。とっても素す敵てきなひとときだったわ」

「なるほど。凄すさまじい甘えですね。そのおかげで今も力が溢あふれているわけですね？」

「そうなの。自分でも怖こわいくらいに体調がよくて。やっぱりマー君が甘えてくれたおかげよね。うふふ」

「なるほどなるほど……したがって、そのスキルですか……ふむ……」

「恥はずかしすぎて人が死ぬことってあるんだよ!?　そういう話はやめようぜ!?」

　バニーセと一いつ緒しよだと真面目とか無理すぎる。「というか、語ご尾びにバニーって付けなくなりましたね」「やはり〝白しら瀬せ〟に絡からんでいないと、しっくりきません」「そういうものですか……」こだわりがあるのだ。白瀬なだけに。じゃあバニーセは撤てつ回かいして、やっぱりシラーセということで。

　と。

「待ってください。ここからは冗じよう談だん抜ぬきで慎しん重ちように」

　不意にシラーセが、真人たちを制して先行した。曲がり角の先の様子をそっとうかがって……小さく手招きしている。招きに応じて、真人がそっと覗のぞいてみると。

　その先には扉とびらがあり、数人の黒服たちが厳重に警備している。

　真人とシラーセはその場から静かに後退する。充分に距きよ離りを取って。

「……あそこが、もしかして？」

「地下へ続く階段がある部屋だと思われます。……この商業都市オカンヤーデは、歴史の中に埋うもれた幻まぼろしの古代都市の上に作られていますので……」

「だったら地下には古代の遺い跡せきが……おお、いいな！　冒ぼう険けんの匂においがする！　そんなの絶対にワクワクするじゃんか！」

「古代と言っても、実際のところ、割と最近になってデータでパパッと追加実装されただけですけどね」

「これゲームですからね！　でも雰囲気は大事にしてほしいんですけどね！　そういうことはお知らーせしてくれなくていいって、今まで何度も言いましたよね！」

「失礼しました。以後気を付けます。……とにかく、このカジノの地下には、かなり広い空間があります。侵しん入にゆう方法は限られているため、何かを隠かくすのに最適です」

「アルザレはそこにある……そういうことですよね」

「はい。ですが、あの通り、入り口は厳重に警備されていて近付けません」

「そこをどうにかして突とつ破ぱしなくちゃいけないわけですか……」

「ひとまず正せい攻こう法ほうで挑いどんでみましょう。真人君、ご協力いただけますか？」

「あ、はい。わかりました」

「マー君、気を付けてね」

「頑がん張ばってください！」

　真々子とポータに見守られながら、真人はシラーセと共に出発。なんの変へん哲てつもない従業員を装い、通路の角を曲がって部屋の前へ……

「お待ちください」

　すかさず、黒服たちが立ちはだかった。不ふ機き嫌げんなのかなんなのか、厳しすぎる目つきで容よう赦しやなく睨み付けてくる。ぶっちゃけ怖い。

　だが平静を装って。

「ど、どうもー。お疲つかれ様ですー。俺たち普ふ通つうの従業員ですー」

「お疲れ様です。何か御ご用ようでしょうか」

「そちらの部屋に用があります。ですから通していただきたいと……」

「申し訳ありませんが、従業員の方といえどもお通しするわけにはいきません。お引き取りください」

　冷れい徹てつにバッサリ断られた。黒服たちは断固として動かない。取りつく島もなし。「そ、そうですか……」「わかりました。失礼します」怪あやしまれる前に、真人とシラーセは大人しく撤てつ収しゆうだ。

　角を曲がって、距離を取って、真々子とポータと合流して相談タイムである。

「やれやれ。やっぱダメでしたね」

「どうしたらいいでしょうか！」

「こんな時こそ真々子さんです。……よろしいですか？」

「あら、何かしら」

　シラーセが真々子にそっと耳打ちする。ごにょごにょと。

　真々子は、少し難しい顔をしていたが、最後には納なつ得とくしたようだ。

「……わかったわ。やってみるわね」

「よろしくお願いします。それでは行きましょう。今度は全員で」

　どんな作戦なのか不明だが、シラーセはかなり自信があるようだ。真人とポータは顔を見合わせて、ひとまず指示に従う。

　真人たちが再び部屋の前に向かうと、やはり黒服たちが立ちはだかった。

　そこで真々子が、にっこり微笑ほほえんで告げた。

「警備の皆みなさん。よかったら私と〝いいこと〟しませんか？」

〝いいこと〟とはなんなのか……真人も、ポータも、黒服たちも、ちょっとよくわからなくて、仲良く小首を傾かしげてしまうと。

　すかさずシラーセが前に出た。

「やれやれ、揃そろいも揃って鈍にぶい人ばかりですね。バニーガール姿の女性とする〝いいこと〟といえば、一つしかないというのに。ここはわかりやすく実演させていただくべきでしょうね。……では真人君、ご協力ください」

「え？　俺ですか？」

「それからポータさん。目め隠かくし用の布を用意していただけますか？」

「あ、はい！　アイテムクリエイション用の布でいいでしょうか！」

「構いませんよ。それを真人君にお渡わたししてください」
















　ポータがショルダーバッグから、細長い布を取り出して、「どうぞ！」真人に手渡してくる。

　真人はとりあえず受け取ったものの、なんとなく、いい予感がしない。

「……あの、シラーセさん、なんで目隠しなんですか。俺に何をさせるつもりですか」

「警備を突破するための作戦です。それだけですよ。さあ早く。……古代遺跡があなたを待っていますよ。大冒険の幕開けはすぐそこですよ」

「古代遺跡……大冒険……くっ、そそられるわ……」

　本気でいい予感がしないのだけど、魅み力りよく的な言葉にそそのかされて、真人は覚かく悟ごを決めて目隠しを巻いた。

「聞き分けが良い勇者で何よりです。……それでは真々子さん、先ほどお教えした通りにお願いします」

「わかったわ。それじゃマー君にたっぷりサービスするわね」

「おいちょっと待て。俺にサービスって……？」

「では実演です。黒服の皆さんはよくご覧になってください」

　黒服たちがどんな顔で見つめているのか、目隠しをしている真人にはわからない。ただじっと待っていると……

　不意に、頭をそっと引き寄せられて、顔が柔やわらかいものに挟はさまれた。温かくて、果てしなく気持ちいい感かん触しよくがむにっと。

「な、なんだ？　これって……？」

「それじゃマー君、いくわよ？　バニーお母さんの……ぱふぱふ」

「んはあ!?　ぱむぬぁっ!?」

　大きな胸で挟んで、両側から押して、ぱふぱふっと。真人の顔中に、柔らかくて温かいのを、むにゅむにゅっと。

　バニーお母さん限定の特とく殊しゆスキル発動！　その名も【母のぱふぱふ】だ！

　その効果は、普通の相手には天にも昇のぼるような心地ここちよさを与あたえるものであり……

　息子むすこには即死級の大ダメージを与える。「殺す気、か……よ……がふっ……」「あらやだ！　マー君!?」実母によるそれは、思春期の男子には精神的な負ふ荷かが大きすぎた。真人は真々子の胸に顔を挟まれたまま、ぐったり。

　頑張った息子勇者に軽く黙もくとうを捧ささげて、シラーセは黒服たちに目を向ける。

「実演は以上です。いかがですか？」

「ぱっ、ぱふぱふだと!?　本当にそんなサービスが実在したのか!?」

「しかもバニーお母さん……昨日カジノに現れたとかで、従業員たちの間で話題になっていた、あのバニーお母さんのぱふぱふ!?」

「ご覧いただいた通りですよ。さあ皆さん、こちらのバニーお母さんと〝いいこと〟なさいますか？　お代はけっこうですよ？　ふふふ」

「ま、待て！　おまいら落ち着け！……ぱふぱふって、アレだろ！　うっかり誘さそいに乗ったら、ガチムチのおっさんの筋肉でぱふぱふされるやつだろ！　絶対にそうだ！」

「そ、そうだ！　これは騙だましだ！　そんな話、本当にあるわけがない！　騙されるな！」

　黒服たちは、激しく動どう揺ようしつつも、ギリギリのところで冷静さを維い持じしていて……

　だがすでに真々子の前に一列になって並んでいる。

「自分に正直な方たちですね」

「はい！　男ですいません！」

「こうなったらもう、騙されてもいい！　騙されることも含ふくめてぱふぱふだからな！」

「いい心がけです。……ではポータさん。皆さんに目隠しをお配りしてください」

「はい！　自分にお任せください！」

「それから、バニーお母さんに触ふれるのは禁止ですので、念のため皆さんの手を縛しばらせていただきたいのですが、構いませんか？」

「もちろん構わないぞ！　やってくれ！　さあ縛ってくれ！」

「ああ、すぐそこに部屋がありますね……部屋の中でしたら、じっくりたっぷり時間延長でお楽しみいただけるかと思いますが、生あい憎にくと施せ錠じようされているようですので……」

「部屋の鍵かぎなら俺が持っているぞ！　使ってくれ！」

「ではそのように」

　鍵の回収は完かん了りようした。黒服たちは、自ら目隠しをして、手を後ろ手に縛られている。

　これで警備はクリアだ。

　というわけで、シラーセ、真々子、ポータ、それから回復薬でかろうじて復帰できた真人は、そっと扉を抜ぬけて、内側から施錠した。

　黒服たちは、他ほかの誰だれかが入ったものと勘かん違ちがいして、静かに待っているようだ。

　難関を突破して、真人たちはホッと一安心。だが真々子だけは浮うかない顔だ。

「ぱふぱふしてあげなかったけど、よかったのかしら……」

「いいのですよ。黒服の方が言っていた通り、騙されることを含めてぱふぱふです。それが基本仕様であり常識であり、様式美なのです」

「俺はむしろ騙されたかったんですけどね……」

「真人君からの敵視をひしひしと感じるわけですが、いいではありませんか。ご覧ください。大冒険への入り口は、すぐそこですよ」

「はぐらかそうとして……はぁ……まあいいですけどね。もう忘れることにしますから」

　まだ顔に残っている感触も忘れる。頰ほおを叩たたいて、気持ちを切り替かえて。

　そこは小さな部屋だ。他には何もなく、下へ向かう階段だけがある。

「この下には古代の遺跡があるんだよな……よしよし、いい感じで緊きん張ちようしてきたぞ。やっと楽しめそうだな。これこそ待ちに待った冒険だ！　ダンジョンだ！」

　真人は我先にと階段を駆かけ下りる……

　その前に、一いつ旦たん止まって仲間たちに呼びかける。

「あ、そうだ。もう従業員のフリする必要はないよな。ここ部屋だし、着き替がえとかできるよな。というわけで、みんな着替えてから来てくれよな」

「着替えるの？　お母さんはこのままでもいいと思うけど……」

「特にあなたに着替えてほしいんだよ！　息子の気持ちを察しろよ！」

　警備をクリアしたついでに、自分の母親がバニーガール姿でずっと同どう伴はんするという苦行にも終しゆう止し符ふを打って、真人は階段を駆け下りた。

　そしてカジノの深しん淵えんを目もく撃げきする。

















第四章　家事は母親たちの戦い。だが息子むすこも果か敢かんに挑いどむ……うわ何するやめ……









　贅ぜい沢たくな煌きらめきに満ちたカジノ店内から、様子はがらりと変わって。

　すでに古代遺い跡せきの一部である地下通路は、一寸先も見えない闇やみに占せん領りようされている。

　あまりにも暗くて、満足に歩くことさえできない……と言いたいところだが。

「……母さん。歩きにくいから」

「あら、ごめんなさいね。でもお母さんね、こうしてマー君と腕うでを組んでいると、とっても嬉うれしい気分になれるから。うふふ」ピカ───ッ！

「真ま々ま子こさんの【母の光】のおかげで視界良好ですね」

「ママさんが楽しくて嬉しい気持ちになると、自動的に発動します！　すごいです！」

　満足に歩けないのは真まさ人とだけだ。でも必要なことだから、仕方ないから我が慢まんして。

　普ふ段だん通りに装備を整えた真人たちは、永き時を経へた石材が敷しき詰つめられている通路を進む。まるで迷めい路ろのように入り組んでいる通路だが、迷うことはない。

　何故なぜなら、迷路のようだが、一本道だから。

「あ！　この先の通路が三つに分かれています！　どうしましょうか！」

「ご心配には及およびません。こんな時こそ真々子さん……そして真人君です」

「あら、私と……」

「俺も？」

　思わずきょとんとしてしまった真人に、シラーセがそっと話しかけてくる。

「真人君は気付いていますか？　真々子さんはどうやら新たなスキルを習得なさったようです。監かん督とく者である私にはわかります」

「え、マジですか？」

「そのスキルを使えば迷路など簡単に突とつ破ぱできるでしょう。お話をうかがったところ、そのスキルの効果をより強く発動させるためには、真人君の甘えが必要なようですので……真人君」

「嫌いやです。本気で嫌です」

「四の五の言っている場合ではありません。こちらは急ぎです。さあ真人君」

「くっ……わかりましたよ！　やればいいんでしょ！……母さん！」

　真々子と組んでいる腕を引き寄せて、真々子の腕をぎゅーっと抱だきしめると。

「あらあら。こんなところでもマー君は甘えん坊ぼうさんね。うふふ」

　真々子が甘え成分をチャージして、特殊スキル【甘あま母はは】の効果がアップ！

　その結果、周囲のダンジョンの難易度が甘くなって、三つに分かれていた通路がズズズッと蠢うごめいて合体して、一本道になった。はいもう迷わない。

「もはやダンジョンの意味がない……ぶっ壊こわれスキルすぎる……修正案件だろ……」

「そんな気がしなくもありませんが、まあいいではありませんか」

「ママさんのおかげでどんどん進めます！　ごーごー、です！」

「それじゃマー君、みんな、行きましょう！　おー！」

　真々子のスキルを活用して、真人たちはサクサク進む。

　だがここはやはりダンジョンだ。古代遺跡である。

「……あ！　モンスターです！」

　ポータがビシッと指さした先にはモンスターの群れがいる。

　古代の民族衣い装しようをまとった亡ぼう霊れいたちだ。空くう洞どうの目でじーっと見つめてくる。

「あらあら。お化けさんだわ」

「おいおい！　ここってモンスター出る系なのかよ！」

「古代遺跡ですからね。死して永い時を経たアンデッド系のモンスターが出る系のダンジョンですよ」

「そういうことは先に言ってください系ですよ！……くっ！　戦せん闘とうだ！」

　真人は聖せい剣けんフィルマメントを握にぎりしめて突とつ撃げきする。今こそ活かつ躍やくの時！　勇者である真人が！　華か麗れいに……！

　その前に、亡霊たちが真々子に話しかけた。

「ア、ドーモ。オ疲つかレ様デスー」

「モウチョット行クト、落トシ穴トカアルンデ、気ヲ付ケテクダサイネー」

「すけるとんノ奴やつラモちょいちょい落チルンデスヨ。足デ歩クたいぷハ大変デスヨネー」

「まあご丁てい寧ねいに。教えてくれてありがとう」

　認にん識しきが甘くて敵視してこない亡霊たちは、そのまま去っていった。

　真人は、使い道がなかった剣を、そっと鞘さやに納めた。泣いてない。泣いてない。

「……シラーセさん。このままだと、俺たちは敵と戦えない気がするんですけど」

「確かにその通りですが、言ってしまえば、現状とさほど変わりないかと……おや？」

　シラーセは少し進んで、ふと立ち止まった。

「真人君、何か聞こえませんか？　声のようなものが……」

「声？　声って……」

　真人は立ち止まり、耳を澄すます。

　……ょ……ぃーっ！……ぁぁもぅ！……

　よく聞き取れないが、女性の声のようだ。

「モンスターの呻うめき声って感じじゃないな……なんだろうな……先の方から……」

　さらに進むと、声は次し第だいに大きくなってくる。

　……そんなこともできないの!?　……どれだけクズなの！……

　……また負けたっ！……どうしてくれるのよっ！……責任取りなさいよっ！……

　声は女性のものばかり。しかも罵ば声せいだらけ。かなりヒートアップしている様子だ。

　壁かべの一部が窓のように切り抜かれている場所がある。声が聞こえてくるのはそこ。

　真人が駆け寄って覗のぞいてみると。

「……おい……なんだよ、これ……」

　遥はるか下の方に、闘技場のような設備がある。古びた石で作られた円形闘技場だ。魔ま法ほう石の明かりで怪あやしく照らされていて。

　観客席にいるのは女性ばかり。誰もが紙切れを手にして騒さわぎ立てている。

　中央の舞ぶ台たいに立っているのも女性のようだ。何をしているのか、遠目ではよく見えないが……布切れが置かれている台を前にして、せっせと手を動かしている。

「あらあら、何かしら……」

「すっごく盛り上がっているみたいですけど、酷ひどい言葉ばっかり聞こえてきます！……シラーセさん！　下では何をしているんでしょうか！」

「残念ながら私も把は握あくしていません。アルザレが隠かくされているだけの場所だと思っていたのですが……罵ば詈り雑ぞう言ごんと、勝った負けたの騒ぎ……賭かけ事をしているように聞こえますね……しかも異常に思えるほどの熱ねつ狂きようぶりです」

「カジノの地下の古代遺跡で、女ばっかり集まってギャンブルとか……一体どういうことだよ……ふむ……女ばっかり、か……」

　ふとした思い付きで、真人は母親認識スキル【子こ性せい】を発動させてみた。

　闘技場に目を向けると、舞台上にいる女性たちも、客席にいる女性たちも、全員の体がカーネーション色の光を放っているように見える。つまり。

「おいおい、マジかよ……あそこにいるのは母親だぞ。全員母親だ」

「ええっ!?　そうなんですか!?」

「マー君のすごいスキルでわかったのね！　マー君すごいわ！　お母さん感動よ！」

「女性の中から母親を識別できるスキルですか……あらゆる事象を甘くしてしまう真々子さんのスキルに比べて……ああ、いえ、ある意味すごい能力だと思いますよ？」

「はいどーも！　シラーセさんが言いたいことはわかりますよ！　誰だれよりも俺がわかってますよ！　だから、そんなことはいいとして！」

　おかしな話だ。

　アンデッドモンスターが跋ばつ扈こする古代遺跡の奥深くで、母親ばかりが集まってギャンブルに熱狂しているとか。

　どう考えても普通じゃない。

「反はん抗こう組織リベーレの四天王がいて、ＮＰＣを操あやつる禁断のアイテムがあって、そしてあの母親たち……何か事件が起きていると考えて間ま違ちがいなさそうだ」

「だとしたら、なんとかしないといけないわね」

「自分たちの出番です！」

「予定外の事態となりましたが、緊きん急きゆうクエストとして依い頼らいさせていただきます。真々子さん、ポータさん、そしてお連れの方、どうかよろしくお願いします」

「そんな言い方されても、俺は全然気にしませんからね！　シラーセさんがそうやって俺を弄いじろうとするのは毎度のことですからね！……ぐすっ……とにかく行くぞ！」

　勇者は泣かない。目を潤うるおすために定期的に分ぶん泌ぴつされる涙なみだがちょっと多くなっただけ。

　真人たちは駆かけ出し、下へ降りる階段を探す。







　同じ頃ころ、カジノでは。

「入るわよーっ！　ぶるぁあああああっ！　プリティ・バニー・キック！」

　助走からの、可愛かわいらしさの欠片かけらもないドロップキックで扉とびらを蹴けり破り、ワイズが支配人室に入室した。

　隣となりにいるメディは盛せい大だいに呆あきれている。

「はぁ……ワイズさんはもう人間としての知能が失われてしまったのですね……」

「そういうわけじゃないけど！　なんかもうムカつきすぎだからさ！　だってさ！」

「四天王と対決して、返り討うちにされましたからね。残念でした」くすくす

「いやいやいや！　あたしが勝ってたでしょ！　あたしはアマンテより可愛かった！」

「お客様たちの判定です。負けは負けです。……まあ当然ですね。ワイズさんのアピールは、援えん助じよ交際の要求にしか見えませんでしたから。敗因は犯罪臭しゆうです」

「くっ……客のおじさんたちを『パパ』って呼んだのが失敗か……」

「ですが、いいではありませんか。結果的に借金返済用の資金が貯たまったのですから」

「あ！　その辺についても不満なんだけど！　あたしたちに断りもなく、勝手に見せ物にして、楽してどっさり稼かせいで……って……あれ？」

　ワイズはふと気付いた。室内には、二人の他ほかにもう一人いる。

　副支配人の老人だ。いきなりの騒ぎに驚おどろくでもなく、怒おこることもなく、静かな微笑ほほえみを浮うかべて佇たたずんでいる。

　その静けさに感化され、ワイズとメディは途と端たんに冷静になった。揃そろって会え釈しやくする。

「あっ……ど、どうも。お邪じや魔まします」

「お騒がせしてすみません。景品交こう換かん所で借金返済を済ませたところ、一度こちらへご挨あい拶さつにうかがうよう指示をいただいたので、お邪魔させていただきました」

「はい、承知いたしております。生あい憎にくと支配人は席を外しておりますので、副支配人である私が対応させていただきます。……ではまず確認を」

　副支配人はワイズとメディに向けて手をかざした。ただそれだけだが。

「はい。お二方の借金の完済と、職業が元に戻もどったことを確認いたしました。おめでとうございます」

「んふー。どもどもー。……ていうか、今ので確認できちゃったの？」

「魔法か何かを使用なさったのでしょうか……」

「確かに私は魔法を嗜たしなんでおりますが、そうではありません。データとリンクして情報を確認させていただいただけです。何しろこれはゲームですので、こういった作業は一いつ瞬しゆんですよ。動作はおまけです」

「そ、そうなんだ……」

「それはそうでしょうけど……せめて、計測魔法を使ったとか、雰ふん囲い気きを大事にしていただきたかったです……」

「はっはっは。これは失礼いたしました」

　朗ほがらかに笑う副支配人だ。憎にくめないご老人である。

「さて。晴れて自由の身となられたわけですが、お二方はこれからどうなさるおつもりですか？」

「どうなさるか、というと……とりあえず真々子さんたちと合流したいんだけど……従業員宿舎に向かって、それからずっと戻ってこないのよね」

「そうですね……さすがに時間がかかりすぎです……何かあったのでしょうか」

「もしよろしければ、その辺りの事についてお話しさせていただきましょうか？」

「は？……副支配人さん、何か知ってるの？」

「存じておりますとも。ここでこうしていても、私に与あたえられた領域で起きている全すべての事が手に取るようにわかります。私はそういう存在ですので」

「そういう存在？……失礼ですが、あなたは一体……」

「私に関しては、いずれご説明するとしまして。……一定の権限が私に委い譲じようされた今こそ好機。地下の事、運営の方が探している品の在あり処か、それに協力している真々子さんたちの居場所……それから、ソレラという少女の非道な行いまで、全てお教えいたしましょう。……これは私からの、ささやかな反はん撃げきです」

　執しつ務む机の上に放置されていた書類を手に取って、副支配人は静かに語り始めた。







　真人たちは、ひたすら下を目指す。下り階段を探して通路をひた走る。

「気を付けてください！　またモンスターです！」

「よしわかった俺が……！」

「ン？　オ急ギデスカ？　ドーゾドーゾ」

「道を空けてくれてありがとう！　マー君、行きましょう！」

「くっそおおおおおっ！」

　ルートは一本道。モンスターたちも完全スルーだ。真人たちの進行を妨さまたげるものは何もない。このまま一気に下へ進む。階段を下りてさらに下へ。

「かなり下まで来たわよね！　そろそろ到とう着ちやくしてもよさそうだけど……」

「あっ！　先の方に門みたいなのがあります！」

「終点のようですね。母親たちがいた闘技場は、あの先かもしれません」

「よしわかった俺が先行する！　俺に任せろ！」

　下手に甘いことにされる前に、真人はさらに加速してアーチ状の石門を潜くぐり抜ぬけた。

　その先は、先ほど上から見下ろしたその場所、円形闘技場の舞台だ。真人は舞台に上がる者のための通用門を駆け抜けてきたようなのだが。

　おかしい。

「あ、あれ？……誰もいない……？」

　舞台上には、テーブルのような台がいくつか並んでいて、それぞれに布と裁さい縫ほうセットが置かれている。遠目に見た状じよう況きようがそのままあるのだが……

　そこには誰もいない。さらに客席も完全に無人だ。母親たちの姿はどこにもない。

　真人は、追い付いてきた真々子たちと共に舞台に上がり、何度も周囲を見み渡わたしてみるが……やはり誰もいない。

「おいおい、どういうことだよ……」

「誰もいないわね……どこかへ行っちゃったのかしら……」

「も、もしかして、自分たちが見たのは、幽ゆう霊れいのお母さんたちだったのでしょうか！　はわわわ……！」

「ここまで出現したモンスターは全てアンデッドでしたね。あるいは母親たちも、この遺い跡せきの住人、太古の亡ぼう霊れいである可能性も、あるにはあるかと思いますが……さて……はたして幽霊が裁縫などするのでしょうか……」

　シラーセは、可愛らしいウサギのアップリケが下手くそに縫ぬい付けられている布を手に取って、じっくりと考え込む。

　その時。

「あ～あ。やっぱり来ちゃったよ～。こういうことになりそうな気がしたから～、さっさとどこかに行ってほしかったんだけどな～。ぶ～ぶ～」

　声がしたのは、観客席の上部から突つき出ている貴き賓ひん席せき。

　の～んびり現れて、最高の眺ながめが約束された席に腰こしを下ろしたのは、ソレラだ。

「あ～も～。も～も～！　どうして来ちゃうかな～！　最悪だよ～！」

「悪人のところに颯さつ爽そうと現れるのが勇者なんだよ。つまり俺な。ふふっ」

「お母さんに甘えてチップ貰もらってた人が格好つけて勇者を名乗るんだね～。すごいな～」

「見下してた母さんにボロ負けした四天王が何か言ってるけど聞こえねーな」

　お互たがいに毒を吐はいて、同じようにイラッとしつつ、まずは引き分けだ。

　ソレラは、何も聞こえなかったフリをして、これまで通り余よ裕ゆうの態度での～んびり声をかけてくる。

「それじゃ挨拶しよっかな～。……は～い、どもども～。真々子さんに～、真人君に～、ポータちゃんに～、あと運営のシラーセさんって人も～、どもどもようこそ～。全然ちっとも歓かん迎げいしてないけど～、一応それなりに歓迎してるっぽく演出してあげるよ～」

　ソレラは指をパチッと鳴らした。

　すかさず貴賓席に騎き士しの装よそおいをしたスケルトンが二体現れて。

【ＫＡＳＩＮＯ】

　そんな文字が描えがかれてる横断幕が掲かかげられた。

　同時に、観客席には、買い物カゴを提さげた女性たちが次から次へと現れて、整然と席に着いていく。観客席は瞬またたく間まに満員となった。「あの人たちは……」真人がすかさず【子こ性せい】で確かく認にんすると、辺りはカーネーション色で染まっている。女性たちは全員、母親だ。

　妙みようにやる気が漂ただよっている母親たちを見渡して、ソレラが宣言する。

「は～い。それじゃ開店するよ～。みんな拍はく手しゆ～」

　母親たちが一いつ斉せいに拍手して歓かん声せいを上げた。大盛り上がりだ。ものすごい熱気。

　釣つられて真人も、適当に調子を合わせてぱちぱち拍手してやる。だが待てと。

「ていうかさ、盛せい大だいに間ま違ちがってるだろ。カジノの頭かしら文字は〝Ｃ〟だぞ」

「これで合ってま～す。だってここは～……あ～、真人君には教えなくてもいいかな～。だってここは～、母親だけの秘密の遊び場だからね～。というわけで～……」

　ソレラは真人とポータに向けて鋭するどい視線を送った。

　すると、二人の影かげがむくっと起き上がり、それぞれの本体にしっかりとしがみつく。「おわっ!?」「わわっ!?」真人とポータは舞ぶ台たいから引きずり下ろされ、そのまま通用門に向けて引きずられていく。

「ちょっ、なんだこれ!?　おいっ！　放せよっ！」

「むぐーっ！　身動きが取れません！」

「影の中に幽霊を仕込んでみたよ～。私って～、こう見えて実は死霊術師ネクロマンサーだから～、こういうこともできちゃうんだよね～。……あとついでに～、私のスキルも絶賛発動中だから～、能力が下げ下げで力が出ないよ～。ぷぷ～」

「やってくれますね……」

「マー君!?　ポータちゃん!?　すぐに助けるから……！」

「さっせなっいよ～」

　ソレラが再び指を鳴らした。刹せつ那な、舞台の端はしから高い柵さくが突き出し、真々子とシラーセを完全に閉じ込めてしまう。

「お母さん二人は強制参加だよ～」

「やれやれ。強ごう引いんな主しゆ催さい者しやですね」

「ソレラさん！　お願いよ！　ここから出してもらえないかしら！　お願いだから！」

「そんなに必死にならなくても大だい丈じよう夫ぶだってば～。二人を取っちゃうわけじゃないからね～。ちょっとお預かりするだけで～……」

「お、おいっ!?　人ひと質じちとかやめろよ!?　俺の立場がなくなるだろ!?」

「ふんにゃーっ！　ママさんに迷めい惑わくをかけるのは嫌いやですーっ！」

「あ～も～、うるさいな～。真々子さんたちに説明しなきゃいけないんだから～、さっさと行っちゃってよね～」

「ちょ待って!?　本気でやめて!?　この際、命の危険は別にいい！　だが勇者である俺が助けられる側になるなんて、しかも母さんに助けられるなんて、そんな無様すぎる事態だけはもう本気でやめて……ああっ……ぁぁぁ……！」

　すでに立場なんて完全崩ほう壊かいして、あっさり連れ去られる真人だった。







　真人とポータが連れ去られた。

　真々子は、柵の間から必死に手を伸のばしたが、届かなくて。

　ふっと力が抜けて膝ひざをつきそうになった真々子の体を、シラーセがすかさず支える。

「真々子さん。気をしっかり持ってください。……二人を取り戻もどしたいと願うなら、まず真々子さんがしっかりしなければいけません」

「そ、そうね！　私がしっかりしないと！」

「ええそうです。私はあまりお役に立てないでしょう。実力的にも、意欲的にも。ですから真々子さんだけが頼たよりですよ」

　さりげなく戦力外を主張して。

　シラーセと真々子はソレラをじっと見つめる。

「……さて。それでは説明をお願いしましょうか」

「はいは～い。説明しま～す。〝百聞は一見に如しかず〟ってことで～……真々子さんたちが来るまでチャンピオンだった人～、舞台に上がってね～」

　ソレラが呼びかけると、観客席にいた一人の母親が立ち上がり通路を下りてくる。

　舞台を囲っていた柵の一部が下ろされて、母親が真々子とシラーセの前に立った。普ふ段だん着ぎにエプロンを着けて、両手に男性物のシャツを一枚ずつ提げている母親だが。

　まるで洗せん濯たく物ものを取り込んでいる最中だったような普通の姿に反して、尋じん常じようではない気き迫はくを放っている。

「こちらの方は……？」

「真々子さん、注意してください。相手はこの闘とう技ぎ場のチャンピオンだそうですから、シャツを武器にして、特とく殊しゆな格闘スタイルで襲おそい掛かかってくる可能性があります」

　シラーセは警けい戒かいを強めて、そっと後退して、真々子の背後にちゃっかり隠かくれた。

　そして母親が真々子と対たい峙じする。厳しい眼まな差ざしを向けて。

「あなたに恨うらみはないわ！　だけど、これは勝負だから！」

「勝負？　勝負って、そんな急に……！」

「問答無用よ！　覚かく悟ごしてちょうだい！」

　いきなりだ。母親は大きく腕うでを振ふりかぶって……！

　手にしていたシャツのうち一枚を、真々子にそっと渡した。




「早く上手に畳たたんだ方の勝ちよ！　用意、スタート！」

「え？　あ、はい。……はい？」




　真々子はちょっとよくわかっていない様子だが。

　勢いに押されて勝負開始だ！　とにかくどちらもその場に正座して、膝の上にシャツを広げて、シャツを畳む！

　チャンピオンの母親は、ぶっちゃけ、あまり上手うまくない。まず裾すそを折って「あ、袖そでからだわ！」思い直して、袖を折って、でもクシャクシャでやり直して……

　その間に、日ひ頃ごろから真人のシャツを畳んで慣れている真々子が、目にもとまらぬ速さでシュパパパッと畳み終わった。

「これでいいのかしら」

「では私が確認しましょう。……ふむ……左右均等、サイズも適切……完かん璧ぺきですね」

「そ、そんな!?　速すぎるでしょ!?　しかも上手い！」

　真々子が畳んだシャツは、店に陳ちん列れつされている新品同様の畳みクオリティだ。母親は余裕で敗北を悟さとり、がっくりと肩かたを落として観客席に戻っていった。

　真々子は闘技場のチャンピオンを倒たおして、新たなチャンピオンになった！

　だが当の本人は、何が何やらわかっていない様子。

「えっと……あの、シラーセさん。今のはどういうことかしら」

「私にもさっぱりですので、責任者の方に説明をしていただきましょう」

　真々子とシラーセは貴賓席をうかがう。

　ソレラは、真々子の勝利を不満そうに眺めていたが、気を取り直して告げてくる。

「は～い、じゃあ説明するね～、といっても、今やってもらった通りなんだよね～。舞台で母親同士が戦って～、勝った方に賞品で～、観客はどっちが勝つか賭かけるんだよ～。基本的な説明は以上で～す」

「母親同士で戦うって、今みたいに？」

「そだよ～。家事で勝負するんだよ～。ここは【ＫＡＳＩＮＯ】で～、つまり家事とカジノをミックスしたギャンブルってことだよ～」

「家事だけに【ＫＡＳＩＮＯ】……フッ……そのネーミングセンス、私は評価しますよ」

「どもども～。……本当はさ～、普通に剣けんで戦ってもらってもよかったんだけど～、『そんなの無理よ！』って言い出す人ばっかりで～、じゃあ戦う当事者同士で方法を決めていいってことにしたら～、そうなっちゃったんだよね～」

　ソレラは、眠ねむたそうな目を歪ゆがめて、ひどく悪質に微笑ほほえむ。

「剣を持って戦う力はないから家事で勝負するとかさ～、ホント馬ば鹿かげてるよね～。くっだらないよね～。頭悪いよね～。……でもでも母親たちは本気なんだよ～？　賞品に目が眩くらんで頑がん張ばっちゃうんだよ～？　母親のそういうとこ本気で笑えるよね～。んふふ～」

「待って。それは笑うところではないと思うわ」

「母親の努力を嘲あざ笑わらうとは……私も一人の母親として、大変に不快です」

「私は気分爽そう快かいだよ～。だって私は～、反はん抗こう組織リベーレ四天王の一人で～、母を嘲あざけり蔑さげすむ者〝母ほ蔑べつのソレラ〟だも～ん。母親に当然の侮ぶ蔑べつを与あたえていると～、あ～生きてるな～って感じるんだよね～。んっふふ～ん！」

　噓うそ偽いつわりなく、心の底から楽しそうな笑い声が響ひびいた。

　とっさに真々子が、人差し指をぴんと立てて、腰こしに手を当てて、もう叱しかる気満々で身構えたのだが「待ってください」シラーセが制止した。

「真々子さん、落ち着いてください。今はまだ動く時ではありません」

「でも、ちゃんと叱ってあげないと……」

「どうか冷静に。真人君とポータさんが捕つかまっています。ここは堪こらえて、チャンスを待ちましょう」

「そ、そうだったわね……」

　真々子は人差し指を下ろした。

　警戒の色を滲にじませていたソレラは、ホッと一息吐ついて、余よ裕ゆうを取り戻して告げてくる。

「それじゃ始めよ～。一対一の勝負だから～、真々子さんとシラーセさんのどっちかが挑ちよう戦せん者と戦う感じね～。……それじゃ観客の中から挑戦者を募ぼ集しゆうしまーす。賞品が欲ほしい人は参加しましょ～。ちなみに賞品は～」

　ダララララッと、どこからともなくドラムロールが鳴り響いて、貴き賓ひん席せきにいる騎き士しスケルトンが懸けん垂すい幕を下ろした。




【ブランドバッグ＆財さい布ふ】




　発表された途と端たん、「やるわ！」「私も！」「私よ！」はいはいはいはいっ！　と、観客席の母親たちが一いつ斉せいに挙手した。ものすごい意欲だ。

　それを見て、ソレラはお腹なかを抱かかえて笑い転げる。

「ぷははは～っ！　ほ、本気すぎるぅ～！　何その本気、やめてぇ～！　欲望丸出しで面おも白しろすぎるんですけど～！　うひ～！　私を笑い死にさせるつもりですか～！……ひぃ～、ひぃ～……じゃ、じゃあ、観客席の、そこの人、舞台に下りてきていいよ～！」

　ソレラが適当に挑戦者を選せん択たくした。選ばれた母親は、買い物カゴを手にして勢いよく立ち上がり、羨せん望ぼうの視線を浴びながら客席を下りてくる。

　母親が真々子とシラーセの前に立った。

「それじゃ母親さ～ん、まず対戦相手はどうする～？」

「真々子さんでお願いします！　チャンピオンに勝って、私が新たなチャンピオンになるわ！　賞品は全部、私が貰もらう！」

「待ってください！　私は勝負なんてするつもりは……！」

「あれれ～？　真人君とポータちゃんがどうなってもいいのかな～？」

「真々子さん。ここは辛しん抱ぼうしてください。二人のためです」

「そう言われたら、やるしかないけど……」

「じゃあ手て抜ぬきとかしないで頑張ってね～。本気の勝負じゃないと面白くないからね～。……じゃあじゃあ母親さ～ん、勝負内容はどうする～？」

「キャベツの千切り勝負で！」

　母親は、買い物カゴの中から、キャベツの半玉二つと千切りスライサーを取り出した。専用器具を使って勝つ気満々だ。

「ぷはは～っ！　また家庭的で地味なのキタ～！……それじゃ観客席の人は～、どっちが勝つか賭けてね～。当たったら賭けたものが二倍になるよ～。はいどうぞ～」

　大量の幽ゆう霊れいが観客席を素す早ばやく飛び回り、投票券と引き換かえに賭けるものを回収する。

　母親たちが賭けているのは「私は服で！」「こっちは調味料！」「トイレットペーパーを十二ロールよ！」家から持ってきたのだろうか、荷物から生活品を取り出して賭けまくっていて、それがさらにソレラの笑いを誘さそっている。

　母親の勝利に多くの票が集まり、投票は終しゆう了りよう。

「さてさて～、どっちが勝つかな～。それじゃ始めるよ～。真々子さんと対戦者の母親さんは位置について～……よ～い……どんっ！」

　号令と共に勝負開始。真々子と母親はすかさず手近な台に駆かけ寄って。

　母親はキャベツをスライサーにセットして、シャッシャッシャッと、簡単便利に千切りを進めていく。道具を使っているから、もちろん速い。

　だが、その横で。

「えいっ」

　真々子は包丁で、スタタタタタンッ！　キャベツ半玉を切り終えた。一いつ瞬しゆんだった。

　真々子の勝利！　だがすごく申し訳なさそうだ。

「えっと、ごめんなさいね。やるからには、手加減をしたら失礼だと思って……」

「え、ええ、それはいいのだけど……けっこう高いスライサーだったのに……しかもうっかり三台も買っちゃって、なんとか役に立ってほしかったのに……はぁ……」

　傷心の母親が観客席へすごすご引き返していく。

　ソレラもがっかり。

「あ～あ、真々子さんが勝っちゃったか～。つまんな～い。それじゃ～、賞品の授じゆ与よは後回しにして～、次の対戦いっちゃうよ～。……じゃあ～……そこの母親さ～ん、次はあなただよ～」

　適当に選出された母親が、二本の箒ほうきを手にして舞ぶ台たいに駆け上がってきた。

「真々子さん！　舞台の掃そう除じで勝負よ！」

「やるしかないんですよね……わかりました」

　観客席では賭ける物と投票券の交こう換かんが開始された。「私は真々子さんの方で！」「挑戦者に賭けるわ！」「私も！」今回も挑戦者の母親が勝利する予想が多いようで。

　さっそく勝負開始。

「闘技場の右半分を私が掃除して、左半分をあなたが掃除するのよ！　用意スタート！」

「あっ……」

　挑戦者の母親はフライング気味に掃除を開始した。糸くずや布の切れ端はし、食材の破は片へんなど、舞台上のゴミをものすごい勢いで掃はき集めていく。……集めたゴミが風圧で散っているのは、あんまり気にしない。

「ふふふっ！　四角く掃除するのが基本よ！　常識だわ！」

　母親は、直線と直角の動きを駆く使しして、機き敏びんに四角掃除を進めていくが……

　円形闘とう技ぎ場の舞台の半分は、半円形である。

「あ、あら？……はっ!?　これじゃダメだわ!?」

「ふぅ。これくらいでいいかしら」

　挑戦者の母親が愕がく然ぜんとしている間に、真々子がフィニッシュ。舞台の左半分には塵ちり一つない。「小さな金属片は燃えないゴミね」分別も完璧だ。

　真々子の勝利！

「えっと、どうか気を落とさないでくださいね。誰だれにでも失敗はありますから」

「あなた優やさしいのね……でも負けは負けよ……こんなはずじゃなかったのに……」

　やらかしてしまった母親がとぼとぼ引き返していく。

　と。

「ちょっと、何やってるのよ！　こっちはあなたに賭けてたのよ!?」

「掃除する場所の形をちゃんと考えなさいよ！　掃除スキルが低すぎでしょ！」

「こんな事なら私が出場した方がよかったわ！　賭けた物を返してよ！」

　敗者となった母親へ、他ほかの母親たちが容よう赦しやないブーイングを浴びせ始めた。「あの、待ってください……！」真々子はとっさにやめさせようとしたのだが。

　その時、ソレラがけたたましい笑い声を上げた。

「あははは～っ！　やっぱり母親って面白いよね～！　笑える～！」

「相手の方も頑張ったのよ！　それを笑うなんて……！」

「いやいや～、そうじゃなくてね～……面白いのは～、負けちゃった人じゃなくて～、自分の事を棚たなに上げて文句を言いまくってる母親たちの方なんだよね～。一体何様のつもりかと思ってね～。ぷくくく～！」

　その言葉に、観客席の母親たちがビクッと体を震ふるわせて口を閉じた。

　ソレラはひとしきり笑って、昏くらい愉たのしみに酔よい痴しれる目で観客席を見み渡わたす。

「せっかくだから教えておくね～。そこにいる母親たちはね～、家の事なんて何もしなくて～、朝から晩までここでギャンブルしてるだけなんだよ～。そのくせに～、他の人に向けて偉えらそうなこと言っちゃうんだよね～。自分こそ母親として最低なのにね～。やっぱ面白いよね～」

「そんな、ずっとここに入り浸びたっているの……？」

「あなたが不当な手段を用いてそうさせたのではありませんか？　そうとしか思えないのですが」

「いやいや～、私は何もしてないよ～？　普ふ段だんはカジノに来ない母親たちを善意でご招待してあげただけで～す。頭の中は……ん～……そんなに弄いじってないと思うよ～？　だってだって～、普通にダメダメな母親を見るのが楽しいわけだし～。……というわけで、この調子でもっと私を楽しませてね～。じゃあ次の母親さ～ん、どうぞ～」

　ソレラは次の挑戦者を選択して舞台に上がらせた。

　と、次なる戦いを前にして、シラーセが真々子に提案する。

「真々子さん。もしよろしければ、次は私に任せてください。真々子さんは母親同士で戦うことに心を痛めていらっしゃるようですからね」

「まあ。私の事を気き遣づかってくれるのね……」

「それに、家事をしない母親たちと家事で勝負ということでしたら、私にも充じゆう分ぶんに勝ち目があります。勝てる勝負はやりたいです」キリッ

「あらあら。正直ね」

「というわけですので、次はこのシラーセが受けて立つとお知らーせします。……それで構いませんか、支配人さん？」

「お好きにどうぞ～。……じゃあ挑戦者の母親さ～ん。勝負種目はなんですか～」

「ボタン縫ぬい勝負でお願いします！」

　ということで、投票券の交換が速すみやかに行われて、勝負開始だ。

「よぉ～い、スタート！」

　ソレラの合図と共に、シラーセと母親がそれぞれ手近な台に駆け寄る。用意されている布と裁さい縫ほうセットをすばやく確かく認にんして。

　母親の方は、やはり家事が苦手なのか、針穴に糸が通らず悪あく戦せん苦く闘とうしている……

　と。

「できました。私の勝ちです」

　いきなりシラーセが勝利宣言した。

　自じ慢まんげに掲かかげられている布には、ボタンが、安全ピンで留められている。

　裁縫が上手うまいとか下手とか、そういうレベルじゃない。

　闘技場は静まり返り、すぐにでも猛もう烈れつなブーイングが巻き起こりそうだったが……

　不意に真々子が、ぱちぱちと拍はく手しゆした。

「すごいわシラーセさん！　とっても斬ざん新しんな留め方ね！」

「お褒ほめに与あずかり光栄です。以前にこうして娘むすめの服のボタン留めをしたところ、『おかーしゃん、とってもパンキッシュだね！』と喜んでくれました。……私も家事はあまり得意ではないのですが、それでもちゃんと母親をやれている気がして、こちらまで嬉うれしくなりましたよ」

「うふふ。そうね。……家事のポイントは、上手いとか下手とかじゃないわ。一いつ緒しよに暮らしている人が喜んでくれること。それが一番。それこそが幸せだわ」

　真々子の言葉に、シラーセが深く頷うなずいて。

　観客席の母親たちは、振ふり上げようとしていた拳こぶしを下ろした。真々子とシラーセの会話を聞いて、何かをじっくり考えているようで……

　だが、落ち着いた雰ふん囲い気きを、不満に満ちたソレラの声が切り裂さく。

「はいは～い！　そういう話は要いらないで～す！　ダメな母親はどこまでいってもダメなんだから～、無様なとこ晒さらして私を笑わせてくれればいいんだよ～！　ダメダメなままでいてね～！　それじゃ～……」

　次の挑ちよう戦せん者がさっさと選ばれる。そんな時だった。

「あ、あの！　ソレラ様、ちょっといいでしょうか！」

　観客席から声が上がった。一人の母親が震えながら挙手している。

「ん～？　誰かな～。私にご用があるなら～、簡単に自己紹しよう介かいしてからどうぞ～。誰が誰だかわからないからね～」

「は、はい！　私は商業区の外れにある雑貨屋の母親です！　私は、その……今の勝負で賭かけるものがなくなってしまって……」

「なくなっちゃったんだ～。そっかそっか～……あれ？　雑貨屋の母親って……あ～はいはい！　おっけ～！　待ってました～！　実はね～、そんなあなたが参加できるボーナスチャレンジがあるんだよ～。すぐに準備させるから待っててね～。んっふふ～」

　ソレラは心から満足そうに笑っている。これ以上ないほど楽しんでいるようだ。

「……シラーセさん」

「そうですね……良くない気配がします……」

　悪い予感しかしないのだが、丸まる腰ごしで柵さくの中に閉じ込められている真々子とシラーセはひとまず見守るしかない。







　真人とポータは自分の影かげに縛しばり付けられたまま、通路をズルズルと引きずられている。

「くっそ！　いい加減に放せよ！　もうホントお願いだから放して！」

「くぬぬーっ！……あうう……身動きが取れません……」

　抵てい抗こうもむなしく、されるがまま、どこまでも引きずられて……

　次の瞬しゆん間かん、二人は通路から室内に連れ込まれた。

「あ、あれ？　移動が止まって、部屋の中に……おいっ!?　閉じ込められたのか!?」

「わわっ！　真人さん！　周りを見てください！　子供がたくさんいます！」

「は？　子供？」

　影に縛られたまま、首だけ動かして周囲を見渡すと。

　大小さまざまなぬいぐるみで埋うめ尽つくされている室内には、ざっと十人ほどの子供がいる。いずれもポータより幼い子供ばかりだ。

　その内の、男の子が一人、てくてく歩み寄ってきた。まん丸の瞳ひとみで真人の顔をじーっと覗のぞき込んでくる。

「おにーちゃん、だぁれ？」

「お兄ちゃんは……えっと、その……こんな有り様で勇者とは名乗りたくない……」

「んー、よくわかんないけど……何してるの？」

「何って……と、というかさ、そっちこそ何してるんだよ。どうしてこんなところにいるんだ？」

「んっとね、おうちの外で遊んでたら、黒い服の人が来てね、おかーさんが待ってるって言ってね、よくわかんないけど、ここに来たんだよ。みんなそうだよ」

「よくわかんないけど、って……ああそうか。もしかしたら行動をコントロールされて……それより、こんなところに子供……しかも母親が待っているとか言われて……」

　黒い服の人というと、カジノの黒服だろうか。その辺は特定できないが。

　部屋にいる子供たちは、闘技場にいる母親の子供である可能性が高そうだ。

「わざわざこんなところまで連れて来たわけだから、利用価値を見込まれているんだろうな……きっとロクでもない利用法に決まってるよな……」

　だとしたら、止める。当然だ。

　そのためには、とにかく影に拘こう束そくされている状態をなんとかしないといけない。これこそ最優先で解決しないといけない事なのだが……

　そんな時、部屋のドアの向こう側から声が聞こえてきた。

　……子供たちが監かん禁きんされてる部屋って、ここでしょ！　いくわよ！　蹴けり破る！……

　……待ってください！　ドアのすぐ傍そばに子供がいるかもしれませんから！……

　……あ、そ、そうよね……怪け我がさせたり怖こわがらせたりはダメよね……じゃあ……

　そうして、ドアがそぉ～っと開けられて、まずウサギ耳がにゅっと入ってきて、ゆさゆさ～っと揺ゆれて。

　子供向け番組のお姉さんみたいな笑え顔がおを浮うかべながら、ワイズとメディがぴょんっと飛び込んできた。

「みんなー、怖くないピョンよー。可愛かわいい可愛いウサギさんだピョ……って……は？」

「怖がらなくていいですピョン。だからまずはお姉さんたちの話を聞いて……えっ？」

　二人はハッとして。思いっきり知り合いがいることに気付いて。

　真人はそっと顔を逸そらした。

「どうぞお構いなく。見なかったことにするから続けてくれ」

「無理に決まってるでしょっ！　めっちゃ恥はずかしいし！　ていうか、どうして真人がここにっ……あっ、ポータもいるじゃん！」

「はい！　自分もいます！　自分も見なかったことにした方がいいでしょうか！」

「で、できればそうしていただきたいですけど……それより、お二人ともどうなさったのですか？　影のようなものに縛られているようですけど……いえ、これはアンデッド系のモンスターですね……でしたら」

　真人とポータを拘束している影に手をかざし、メディは魔ま法ほうを唱える。

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……清化プリフイカーレ！」

　メディの手の平に浄じよう化かの光が集まり、死して彷徨さまよう者を照らす。

　異様な影は瞬またたく間まに消え去り、真人とポータは拘束から解放された。

「おおっ！　助かった！」

「メディさん、ありがとうございます！　本当に助かりました！」

「どういたしまして。お役に立てて何よりです」

「いやー、本気で助かった……あれ？　メディは魔法が使えなかったはずなのに……」

「姿はこの通り、バニーガールのままですけどね。すでに借金は返済して、職業も元に戻もどっています。ですから魔法が使えます。……ちなみに、杖つえはなくても問題ありません」

「ランダムで魔法が発動する便利な代しろ物ものだけど、最近は殴なぐるためにしか使ってないしな」

「ていうかさ、そんな話は別にいいでしょ。あたしとしては、そっちの状じよう況きようを説明してほしいんだけど。ほら真人、説明してよ」

「あ、ああ、そうだな。わかったピョン」

「よしブッコロス」

　魔法が使用可能になったワイズが連続魔の用意を「魔法はやめろよ！」「じゃあ物理でいいわ！」やっぱり真人の前で『ピョン』は恥ずかしかったのか、顔が若じやつ干かん赤いワイズに魔法書でがっつり殴られた真人だった。

　その後メディに魔法で回復してもらって。お互たがいに情報交こう換かんだ。

　状況がのみ込めず、ぽかーんとしている子供たちの相手はポータにお任せ。真人はワイズとメディに現状を伝える。二人もここまでの経けい緯いを説明して。

　情報の共有が完かん了りようした。

「色々知ってる副支配人さんの事も気になるけど……ひとまず、俺たちがやるべきことは三つだな」

「子供たちを逃にがす。闘とう技ぎ場にいる真々子さんとシラーセさんのフォロー。アルザレとかいう宝の回収。以上ね」

「一つずつ片付けていくのが無難かと思いますけど……それぞれが相そう互ごに影えい響きようを及およぼしているようですから、できることなら一気に対処したいですね」

「だよな。……ふむ……」

　気楽に考えていい状況ではない。それは真人もわかっているのだけど。

　ワイズとメディの顔を見ていると、ふと思い出した……この三人で、ぼけーっと体育座りして、余よ裕ゆうで敵を薙なぎ払はらっていく真々子をただ眺ながめていた時の事を。

「（今こそやってやりたいよな……俺たちのプライドに懸かけて）」

　もしかして、そんな真人の気持ちを察しているのだろうか。ワイズとメディは期待の眼まな差ざしを向けてくる。

　だったら。

「俺たちさ、ちょっと気合い入れちゃってみるか？」

「そうこなくっちゃ」

「もちろんですよ」

　真人が突つき出した拳に、ワイズとメディも拳でこつんこつんと応こたえて。

　三正面作戦、始動。

「のんびり相談してる暇ひまはない。作戦を一気にまとめるぞ」

「子供たちを逃がすのはカジノまででいいわ。その後は副支配人さんが面めん倒どう見てくれるみたいだから。そこまで安全に移動できればクリアよ」

「アルザレの在あり処かはすでに判明しています。副支配人さんから地図をお預かりしていますので、最短ルートでたどり着けます」

「母さんとシラーセさんのフォローは……子供はお断りで締しめ出されたからな……どうにかして入り込んで舞ぶ台たいに接近する方法があれば……ん？」

　アイデアを模も索さくしていると、再び部屋のドアが開いた。

　ウサギの着ぐるみを着たスケルトンが入ってくる。もっふもふの愛らしい体で、顔の部分だけ骸がい骨こつだ。「お化けだーっ！」「ふえーん！」子供たちが途と端たんに泣き出した。そりゃ泣く。

　真人たちはとっさに身構えるが。

「ちょっ!?　地味に怖いぞ!?　とりあえず撃げき退たい……あれ？　襲おそってこない？」

　攻こう撃げきの意思がないのか、着ぐるみスケルトンは戸口に突っ立ったままだ。

　ぼーっと立ったまま、真人たちと子供たちを見み渡わたして、何度も見渡して、ぼそっと呼びかけてくる。

「……商業区ノ、外レノ、雑貨屋ノ子供……闘技場マデ、一いつ緒しよニ、来イ……」

　どうやら特定の子供を連れていくために来たようだ。

　だが、その子供を判別できないらしい。きょろきょろして、同じセリフを繰くり返している。……もしかして着ぐるみは、子供を怖がらせないためだったのだろうか。むしろ逆効果すぎるようだが……

　と。

「……おにーちゃん……」

「お、おう？」

　先ほど声をかけてきた男の子が、真人の脚あしにぎゅーっとしがみついてきた。着ぐるみスケルトンに見つからないように、真人の脚を盾たてにして隠かくれているつもりのようだが……

「あ……もしかして、雑貨屋の子供って……」

　そっと尋たずねると、子供は泣きそうな顔でふんふんと頷うなずいた。

　真人は閃ひらめいた。

「……なあワイズ。お前ってさ、変化魔法を使えるよな」

「あー、まあ一応使えるけど」

「だったら決まりだ。ちょっと耳を貸せ」

　とっておきのアイデアを伝えようとすると、「はい。どぞー」ワイズは頭のウサギ耳を渡してきた。「そうそう、これこれ。これを俺が装備して……って、違ちげーよっ！」「うん。わかってた」乗りボケしてる場合じゃない。

　この機に乗じて、真人たちは行動を開始する。







　こちら闘技場。

　ソレラが不ふ穏おんな宣言をしてから、少しの時が経過した。

　舞台上に囚とらわれている真々子とシラーセは、漠ばく然ぜんとした不安を感じながら、辺りの様子をじっとうかがっている。

「何をするつもりなのかしら……ちょっと時間がかかっているようだけど……」

「このまま何も起きなければ、それでいいのですが……おや？　あれは……」

　通用門から誰だれかが出てくる。先ほどソレラに訴うつたえた雑貨屋の母親と、男の子だ。ウサギの着ぐるみを着たスケルトンに付き添そわれ、真々子とシラーセの近くまでやってきた。

　貴き賓ひん席せきのソレラが歓かん喜きの声を上げる。

「準備ができたみたいだね～！　待ってました～！　それじゃボーナスチャレンジを始めま～す！……これから雑貨屋のお母さんには～……」




「母親であることを賭かけて戦ってもらいま～す！」




　真々子も、シラーセも、当事者の母親も、観客席にいるすべての母親たちも、思わず息を吞のんで。

　ソレラだけが心から楽しそうに笑っている。

「対戦相手は真々子さんに指定するよ～。それで勝った場合は～、これまでに賭けたものを全部返してあげるよ～。わ～お、すっごいボーナス。でもって負けた場合は～、母親をやめてもらいま～す。……ね、どうかな～？　雑貨屋の母親さ～ん？」

「あ、あの、母親をやめるというのは……？」

「そのままの意味だよ～。……上のカジノには職業を一時的に変えちゃう特とく殊しゆなシステムがあって～、そこにアルザレの機能を合わせて使うと～、あなたを完全に母親じゃなくしちゃえるんだよ～。本人の同意が必要になっちゃうんだけどね～」

　その言葉を聞いて、とっさに真々子が叫さけんだ。

「ちょっと待って！　そんなのダメよ！　母親は母親よ！」

「ま～ま～、真々子さんはちょっと落ち着いてね～。別に誰も痛い思いはしないよ～。設定上で完全に母親じゃなくなるわけで～、母親も子供も～、お互いに親子だと認にん識しきしなくなって～、ごく自然にお別れするだけだからね～。悲しみもないよ～。だってこれはゲームだからね～」

「そういう問題じゃないわ！　そうじゃなくて！」

「問題なんてないよ～。私としては～、母親であることまで賭けてギャンブルしちゃう母親とか笑えるし～……うちの組織的にも～、この世界から一人でも多くの母親が消えてくれたら大喜びなんだよね～……というわけで、やりま～す」

「ダメよ！　そんなことしちゃダメ！」

「はいそれじゃ観客の人は賭けてね～。雑貨屋の母親さんはボーナスチャレンジをやるかやらないか、どっちかな～？」

　柵さくの中から訴える真々子を無視して、観客席では投票券のやりとりが開始された。

　母親たちは困こん惑わくしながらも賭けている。「……やる方で」「わ、私も……」雑貨屋の母親は、母親であることを賭けてギャンブルすると、そう考えている人が多い。

　ソレラはもう楽しくて仕方がない様子だ。

「わ～お！　全員やると思ってるみたいだよ～！　みんな同じ、ダメな母親だから気持ちがわかるんだね～！……ね、真々子さ～ん。どうかな～」

「どうかなって……」

「真々子さんはさ～、ＮＰＣの母親にも母性があるとか信じちゃってるかもだけどさ～、それがこの有り様なんですけど～。もう目も当てられない感じなんですけど～。やっぱり母親なんて……」

「それでも私は信じるわ。母親の想おもいの強さを」

　揺ゆるぎなく言い放って。

　真々子は雑貨屋の母親をじっと見つめる。

「どうか間ま違ちがわないでください。早まらないでください」

「それは……もちろん私だって、こんなことはダメだとわかっていますけど……でも、もし負けてしまっても、それはそれでいいのかなって思う部分もあって……」

「どうしてそんなことを……！」

「だって私は、ダメな母親です……ギャンブルをやめられなくて……そもそも私は、お料理もお掃そう除じも、お洗せん濯たくも苦手で……だから、うちの子もきっと、こんな母親は嫌いやでしょうし……だったら、こんな母親はいない方が……」

「そんな事はありません！　子供はいつでも母親を求めています！　そして母親であるあなたにも、子供を求める気持ちがあるはずです！」

「それは……そう、ですね……こんな私ですけど、それでも、その気持ちだけは……」

　真々子の言葉をじっくり嚙かみしめて、雑貨屋の母親は僅わずかに表情を明るくするが。

「ダメな母親には何を言っても無む駄だだよ～。決意を邪じや魔ましちゃダメ～」

　すかさずソレラが遮さえぎり、着ぐるみスケルトンに視線を向けた。着ぐるみスケルトンは真々子と雑貨屋の母親の間に割って入り、体で会話を妨ぼう害がいする。

「さっさと進めるよ～。……それじゃ雑貨屋の母親さんは～、念のため自分の子供にお別れを言ってね～。負けたら即そく座ざに赤の他人だよ～。無様で情けない顔とかしちゃって私を楽しませてね～。はいど～ぞ。……早くしないとスケルトンが暴れるよ～」

「そ、そんなっ……！」

　雑貨屋の母親は恐きよう怖ふ心しんに急せかされて、ぽけーっとしている男の子と向き合う。

「え、えっとね……ママは……ママは……！」

　着ぐるみスケルトンに怯おびえながら、無我夢中で告げようとした、その瞬しゆん間かん。




「ん」




　男の子が、何も考えてなさそうな顔をしたまま、母親の服の裾すそをぎゅっと握にぎった。

　たったそれだけだが。

　たったそれだけの事が、何よりも強きよう烈れつに、母親の心を揺さぶった。

「や……やっぱり嫌よ！　ママは、あなたのママをやめたくない！　本当にダメなママだけど、それでも、できることなら、あなたのママでいたいもの！」

　母親は男の子を強く抱だきしめた。もう絶対に離はなさないと言わんばかりに。

　その姿を見つめる多くの目に涙なみだが溜たまっていく。

　観客席にいる母親たちは、予想が外れたことなんてお構いなしに、親子の姿に見入っている。「できることなら、うちもあんな風に……」「こんな私でも、もしかしたら……」親子の姿に感化されて、自分たちの中にある想いに気付き始めているようだ。

　傍かたわらで見守っていた真々子も深く安あん堵どして、シラーセと頷き合って。

　ソレラだけは不ふ愉ゆ快かいの極限に達し、罵ば声せいを吐はき出すために口を開けるが……

　それよりも早く。

「自分、安心しました！　やっぱりお母さんはお母さんです！」

　不意に男の子が言った。外見上の年ねん齢れいには相応ふさわしくない、はっきりとした口調で。

「え？……声が、うちの子と違う……あ、あなたは……？」

「すみません！　実は自分は、雑貨屋さんの子供じゃありません！　自分は……！」

　変化魔ま法ほうの時間切れだ。

　子供の姿は、ぽわんっと煙けむりに包まれて……トレードマークのショルダーバッグを下げた、女の子旅商人が姿を現した。

　雑貨屋の母親は啞あ然ぜんとするばかりだが、知っている人は知っている。この子は。

「あらまあ！　ポータちゃんだわ！」

「ポータさんでしたか！」

「はい！　自分です！　ワイズさんに変化魔法をかけてもらっていました！」

「ワイズちゃんがこっちに来ているの？　だったらメディちゃんも？」

「はい！　借金を返して来てくれました！　それですぐに真人さんと自分を助けてくれました！　集められていた子供たちも無事です！　すっごく元気です！」

「真人君を含ふくめ、全すべての子供たちの安全が確保されたようですね……でしたら……」

「何も心配しなくていいということです！　なので！」

　ポータは走り出す。「捕つかマエル」「もう捕まりません！」動きが鈍のろい着ぐるみスケルトンの脇わきをちょこまか駆かけ抜ぬけて。

　舞ぶ台たいに駆け寄ったポータは、ショルダーバッグから二本の聖せい剣けんを取り出して、張り巡めぐらされている柵の隙すき間まからそっと差し出す。

「ママさん！　お願いします！」

「わかったわ！　任せてね！」

　右手に、母なる大地の聖剣テラディマドレ。左手に、母なる大海の聖剣アルトゥーラ。

　二振ふりの剣を握りしめ、真々子が華か麗れいに剣を振る。

　地面から突つき出た石の刃やいばによって、柵は残らず切断された。さらに生み出された水すい弾だんが、駆け付けようとする着ぐるみスケルトンを完かん膚ぷなきまでに撃うち抜き粉ふん砕さいして。

　反はん撃げきの準備は整った。

「ソレラさん、覚かく悟ごはいいかしら。……お説教の時間よ」

　真々子は厳しい目を貴賓席に向ける。

　悔くやしそうに歯は嚙がみしたソレラは、真々子を睨にらみ返して、ふと表情を緩ゆるめた。

「ふっふ～んだ。母親のお説教なんてお断りだよ～。……真々子さんを抑おさえ込む方法は他ほかにもあるもんね～。実力行使は私の主義に反するんだけど～、やっちゃうよ～」

　ソレラは軽く手をかざす。するとソレラの頭上に、畳たたみ一畳分ほどのサイズの魔法書が出現した。

　浮ふ遊ゆうする巨きよ大だいな魔法書は自おのずと開き、濁にごった光を吐き出す。舞台も、観客席も、余すところなく照らされて……次の瞬間、至る所から小さな物体が一いつ斉せいに湧わき上がった。

　石のチップだ。雲うん霞かの如ごとく発生したそれが、羽虫のように飛び回る。真々子の顔の前をくるくる。シラーセの耳の横をブーンと。

「あらやだ！　んもう！　困っちゃうわね！」

「まるでハエやチョウバエ……殺意を覚えるレベルですね」

「んっふっふ～。どうにもできないでしょ～。ざまぁ～」

　手で追い払はらっても、何度でも飛んでくる。特に夏場の台所などに出現する害虫そのものだ。たぶんこの世で最も鬱うつ陶とうしい存在である。

　観客席の母親たちも大おお騒さわぎだ。「ああもうっ！」「煩わずらわしいわね！」腕うでをぶんぶん振り回して追い払おうとしたり、手で叩たたいて始末しようとしたり、必死に応戦している。だがチップは母親たちの手をかわし平然と飛び回っていて、イライラが募つのるばかりで……

　そこへさらに。

「あっはは～！　必死に退治しようとしてるけど～、全然できてないんですけど～！　ダメな母親は何をやってもダメなんだね～！　ちょ～ウケる～！　ぷぷ～！」

　ソレラの嘲ちよう笑しようが浴びせられると。

　母親たちは本気でカチンと来たようだ。誰だれもが悔しさを滲にじませて、拳こぶしを強く握りしめている。度たび重かさなる侮ぶ蔑べつに対し、抗あらがおうとする意欲が生まれつつある。

　そんな今こそ。

「皆みなさん、聞いてください！」

　真々子の力強い声が響ひびいた。

「母親とはなんでしょうか！　料理ができて、お掃除ができて、お洗濯ができる、それが母親の条件なのでしょうか！　うっかりギャンブルに嵌はまってしまったら、それでもう母親失格なのでしょうか！……いいえ、違います！　そんなことで母親は決まりません！」

　もっと声を届かせるために。真々子は手にした二振りの聖剣を全力で振り抜く。

　母なる大地の聖剣テラディマドレの攻こう撃げきにより、無数の石せき刃じんが地面から突き出し、密集する石のチップを切り裂さいて。

　母なる大海の聖剣アルトゥーラの攻撃により、大量の水弾が生み出され、一斉掃そう射しやで邪魔する物を弾はじき飛ばして。

　大切な声を届ける。

「母親とは、想おもいです！　大切な家族への想いが、私たちを母親にしているのです！　その想いが、私たちに力を与あたえてくれます！　だから想い描えがいてください！……一家団だん欒らんのひととき、幸せな家族の食しよく卓たくを損そこなう何かが目の前を飛んでいたら、私たち母親はどうしましょうか！　部屋の中を小さな何かが飛んでいると、子供が怖こわがって助けを求めて来たら、私たち母親はどうしましょうか！」

　その言葉を耳にして、観客席の母親たちがおもむろに動き出した。

　母親たちは、各おの々おのが持参した買い物カゴに手を差し入れて、食材屋や日用品の店のチラシを取り出し、棒状に丸める。……これは武器だ。

「私も一人の母親として、この戦いに参戦しないわけにはいきませんね」

　シラーセも、手近な台に置かれていた手芸用の編み棒を手に、臨戦態勢を取っている。

　そしてポータも動いた。ショルダーバッグから、棒切れや板を取り出して。

「いい物できるかな？　いい物できるよ！　いい物……できたー！」

　アイテムクリエイションで作製されたのは、ハエ叩きだ。

　ポータは、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている雑貨屋の母親へ駆け寄り、ハエ叩きをそっと差し出した。

「お母さんとして戦うなら今です！　どうぞ！」

「ええ、そうね！　こんな私だけど、それでもやっぱり母親だから！　できることがあるなら、全力で頑がん張ばるわ！」

　雑貨屋の母親はハエ叩きを受け取り、力強く握りしめた。

　母親であるために戦う。そんな母親たちを頼たのもしく見み渡わたして、真々子は聖剣を掲かかげる。

「母なる大地よ、母なる大海よ……あなたも母なら、私たちの気持ちがわかるわよね……何かを成し遂とげられれば、新たな一歩を踏ふみ出せそうな気がする……そんな母親たちがここにいるの……戦うと決めた全ての母親へ、どうか力を貸して！」

　その願いを受け止め、二本の聖剣が温かな光を放った。

　放たれた光は流星のように飛び散って、母親たちが手にしている武器に宿る。チラシを丸めた棒が、編み棒が、ハエ叩きが、目が眩くらむほどの輝かがやきに包まれて……

　チラシ棒は【母なるチラシ棒】になった！　編み棒は【母なる編み棒】になった！　ハエ叩きは【母なるハエ叩き】になった！

　ただし見た目はそのままだ。だがすごい強化だ！

「さあ皆さん！　母親の本気を見せてあげましょう！」

　真々子が呼びかけると、母親たちは鬨ときの声を上げて、想いに満ちた武器を掲げた。

　対する敵は、不敵に微笑ほほえんでいる。

「母親の本気とか～、どうせ無意味なんだけど～……いいよ～。遊んであげる～」

　母を嘲あざけり蔑さげすむ者との決戦の火ひ蓋ぶたが、切って落とさ「あっ！　シラーセさん！　気を付けて！」「おや？」若じやつ干かん一名、石のチップが頭にコツンと当たって即そく座ざに棺かん桶おけ入りした母親がいるが、火蓋は切って落とされた。

















第五章　魅み力りよく的なものほど危険だ。ギャンブルもだけど、身近な人を見てそう思った。









　こちらは子供救出チーム。

「さあ行くわよ！　お姉ちゃんたちについて来て！　お姉ちゃんたちと一いつ緒しよにいれば安全だからね！」

「ワイズお姉ちゃんは残念なお姉ちゃんですけど、私は優やさしくてしっかりしたお姉ちゃんですからね。私がいるから安心ですよ」

「メディ！　ここは素す直なおに協力するところでしょ！　腹黒はちょっと封ふう印いんしてよ！」

　ワイズとメディは、十人以上の子供たちを引き連れて、遺い跡せきからの脱だつ出しゆつを目指す。

　だが小さな子供連れなので移動速度が上げられない。逸はやる気持ちを抑おさえて、子供が歩くペースに合わせて地道に移動だ。

　と、そんな時、通路の先にスケルトンの集団が現れた。どうする？

「ワイズさん！　いけますか！」

「おっけー！　あたしに任せといて！」

　ワイズはその手に魔ま法ほう書を出現させて、とっさに前へ躍おどり出る。

「ちゃんと魔法を使える今なら、こんな雑魚ざこなんて余よ裕ゆうで……！」

「ワイズは魔法を封じられた」ぼそっ

「なん、だと……はぁ、もうやってらんない……」うじうじ

「あーワイズさんワイズさん。今のは冗じよう談だんです。真に受けないでください」

「メディイイイッ！　こんな時にふざけてんじゃないわよっ！　ったくもう！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……清化プリフイカーレ！　さらに！　清化プリフイカーレ！」

　ワイズの連続魔が発動。浄じよう化か魔法の輝きがダブルで通路を突き抜ぬける。

　スケルトンの集団は光に包まれて、瞬またたく間まに消しよう滅めつした。みんなまとめて強ごう引いんに昇しよう天てんだ。

　モンスターの群れを倒たおした！

「ふっふーん。これがあたしの実力よ。『ワイズお姉ちゃんすごい！』『ワイズお姉ちゃん美少女魔法使いすぎる！』って、遠えん慮りよなく褒ほめてくれていいわよ！」

　立派に活かつ躍やくしちゃったワイズは子供たちからの称しよう賛さんを浴びる……

「ふえーん！　お化け出たー！　怖いよー！」

「おかあしゃーん！　おかあしゃーん！　びええええんっ！」

「ちょっ、子供が泣きまくってる!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　お化けはいなくなりましたからね！……ワイズさん！　ここからが本番ですよ！　私たちの戦いはここからです！」

「わ、わかったわ！　やってやるわよ！」

　泣きじゃくる子供たちが現れた。どうする？

　ワイズの攻撃。

「えっと、えっと……ほ、ほらほら～、お姉ちゃんウサギだピョン！　泣かなくていいピョン！　一緒に仲良く遊ぶピョン！」ピョンピョン！

　ワイズは、まだそういうのは恥はずかしく思う年とし頃ごろだけど、プライドをかなぐり捨てて、ワイズ史上最も可愛かわいらしい声とアクションで呼びかけた！

　泣きじゃくる子供たちは、ふと泣き止やんで、ワイズをじーっと見つめて。

「ふえええんっ！　僕たちをてきとーにあしらおうとしてるよー！」

「すごく無理してるのがわかりすぎるよー！　びえええええんっ！」

「あんたたち子供のくせに鋭するどいわね！〝あしらう〟なんて言葉をいつ覚えたのよ！」

「やれやれ、やはりワイズさんでは無理だったようですね……わかりました。ここは私に任せてください」

　メディの攻撃。

「みなさん、泣かなくていいですよ。メディお姉ちゃんが傍そばにいますからね。みなさんの事を一番に考えている、優しい優しいお姉ちゃんですからね」にっこり

　メディは、まるで聖母のような微笑みを浮うかべた！

　泣きじゃくる子供たちは、ふと泣き止んで、メディをじーっと見つめて。

「ふえええんっ！　そこはかとなく嫌いやな気配を感じるよー！」

「本心では絶対に別のこと考えてるよー！　びえええんっ！」

「いいえ!?　そんなことはありませんよ!?　私は裏表のないお姉ちゃんですよ!?」

「メディの腹黒を一いつ瞬しゆんで見抜くなんて、やっぱ子供は鋭いわね。……ていうか、このままじゃ埒らちが明かないわ……こうなったら実力で！」

　ワイズは、乱暴を承知で、魔法でどうにかしてしまおうと……！

　だがその前に、泣きじゃくる子供たちの攻撃。

「ひっく、ひっく……あ、おねーちゃん。あのね、僕ね、おちっこしたい」

「は？　おちっこ？　それって……あ、ああ、トイレに行きたいわけね……いきなりそんなこと言われても困るんだけど……」

「私もおトイレ行くー！」

「あなたもですか？……ど、どうしましょうか……とりあえず部屋まで戻もどって用を済ませて……いえ、カジノのトイレの方が近いかも……」

「おやつ食べたいよー！　うええええんっ！」

「おやつとか言われても！　ちょ、ちょっと待ってね！　先にトイレを……！」

「あ！　向こうで何か動いた！　見てくるー！」

「ままま待ってください!?　一人でどこかへ行ってはダメですよ!?」

　慌あわてて追いかけようとすると、こっちが「おちっこ出るー！」「ちょおっ!?」「と、とりあえずその辺で！」用を足す手伝いをしていると「ねーねー。おやつはー？」「おやつはちょっと待ってね！」状じよう況きようなんて全然お構いなしに催さい促そくされて「あ！　何かいた！」「向こうにもいるー！」「行ってはダメですってば！」あっちこっちへちょろちょろ動き回られて。

　子供たちによる無む邪じや気きな連続攻こう撃げきが炸さく裂れつした結果。

「「……子供の相手なんて……無理すぎる……」」

　ワイズとメディは力尽つきて倒れた。

　ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ……その後、二人の姿を見た者はいない……







　というのは冗談で。

「と、とにかくね！　上に行ったらトイレもあるし、おやつもあるし、遊ぶものもたくさんあるはずだから！　だから今はお姉ちゃんたちの言うことを聞いてお願い！」

「もうちょっとで着きますから、どうかお願いします。本気でお願いします。これ以上はお姉ちゃんたち、本気で泣いてしまいますから。もう勘かん弁べんしてください」

「「「うん、わかったー。しょーがないから、かんべんしてあげるー」」」

「くっ……子供に上から言われた……このガキども……」

「それでは、お友達と手をつないでくださいね。絶対に放しちゃダメですよ」

　先頭はワイズ、最さい後こう尾びはメディ、その間に子供たちが連結されて。ウサギさん列車が出発進行だ。「行くわよー。ガタンゴトン……」「ウサギさんは『ピョンピョン』って言うんだよー？」「『ピョンピョン』だよねー」「くっ……ピョ、ピョンピョン！」恥ずかしい効果音を強制されながら進むよ、どこまでも。

　ワイズとメディは、身も心もぐったり。

「はぁ……子供の相手は本気で疲つかれる……モンスターと戦ってる方がよっぽど楽だわ」

「ですね……小さい子供がいるお母様たちは、こんなことを毎日なさっているのですよね……私のお母様も、こんな風に苦労していたのでしょうか……」

「ホントそれ。うちのママは本気でしょーもない人なんだけどさ、それでも、あたしが小さかった頃は面めん倒どうを見てくれてたわけで……不覚にも尊敬の気持ちがちょっとだけ芽生えそうだわ……っと……あれ？」

　進行方向に人ひと影かげを発見した。またモンスターかと思いきや。

　そこに佇たたずんでいるのは黒服の老人。カジノの副支配人だ。

「ワイズさん、メディさん、お疲れ様です。無事に子供たちを救出なさったようですね。お見事です」

「迎むかえに来てくれてどもどもー。あたしたちなら当然よ」

「副支配人さんが提供してくださった情報のおかげです。ありがとうございました」

「いえいえ、お礼を言うのはこちらの方ですよ。それでは子供たちはこちらでお預かりいたしましょう。……皆みなさん、お願いします」

　副支配人が背後に呼びかけると、数人のバニーガールが駆かけ付けて子供たちを保護していく。「おねーちゃんたち、バイバーイ！」「また遊ぼうねー！」「う、うん……」「機会があれば、また……」もう嫌いやです、とは言わないが、顔にはそう書いてある二人だ。

「おやおや。子供の相手は荷が重かったようですね」

「ま、まあその、あたしたちにはまだ早いかなーって感じで」

「そ、そうですね。私たちにとっては、まだ先の話ですから……」

「ならばこそ今のうちに学んでおくことをお勧すすめしますよ。お二人が母親を学ぶためのクエストということで、また機会があれば奮ってご参加いただきたいと思います」

「うぇぇ……育児クエストはもう勘弁してほしいわぁぁぁ……」

「母親関係で苦労するのは真まさ人と君だけで充じゆう分ぶんだと思います。私たちは結構です」キリッ

「まあそうおっしゃらずに。悪い話ではないと思いますよ？……とまあ、そんな話はさておき、まずはここで起きている事件を解決しなければなりませんね」

「ん。そうよ。それそれ」

「そうですね。まずは、やるべきことをやりましょう」

　副支配人たちに子供たちを預けた。これで救出作戦はクリア。

　ワイズとメディの次なる任務は、闘とう技ぎ場にいる真ま々ま子ことシラーセのフォローだ。二人は頷うなずき合い、闘技場を目指して走り出す……

　と、その前に、副支配人が呼び止めてきた。

「ああすみません。お急ぎのところ申し訳ありませんが、少々よろしいですかな。先ほどお伝えし忘れていたことがあるのですが」

「はいはーい？　なんでしょ？」

「実は、この下にある闘技場には、風変わりな機能が備わっているのです」

「風変わりな機能とは……？」

「ソレラという少女の意表を突つき、その悪事を逆手に取って勝利する、そんなフィナーレを約束するものですよ。……手短にご説明しますと……」

　その機能とは、使ってからのお楽しみだ。







　こちらはアルザレ奪だつ還かんチーム。

　チームとは言うものの、現在は真人一人だけだ。

「重要な使命を託たくされ、孤こ独どくな戦いに挑いどむ俺……フッ……俺は今、勇者してる！」

　一人だけど、とっても楽しい。テンション上がりっぱなしである。

　メディから預かった地図を手に、真人は通路をひた走る。

　そこにスケルトンの集団が立ちはだかった。

「カカカ……生者ヨ……我ラト共ニ、ココデ永遠ニ彷徨さまよウガイイ……」

「それは俺に対して言っているんだよな!?　他ほかの誰だれでもない、俺個人に対して、俺だけをちゃんと敵視して言ってるんだよな!?　間ま違ちがいないよな!?」

「エ？　ア、アア、ソウダ。サア恐きよう怖ふスルガイイ……」

「くう～っ！　母さんじゃない、他の誰でもない、この俺がちゃんとターゲティングされてるなんて！　感激だぜ！　ひゃっほーう！」

「アレ？　メチャメチャ喜ンデル？」

　思えば、こんな状況は、ほとんどなかった気がする。

　先頭に立つのはいつも真々子。敵の四天王までも、真々子に対してのみ敵意を向けて、真人は勇者なのに眼中にないとか。そんな日々を過ごしてきた。

「（だが今だけは違う……俺が、俺こそが間違いなく主役だ！）」

　それがあまりにも嬉うれしすぎて。

「うおおおおんっ！　祝！　アイデンティティ確立スラッシャアアアアアッ！」

「ヒイイイイイッ!?」

　技わざ名めいは思い付きで、かなり適当だが、まあいいとして。

　真人は感かん涙るいをまき散らしながら、スケルトンを片かた端はしから切り捨てていく。

　真人が手にしている聖せい剣けんフィルマメントは、空の敵に対して効果的な武器で、基本的に地上の敵とは相あい性しようが悪い。

　だが今はそんなの関係ない。喜びという正の力で満たされた剣は、負の力で存在するアンデッド系モンスターに効果抜ばつ群ぐんだ！　おかげで楽しさ倍増！

「もっとだ！　もっと来い！　もっともっとおおおおっ！」ハァハァ！

「ナニコノ人!?　怖こわイヨ!?」

「もっと俺に戦わせろおおおおっ！　ここが俺の晴れ舞ぶ台たいだああああっ！」

　思いっきりビビってるスケルトンたちを容よう赦しやなく蹴け散ちらして、「そこにもいるじゃんか！」「コッチ来タアアアアッ!?」そぉ～っと消えて逃にげようとしていた幽ゆう霊れいも遠えん慮りよなく倒たおします。ハッピー・ジェノサイド。

「楽しい！　何もかも楽しい！　楽しすぎる！　今まで生きててよかったああああっ！」

「コンナ怖イ思イヲスルナラ、死ンデもんすたーニナラナキャヨカッタアアアアアッ！」

　気付かないフリして逃げようとするモンスターも捕つかまえて、倒しまくって、山積しているジェムには目もくれず、真人はひたすら突き進んだ。

　しばらく行くと。

「うはははーっ……っと……いかにも何かありそうな扉とびらを発見だぜ！」

　通路の先に石の扉がある。ご丁てい寧ねいに彫ちよう刻こくが施ほどこされていて、ここは重要な場所だとアピールしてくれている。

　地図を確かく認にんしてみると、アルザレの隠かくし場所はまさにここだ。間違いない。

「やれやれ、もう終点か……できれば、今の道のりを十往復くらいしたいところだけど……用事を済ませて、早く闘技場へ向かわなきゃだもんな」

　誘ゆう惑わくを振ふり払はらい、真人は扉に手を添そえる。「……もし開かなかったら、戻ってもいいよな？」でも扉はすんなり開いてしまった。残念。

　そこは大広間。石造りの殺風景な室内に、古びた金の燭しよく台だいがずらりと並んでいる。

　真人が足を踏ふみ入れると、順番に火が灯ともって……広間の中央にいる王者の姿が浮うかび上がった。

「ホホウ……タッタ一人デヤッテクルトハ……ソノ勇気ダケハ讃たたエテヤロウゾ」

　揺ゆらめく明かりに照らされているのは、黄金の鎧よろいを身に着けた金騎き士しスケルトンだ。

「……そちらさんは、この部屋の番人ということでＯＫ？」

「イカニモ。コノ部屋ニ安置サレテイルモノ、あるざれト称しようサレル宝ノ守護者デアル」

「よっし。ここで間違いないわけだな。……それじゃ、やりますか」

「ウム。全すべテヲ賭とシテ我ニ挑ムガヨイ。勇ゆう敢かんナル少年ヨ」

　金騎士スケルトンは、左手に盾たてを持ち、右手に剣を構え、騎士の礼を尽つくして、戦う用意を整えた。

　真人も剣を構えるが……切っ先が震ふるえている。

「ドウシタ？　臆おくシタカ、少年ヨ」

「い、いや、そうじゃなくてさ」

「ナラバ、何故なぜソノヨウニ震エテイルノカ……」

「それはもちろん、嬉しいからだよ！　もう嬉しすぎて泣けてくるんだよ！」

「エ？」

「俺さ、ずっとこういうのを待ってたんだよ！　俺こそが大活かつ躍やくしちゃってさ、勇敢なる少年とか言われちゃってさ、あんたみたいなのと一対一でバトルするとかさ！　ホントもう、これこそ俺が待ち望んでた冒ぼう険けんなんだよ！　だから嬉しすぎで……くぅっ！」

　涙なみだが溢あふれて前が見えない。鼻水も止まらない。もう全部出る。

「ソ、ソンナニぶわっと泣クホドトハ……ココマデ余よ程ほどノ苦労ヲ重ネテキタノダナ」

「そうなんだよ！　これがもう、聞くも涙、語るも涙の話でさ！」

「ソウカ……フム……聞イテヤルコトモ、ヤブサカデハナイガ……」

「じゃあ聞いてくれよ！　もうこの際だから話すけどさ！」

「ウム。聞イテヤルゾ……ソノ方ガ死シテ、我ガ配下トナッタ後デナ！」

　静かに呟つぶやかれた、刹せつ那な、金騎士スケルトンが一気に間合いを詰つめてきた。古びた剣が振り下ろされる。

　頭から真っ二つにしようとするその一いち撃げきを、「くっ！」真人はフィルマメントを掲かかげて受けて、そのまま剣の腹を滑すべらせて流す。なんとか回かい避ひして距きよ離りを取った。

「危なっ！……あんた、容赦ないなぁ！」

「コレハ勝負デアル。容赦ナドスルモノカ」

「ですよね！　そんな感じもマジ大だい歓かん迎げいだ！」

　感じた寒気を吹ふき飛ばすように吠ほえて、今度は真人からだ。やられたらやり返す。

　真人は金騎士スケルトンに向かって、真っ直すぐに突とつ撃げき、と見せかけて、左右へステップを踏んで切りかかる。「フンッ！」横よこ薙なぎの一撃は盾で防がれてしまったが。

　もう一撃だ。剣を弾はじかれた勢いで反転して、逆からの横薙ぎを……

「体ノ返シガ遅おそイ！」

「なにっ……!?」

　金騎士スケルトンが盾を突き出してきた。

　盾が異様な光を放っている。これは……

「（ちっ！　何かわからんけど、まともに受けたらヤバそうだ！）」

　真人はとっさに攻こう撃げきを中止して、左ひだり腕うでを突き出した。

　防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展開させて受ける……そのつもりが、盾と障壁が激突した途と端たん、真人の左腕が痛つう烈れつに弾かれた。

「ぐうっ!?　肩かたがっ……！」

「案ズルナ。痛覚ナド、スグニナクナル……今スグニナ！」

「殺されて何も感じなくなるのは遠慮する！　ふんっ！」

　喉のど元もとを狙ねらう切り上げを、渾こん身しんの切り落としで叩たたき落として。

　真人は金騎士スケルトンから大きく後退して、広めに間合いを取った。

「（ヤバいな……左腕が痺しびれて動かない……）」

　先ほどの盾の一撃には、行動を阻そ害がいするスタン効果があったのだろう。直撃は免まぬかれたものの、完全には防ぎきれなかったようだ。

　右手一本で剣を構えて、左腕はだらーんと。真人の守りは封ふうじられてしまった。

　表情はまだ強気を保っていられるが、勝手に汗あせが噴ふき出してくる。

「（くそっ！　スタン効果は時間で回復する！　それまで持ち堪こたえないと！）」

　真人はすり足で下がって、間合いを地味に広げながら、なんとかして時間稼かせぎをしようとするが。

　そんな暇ひまはない。

「勝負アッタナ！　覚かく悟ご！　セイヤアアアアアッ！」

「ちょっ、早いっ!?」

　金騎士スケルトンはすでに真人の目前。必殺の一撃が振り下ろされる。時間稼ぎに気を取られていた真人は、剣で受けることさえ間に合わず、そのまま……

　と、刹那、真人を肩口から切り裂さくはずだった剣が、ピタリと止まった。

「えっ……？」

　なぜ止まったのか、わからない。骸がい骨こつの表情からは何も読み取れないが。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。

　全ての力を込こめて、剣を振りかぶり、我が武む者しや羅らに振り抜ぬく。

「ぉぉぉおおおおおおおおおおおっ！」

　聖剣フィルマメントの一撃が雄お々おしく奔はしって。

　透とう明めい色の剣は、とっさに防ごうとした古びた剣を断たち切り、勢いのまま金騎士スケルトンの首を刎はねた。

「かはっ！……はぁっ！　はぁっ！……っしゃああああああっ！」

　体中に詰まっていた息と恐怖を一気に吐はき出して、真人は勝者の雄お叫たけびを上げた。

　その傍かたわらには、金騎士スケルトンの頭が転がっている。

「ヤレヤレ、首ヲ落トサレテシマッタカ」

「ぅおっ!?　まだしゃべれるのかよ!?　……ま、まさか復活したりとか……？」

「安心スルガイイ。敗者タル我ハ程ナクシテ消エル……勝者タル少年ヨ。あるざれヲ手ニ入レルガヨイ」

「そっか……わかった」

　戦いは終わった。真人はフィルマメントを鞘さやに納めて、大広間の奥へ向かう。

　祭さい壇だんのように仕立てられた台座があり、小さめの宝箱が置かれている。

　念のため罠わなを警けい戒かいしつつ、開けてみると、中には一冊の書物が収められていた。

「これがアルザレなのか……？」

　題名がない。とりあえず書物を開いてみると、半角英数の文字列がびっしりと「あーはいはい。これっぽいな」アルザレとは、ゲームから不当に抽ちゆう出しゆつされたＮＰＣ設定用プログラムが勝手にアイテム化されたものである。たぶん間ま違ちがいない。

　せめて象形文字みたいなのにしとけよ、とか、もうちょっと世界観に配はい慮りよしろよ、などと、文句を言うのは後にして。

　兎とにも角かくにも、目的達成だ。

「やったな……俺の力で……俺だけの力で、やってやったぞ……ああそうだ。俺だって、その気になればできるんだよ！　俺って、やっぱすげえええええええええええええっ！」

　仲間たちが傍そばにいないから。誰だれも聞いていない今だけしかできないから。

　真人は全力で調子に乗って、普ふ段だんは言えないことを思いっきり言っちゃ「若イナ」「まだいたの!?」金騎士スケルトンに聞かれていて、恥はずかしくて死にたくなった。

　真人は逃げるようにその場から……と、その前に。

「……なあ、一つ聞いていいか？　あの瞬しゆん間かん、どうして剣を止めたんだ？　何か理由があるのか？」

　金騎士スケルトンが攻撃の手を止めなければ、やられていたのは真人だった。相手は確実に勝利できたはずなのに。

　質問を投げかけると、今まさに消えようとしている頭ず蓋がい骨こつは。

「……少年ガ着テイルしゃつナノダガ」

「俺のシャツ？……母さんと一いつ緒しよに買い物に行って、買ってもらったやつだけど……これがどうかしたのか？」

「母君カラノ贈おくリ物カ……ナルホドナ……アノ瞬間、ソノしゃつカラ強きよう烈れつナ想おもイガ、我ガ子ヲ守ラントスル力ガ放タレテ……我ガ一撃ハ防ガレテシマッタノダ」

　真人のシャツは、母親の特とく殊しゆスキル【母の愛情加工】によって、あらゆる攻撃を一度だけ無効化する機能が付ふ与よされていた。

　シャツ購こう入にゆう時に真々子が願いを込めてぎゅーっとした結果である。

「少年ノ目ニハ何モ映ラナカッタカ？　マア仕方アルマイ。〝親ノ心、子知ラズ〟ト言ウカラナ……母君ニ感謝スルガヨイゾ」

　そう言い残して、金騎士スケルトンは完全に消しよう滅めつして。

「……おい……結局、母さんのおかげかよ……」

　とめどなく溢れる涙で前が見えない真人は、しばらくその場に立ち尽くしていた。







　真人は大広間を後にして、大急ぎで闘とう技ぎ場へ向かう。道中はとてもスムーズだ。道順はわかっているし、モンスターも「怖こわイ人キターッ!?」真人に恐おそれをなして逃にげていく。

　ただ当の本人はかなり傷心だ。

「とにかくアルザレの回収は完かん了りようした！　ワイズとメディも子供たちを逃がして戻もどってくる頃ころだろ！　だがそこは、俺が、俺こそが先に駆かけ付けて……次こそ、今度こそ、俺自身の力で成し遂とげる何かを！　何かを！　ぐすっ！」

　涙を拭ふきながら通路を駆け抜けて。

　程なくして、見覚えがあるアーチ門が見えてきた。その先は闘技場の舞ぶ台たいだ。
















　真人はフィルマメントを抜き放ち、追い風に乗って一気に突撃する。

「頼たのむ！　お願い！　どうか俺の活躍の場がありますように！……って、あれ？　何か様子がおかしい……風が……おっとぉ!?」

　いきなり、体が浮うき上がるような感覚がして、真人はとっさに踏ふみ止とどまった。……追い風だと思っていたが、門の方向へ吸い寄せられているようだ。

　先の様子をうかがうと、舞台を中心として竜たつ巻まきが発生している。チップと同じくらいのサイズの石が大量に巻き上がっていて……

　いや、違う。その石のチップこそが自ら飛び回って竜巻を発生させているようだ。

「おい！　なんだよこれは！　一体どういう状じよう況きようなんだよ！……くっ、その辺に誰かいないか！　ポータ！　シラーセさん！……母さん！」

「あっ！　真人さんの声です！　真人さんが来てくれました！」

「その声はポータだな！　どこに……あ、いた！　シラーセさんも！」

　竜巻から離はなれた場所に、棺かん桶おけが立っていて、その後ろにポータがうずくまっている。

　真人は急いで駆け付けた。

「とりあえずポータは無事か！　よかった！」

「はい！　自分は大だい丈じよう夫ぶです！　シラーセさんは死んじゃいましたけど、今もこうして守ってくれています！」

「死んでるから、どんな攻撃も無効だもんな！　シラーセさんにマジ感謝だ！」

　棺桶の後ろ姿が、そこはかとなく誇ほこらしく〝どういたしまして〟と言っているように見える。とても満足そうだ。じゃあこのままポータの守護をお願いするとして。

　真人もついでに隠かくれながら、あらためて状況を確かく認にんする。

　闘技場の中央には竜巻。観客席にいる母親たちは身を寄せ合って風に耐たえている。まさに災害直撃の大おお荒あれの様子だ。

「それで、あの竜巻は一体なんなんだ？……というか、母さんは？」

「そ、それなんですけど……！」

「その辺については～、私が教えてあげようか～？」

　暴風の中、の～んびり間延びした声が聞こえてきた。

　ソレラだ。畳たたみサイズの巨きよ大だいな魔ま法ほう書に乗って、風に乗ってふわふわ飛んでくる。

「何からどう説明しようかな～。えっとね～、んっとね～」

「話はスムーズに！　はきはきと、手短に！」

「じゃあ簡単に言うとね～、今は私と真々子さんが戦ってる最中だよ～。真々子さんが私に～、お説教するとか言ってきたんだけど～、そんなの鬱うつ陶とうしいから～、もう倒たおしちゃうことにしたんだよ～」

「はいはい、それで！」

「でねでね～。私が勝ったら～、真々子さんも～、観客席にいる母親たちも～、み～んな母親をやめてもらうからね～。楽しみにしててね～」

「母親をやめてもらう？　わけわからん事を言いやがって！……でもまあ、そんな勝負、母さんが勝ってハッピーエンドだな！　エンディングが見えた！」

「ん～、それはどうかな～。舞台の方をよく見てほしいな～。……ほらほら～、真々子さんはめちゃめちゃ苦戦してるみたいだよ～？」

「おいおい、あり得ないだろ。母さんが苦戦するなんて、そんなことが……」

　目を凝こらして、竜巻の中心にある舞台をじっと見つめてみると。

　舞台に立っている真々子の姿がかすかに見える。二振ふりの聖せい剣けんを装備して、その場で何度も何度も剣を振っているようだが……

　周囲の竜巻には何の変化もない。

「お、おかしいな……母さんが攻こう撃げきしているなら、もっとこう、何か起きてもいいはずなのに……竜巻を打ち破れないのか？」

「そ～だね～。真々子さんは竜巻を壊こわせないみたいだよね～。なんでかな～。……その秘密は～……これで～す！」

　ソレラは懐ふところから、石のチップを一枚取り出して、真人にぽ～んと放ほうり投げてくる。

　反射的に受け取ると、それは途と端たんに飛び上がった。「おわっ……あぅっ!?」真人のあごをコツンと突つき上げて飛び去り、竜巻の中に紛まぎれ込んでしまった。

「な、何だよ今の！　勝手に動いて、攻撃されたぞ！」

「攻撃くらいするよ～。だってモンスターだも～ん。……その正体は～、この闘技場で使われていた古いチップで～、負けて人生が終わっちゃった人たちの怨おん念ねんで動いてるアンデッド系で～……ん～……竜巻を起こしてるのを全部合わせると～……百万枚くらいあるかな～」

「百万枚……つ、つまり、モンスターが百万体……!?」

「でさでさ～、真々子さんの攻撃ってさ～、頭割りの全体攻撃なんだよね～。てことはだよ～？　仮に一撃で百万くらいダメージを出す威い力りよくがあったとしても～、攻撃対象が百万体もいたらどうかな～？」

　敵一体に対して、二回攻撃なので、合計２ダメージしか与あたえられないということだ。

「ちっ！　そういうことかよ！」

「そういうことだよ～。んふふ～。これはもう勝負あったね～」

　圧あつ倒とう的てき火力を誇る真々子だが、圧倒的多数に対しては分が悪い。倒しきれないのだ。

　攻撃の手が緩ゆるんだ瞬間、一いつ斉せいに攻せめられて、まさかの敗北ということもあり得る。

　観客席の母親たちは誰もが頭を抱かかえている。最悪の宣告に怯おびえているようだ。

　そんな様子を眺ながめるソレラは、母親たちの絶望を胸いっぱいに吸い込んで、心から楽しそうに笑っている。

　だが。

「ふざけんなよ！　まだだ！　まだ終わってない！……母さんが負けるなんて、そんなことはあり得ないんだよ！　何しろ、うちの母さんだからな！」

　思いのままに叫さけんで、真人は走り出す。

「あれあれ～？　乱入しちゃう感じなの～？……ん～……まいっか～。真人君が加勢したところで何も変わらないだろうし～。好きにしていいよ～。参加を認めま～す」

「そりゃどうも！　俺を甘く見たこと、絶対に後こう悔かいさせてやるからな！」

　虚きよ勢せいではない。真人には自信がある。

　なぜなら敵モンスターである古代のチップは、飛んでいるから。

「今まさに俺が活かつ躍やくする時！　空の敵は、俺に任せろおおおおおっ！」

　大いなる天空の力を宿す聖剣フィルマメントが、今まさに真価を発揮する。

　全力で振り抜ぬかれた透とう明めい色の剣身から特大の斬ざん撃げき波はが放たれた。さながら三日月のような、竜巻を余よ裕ゆうで切り裂さけるほど特大の刃やいばが一直線に飛んでいって……

「いっけええええっ！」

　斬撃波は、竜巻の大外を飛んでいた古代のチップの一枚に直撃！

　それと同時に、斬撃波はシュバッと霧む散さんした。

「……ん？」

　真人は古代のチップを一枚倒した！

　怨念が祓はらわれた古代のチップは、骨こつ董とう品のチップとなって、真人の手元にぽてっと落ちてくる。ドロップアイテムをゲット！

　それはいいのだけど。そうじゃなくて。

「ああ、はい……俺の攻撃って、そういえば単体攻撃でした」

「エフェクトがどんなに大きくても～、一体だけにしか当たらないってことだよね～。残念だったね～。ごしゅ～しょ～さま～」

「くうううっ！　だ、だったら、あと九十九万九千九百九十九回攻撃してやりゃいいんだろ!?　ああいいぜ！　やってやんよ！　こんちくしょおおおおおおおおおっ！」

　真人の九十九万九千九百九十九回攻撃だ！







　五分経過。

「……し……しんどい……」

　運動疲ひ労ろうでプルプルする腕うでを下ろして、真人は自分の戦果を確認する。

　足あし下もとに散らばっている古代のチップは、だいたい百枚くらいだろうか。

　竜たつ巻まきの中では、真々子が引き続き奮ふん闘とうしている。真人に気付いているようで、たまに視線を送ってくるが、攻撃で大おお忙いそがしだ。早くなんとかしないといけないのに。

「ち、違うぞ……俺はまだ、こんなもんじゃない……母さんに甘えるだけの俺じゃない……もっとやれる子なんだよ……できる子なんだよ……」

「その割には～、もう疲つかれ果てちゃってギブアップな感じだよね～。真人君は～、できない子だったんだね～」

「そ、そんなわけあるかよ！　よく見ろよ！　もう百体以上も倒してるだろ！」

「それはそうだけど～、百枚程度じゃ焼け石に水だよね～。何の意味もない……」




「そうとも限らないわよ！」

「百枚もあれば充じゆう分ぶんです！」




　不意に、真人の耳によく馴な染じむ声が響ひびいた。

「はぁ……ったく……二人とも遅ち刻こくだぞ！　どこで遊んでたんだよ！」

　嬉うれしい気持ちを表に出すのは悔くやしいので、ぶっきらぼうに叫んでやると。

　ワイズとメディが通用門から駆け出してきて、真人の前でがっくりと肩かたを落とした。頭のウサギ耳までへなっと折れてる。

「それがさ、ちょっと聞いてよ……ちびっ子がさ……」げっそり

「私たち大変だったんですよ……子供たちがもう……」ぐったり

「お、おう。遊んでたわけじゃなくて、そっちはそっちで死闘だったわけだな。お疲れ様でした。……ていうか、積もる話は後にしようぜ！　今はそれどころじゃなくて！」

「ん。そうみたいね。竜巻とか発生しちゃってるし。派手よねー」

「真々子さんが中で戦っていらっしゃるようですね。とてもいいですよ。絶好の位置にいらっしゃいます」

　戦せん況きようをじっと見つめたワイズとメディは、事の重大さに気付いたようだが、むしろ楽しんでいるようだ。

　そんな二人の態度が気に入らないのだろう。ソレラはかなり不満そう。

「ぶ～ぶ～。余裕があるフリはやめてくださ～い。というかさ～、ワイズちゃんとメディちゃんは従業員でしょ～。カジノに戻もどって仕事してくださ～い」

「お生あい憎にく様さま～。借金はもう全部返しました～。もうカジノの従業員じゃありません～。……それから～……」

「あなたが軟なん禁きんしていた子供たちは～、全員無事に救出させていただきました～」

「む～！　余計なことしてくれちゃって～！　私はプンプンだよ～！……というか～、そのしゃべり方はなんなの～！　ふざけてないで真ま面じ目めにしゃべってよ～！」

「いやお前の口調と一いつ緒しよだから」

「私はそんなに馬ば鹿かっぽくしゃべってないも～ん。そんなことより～……」

「わかってるわよ。こっちもあんたと仲良くおしゃべりする気はないから」

「さっそくですけど、この闘とう技ぎ場の特別な機能をご紹しよう介かいしましょう」

　メディは、足下に転がっていた古代のチップを一枚拾って、親指でピンッと弾はじいてトスした。飛び上がった古代のチップはすぐに霧散して。

　次の瞬しゆん間かん、闘技場が暗くなり、どこからともなくドラムロールの音が響いてくる。

　さらに、スポットライトのような光を放つ魔法石が一つ飛んできて、観客席にいる母親たちの頭上を周回し始めた。円形闘技場をぐるぐる飛び回る。

「な、なんだあれ……？」

「見てればわかるわよ。ちなみに今は抽ちゆう選せん中ね」

「そして当選するのはもちろん……はい、あの通り」

　魔法石がピタッと止まり、一人の母親を照らした。何がなんなのか、照らされている母親も意味がわからずキョロキョロしているようだが。

「はい、あちらの母親が当選ね。おめでとー。というわけで……」

「お集まりの皆みなさま、どうぞ舞ぶ台たいをご覧ください」

　二人のバニーガールの案内に従い、真人も、ソレラも、棺かん桶おけの後ろに隠かくれているポータも、観客席の母親たちも、誰だれもが舞台に注目する。

　すると突とつ然ぜん、舞台から光が放たれた。竜巻を突き抜けて飛び交かう光が文字を描えがく。




【ステータスアップ！　対象：母親】




　だそうだ。

「えっと……ワイズ、メディ、説明よろ」

「はいはーい。任せてー。……副支配人さんに教えてもらったんだけどさ、実はこの闘技場にはルーレットの機能が備わっているのよ。闘技場で戦う人へのサービスって言うか、チャンスみたいな感じね」

「闘技場に出現する古代のチップを倒たおして使用すると、ルーレット機能が発動して、観客席の中から抽選で一名の方が選ばれます」

「でもって、その選ばれた人の職業に対して能力上じよう昇しよう効果が発動するわけ」

「例えば、闘技場で剣けん士しが戦っていた場合、観客席で観戦している剣士が選ばれると、戦闘中の剣士のステータスが一定量上昇します。他ほかの職業の人が選ばれた場合はハズレとなり、効果が発生しません」

　以上、係のバニーガールによる闘技場ルーレットの説明だ。

　ということなので。

「そんな機能があるなんて初耳なんだけど～……え、えっと～……観客席にいるのは～、私が集めた母親たちで～、母親しかいないわけで～……舞台上にいる真々子さんは～、もちろん母親で～……と、とととっ、ということは～っ!?　うええええ～っ!?」

　ソレラは慌あわてふためいているが、何をしたって手て遅おくれだ。

　激甘設定などという次元ではない。

　真々子強化確率百パーセントの闘技場ルーレットを、ぶん回す！

「よーし！　やりますか！」

「ルーレットを回して回して回しまくるわよ！」

「ソレラさんの抑おさえは私が引き受けます！　お二人はとにかく古代のチップを倒してください！……ポータちゃん！　チップを回収して使用する係をお願いできますか！」

「はい！　自分にお任せください！」

「それじゃ、みんな張り切って……！」

　真人が号令をかけようとした時だった。

「あの！　私にもお手伝いさせてください！」

　光り輝かがやくハエ叩たたきを手にした母親が駆かけ寄ってきた。

「えっと、こちらの母親さんは……というか、その異様に眩まぶしいハエ叩きは……？」

「雑貨屋さんのお母さんです！　ママさんから母なる力を受け取って、一緒に戦っていました！　他のお母さんたちも一緒です！」

　ポータに促うながされて観客席へ目を向けると、荒あれ狂くるう風に翻ほん弄ろうされながらも、母親たちは光り輝くチラシ棒を掲かかげて見せてくる。

「おお、やる気だな。母なる力をひしひしと感じる……ていうか、あっちはチラシ棒かよ……どうせなら聖なる武器っぽく形状変化しろよと言いたいが……まあいい！　じゃあ全員に手伝ってもらう感じで！」

「ままま待って待って待って待ってぇ～!?　お願いだから本気で待ってえええぇ～っ!?」

　もちろん、待たない。

　チップ収集係は速すみやかに撃げき破は競争を開始する。

　まずは真人とワイズ。

「そっちは魔ま法ほうだから一気にやれるけど、こっちは単体攻こう撃げきオンリーだからな！　そこんとこ配はい慮りよしろよ！　俺に遠慮していいんだぞ！」

「断る！」

「やだこのバニーガール！　とっても漢おとこらしいんですけど！」

「真人はもう百枚くらい獲かく得とくしてるのよね！　だったら、さっさと追い抜いてやるわ！……スパーラ・ラマジーア・ペル・ミラーレ……散光弾ルーシエ・スパルナ！　さらに！　散光弾ルーシエ・スパルナ！」

　ワイズの連続魔が発動。退魔の力が込こめられた光の弾たまがチップ竜巻に向けて放たれる。

　千を超こえるだろう光の弾だん丸がんで、一気に真人の獲得数を抜き去る……！

「とにかく弾数を増やしてやったわ！　これであたしの圧勝……あ、あれ？」

　いや。欲張って分散しすぎたせいで、一撃で倒すには威い力りよくが足りなかったようだ。

　瀕ひん死し状態の古代のチップが、真人の前にひらひら降ってくる。「お、ラッキー」ベシベシッと倒した。楽ちん。「それあたしの獲え物もの！」ワイズも必死に踏ふんでとどめを刺さす。

　だが、そんな二人よりも、もっと順調な方々がいる。

「子供たちに負けてはいられません！　私たちも！」

「家庭を襲おそい、子供たちを怖こわがらせる、そんな害虫を倒すイメージで！」

「私たちだって母親ですもの！　母親の真の力を、今ここに！」

　観客席では母親たちが大暴れしている。ハエ叩きで、チラシ棒で、スパンッスパンッスパーンッ！　と、次から次へと古代のチップをはたき落としている。なんかもう凄すごい。

「……母親って、たまにすげーよな」

「害虫しばいて捨てる動作がスムーズよね。ああいうところは地味に感動するわ。めっちゃ頼たのもしく思えたりしてさ。……ていうか、あたしたちこそ負けてられないでしょ！」

「おっと、そうだった！　勇者の実力を示さないと、俺の立場がない！」

　圧あつ倒とうされていた真人とワイズも、気を取り直して続行だ。

　そんな競争の傍かたわらで、追いかけっこが始まろうとしている。

「くぬぬ～、どどどどうしよ～！……とりあえず～、能力を下げるスキルを重ね掛がけして～……ああ～、ダメだ～！　モンスターを百万体も使し役えきしてるから～、そっちのスキルに回す余力がないよ～！」

「では、古代のチップに対する支配を解除しますか？」にこにこ

「それはダメだよ～！　今すぐ真々子さんが出て来ちゃうでしょ～！……私って～、能力低下スキルと～、アンデッド系を使役する技わざに関しては超ちよう一いち流りゆうなんだけど～、ＨＰとか防ぼう御ぎよ力とかは全然だからね～！　普ふ通つうに魔法職だからね～！　直接戦うのは絶対に無理なんだよ～！」

「では、どうしましょうか」にこにこ

「と、とりあえず～……笑え顔がおだけど全然笑ってないメディちゃんから逃にげないとダメな気がするよぉ～っ！」

　ソレラの判断は正しい。

　メディは、ハイレグスーツに包まれている体からダークパワーを噴ふん出しゆつして、間ま違ちがいのない美少女スマイルのまま黒く染まりつつある。

「実は私、すごく溜たまっているのです……完かん璧ぺきを求めているわけではありませんよ？　でも、やはりお母様の教えは私に染しみ付いていて……カジノに来てからの自分自身の体ていたらくに、とてもストレスを感じていたのです……」

「そ、そうなんだね～！　ごごごごめんね～！　私のスキルで負けさせちゃって本当にごめんね～！　でもでも～、借金返したし～、もういいよね～!?」

「借金を完済したとしても、私の内側に充じゆう満まんする昏くらい力が消え去ることはありませんよ……ああ、どこかに殴なぐれる物はないでしょうか……蹴けるのに適した物はないでしょうか……この鬱うつ憤ぷんを発散できる何かがあれば……」

「だ、だったらその辺の壁かべとかどうかな～!?　すごく蹴りやすそうだから～……！」

「ああ、そこにありましたね」にこっ

「目が合ったあああぁ～っ!?」

　ソレラは、乗っていた巨きよ大だい魔法書から滑すべり落ちて、の～んびりした人なりの全速力で逃げていくが……杖つえを素す振ぶりしながら、素蹴りしながら、メディが確実に後を追っている。

　そして。

「古代のチップを集めて来たぞ！　ポータ、よろしく頼む！」

「自分にお任せください！　使います！……当たるかな？　当たるよ！　えいっ！」

　ポータがチップをトスして、闘技場ルーレットを回す。

　場内が暗転して抽選開始。魔法石が観客席の上を回って回って、スポットライトを浴びたのは「あらまあ、私だわ」選ばれたのはもちろん母親だ。

【ステータスアップ！　対象：母親】

　さらに。

「ポータ！　こっちもよろ！」

「お任せください！　当たるかな？　当たるよ！　えいっ！」

　お次ももちろん「あら、今度は私？」ルーレット当選者は母親だ。

【ステータスアップ！　対象：母親】

　さらにさらに。

「観客席の分も集めて来たわ！　お願いしてもいいかしら！」

「もちろんです！　お母さんたちの頑がん張ばりを無む駄だにはしません！　えいっ！」

　どっさり運ばれてきたチップをトスして、どんどんいく！【ステータスアップ！　対象：母親】まだまだいく！【ステータスアップ！　対象：母親】もっといく！【ステータスアップ！　対象：母親】もっともっと！

　そうして、あまりにも大量の表示が乱らん舞ぶして……時は来た。

「っ！……来るぞ！」

「ちょっと真人、何が来るのよ」

「うちのとんでもない人の、とんでもない攻撃だよ！……ワイズ！　メディ！　とにかく舞ぶ台たいから離はなれろ！　ポータは急いで棺かん桶おけの後ろへ！」

　どうして真人はその気配に気付いたのか。

　それはきっと親子だからだ。やっぱり、わかってしまうものだから。

「全員、伏ふせろっ！」

　真人が呼びかけた直後。

　古代のチップ諸もろ共ともに、竜たつ巻まきが一気に膨ぼう張ちようして爆ばく散さんした。

　百万枚のチップが降り注ぐ舞台に、比類なき母親が立っている。もちろん、その人。

「ふぅ……なんとかなったわね。よかったわ」

　額の汗あせを拭ぬぐって、真々子はにっこりと微笑ほほえんだ。

　そしてすかさず真人をロックオン。最愛の息子むすこの居場所はすぐにわかるお母さんだ。

「マー君、無事だったのね！　みんなも！」

「おーう。おかげさまで。……そっちも大変だったな」

「そうね。大おお晦日みそかの大おお掃そう除じくらい疲つかれちゃったわ。ふぅ」

「疲ひ労ろうの程度がいまいちわかりにくいんですけど」

「でもマー君の顔を見たら、疲れが一気に吹ふき飛んじゃったわ！　あと十軒けんくらいお掃除できそうよ！　うふふ！」

「だから掃除軒数で換かん算さんされてもわからんって……はぁ、まあいいいけど。……さて……母親のカジノは、そろそろ閉店のお時間だな」

　真人はメディにそっと視線を送る。バニーガール（闇やみ）に変身しているようだが、メディは真人の意向を察してくれたようで。

　メディはソレラにじりじりとプレッシャーをかけて、舞台に上がらせた。

「はひぃ、はひぃ！……や、やめてよぉ～！　もう追いかけてこないでよ～！……って……あ、あれぇ～っ!?　真々子さんんんん!?」

「ええ、そうよ。……ソレラさん。ちょっとお話ししてもいいかしら」

「話すことなんて何もないよ～だ！　私は悪いことしてないも～ん！　ＮＰＣの母親とか子供の行動と思考パターンを好き勝手に弄いじって～、どんな風に動くか実験しながら～、ここに集めて笑い者にしてただけだも～ん！」

「有罪だな」

「他ほかには～、能力低下のスキルで～、カジノの客は絶対勝てないようにしたりとか～」

「副支配人さんに教えてもらったけど、本気で腹立つわ。有罪」

「有罪ですね。許し難がたい行いです」……ゴゴゴゴ……

「あとはまあ～、そうだな～、借金した人を景品にしたくらいかな～」

「とっても悪いことです！」

　四人の裁判員による認にん定ていで、有罪決定。

　それでは刑けいの執しつ行こう。

「なあ母さん。説教したいなら止めないけどさ、その前にガツンとやっておかないと、話にならないみたいだぞ」

「あらそう？……まずはちゃんと叱しかった方がいいかしらね」

　真々子は人差し指をぴんと立てて……

「うえええ～っ!?　ちょちょちょちょっと待ってぇ～!?　真々子さんが叱ったら～、あのアマンテでさえやられちゃったんでしょ～!?」

「あー、そうだな。あらゆる攻撃を反射するし、腕わん力りよくも体力も半はん端ぱない奴やつなんだけど、一発で消しよう滅めつ寸前までいってたな」

「無理無理無理無理ぃ～！　私は絶対に耐たえられないよぉ～っ！　私そもそも魔法職で耐たい久きゆう力ないからね～!?　しかも今の真々子さんはめちゃめちゃ強化されてるでしょ～!?　弱い者いじめは良くないよね～っ!?」

「それはそうだけど……でも、そうね……ソレラさんは怖がっているようだし……怖がらせて言うことを聞かせるのは間違った叱り方だから……やっぱり、話を聞いてもらって、ちゃんと言葉を受け止めてもらえるように、根気強くお願いするべきだわ。だから……」

　真々子は、ソレラの前に座って、目線の高さを合わせて。




「ね？」




　にっこり笑って、穏おだやかに〝ね？〟だ。

　途と端たん、その場にいた誰だれもが、世界の変化を感じた。

　殺さつ伐ばつとした闘とう技ぎ場だったはずのそこは、まるで穏やかな日差しが注ぐ草原のように。心地ここちよい風が吹き抜けて、小鳥のさえずりが聞こえる、落ち着いて話をするのに最適な気配で満たされている。

〝ね？〟

　それは真々子のお願い。その願いを滞とどこおりなく叶かなえるために、周辺状じよう況きようの改変さえ行われる、空間支配系の超ちよう強力な何か。

　その影えい響きようを受けて「じゃあ俺は聞くよ」「聞く聞くー」「なんでしょうか」「ママさんの話を聞きます！」話の対象ではない真人たちだが、真々子の周囲に座り、ものすごくナチュラルに話を聞く姿勢になった。あと棺桶も。

　さらに「あら、お話ですって」「私も聞くわ」「私も」観客席の母親たちもぞろぞろと集まってきて、真々子の周囲にそっと腰こしを下ろした。
















　おまけに「話ッテナンデスカ？」「聞カセテクダサイ」遺い跡せきの通路にいたアンデッド系モンスターたちも勝手に集まってきたりして。

　そうして、頑かたくなに拒こばんでいたソレラも。

「あれれ～？　みんな聞くの～？　あ～、だったら私も一いつ緒しよに話を～……真々子さんの話を～……きっ……ききき……聞くっ……わけっ……ないでしょおおおお～っ！」

　落ちる寸前ギリギリのところで踏ふみ止とどまった。

　何度も舞台に頭ず突つきして、なんとか意識をつなぎとめたソレラが吠ほえる。

「私はっ、反はん抗こう組織リベーレのっ、四天王の一人だからね～っ！　ぶっちゃけ滅め茶ちや苦く茶ちや危なかったけど～、真々子さんの変な力には屈くつしないよ～だっ！」

「あらあら、困ったわね……それじゃ、どうしようかしら……」

「どうもしなくていいよ～！　こんなのもう終わりに……あ、そうだ～！」

　ソレラは足あし下もとに転がっていた古代のチップを拾い上げた。

「ねえねえ真々子さ～ん！　これで勝負しよ～！　このチップをトスして～、表が出たら真々子さんの勝ちで～、裏が出たら私の勝ちだよ～！　真々子さんが勝ったら話を聞いてあげるよ～！……でもまあ私には最強の能力低下スキルがあるから～、絶対に私が勝つんだけどね～。んふふ～」

　ソレラの体が何度も明めい滅めつする。スキルを連続で発動させているようだ。真々子の運気を低下させて勝つつもりらしいが……そんなことより。

「ん？　あれ？　おい待て。それは……」

「待ったなしだよ～！　いっくよ～！」

　ふと我に返った真人が何気なく止めてやろうとしたが、遅おそかった。

　ソレラがトスしたそれは、古代のチップなので。

　闘技場ルーレットが発動した。「へ？」「あーあ、やっちまいやがった」さっそく抽ちゆう選せん開始だ。ドラムロールが鳴り響ひびいて、魔ま法ほう石は母親たちの頭上をぐるぐる飛んで……

　次の瞬しゆん間かん、魔法石は、真々子の頭上に飛来して輝かがやいた。輝きが文字を描えがく。

【ＪＰ】

　これって？

「えっと～……そこで啞あ然ぜんとしてるバニーガールさ～ん、説明してよ～」

「これは!?　密ひそかに語り継つがれていた、あの!?」

「伝説の、ジャック・お母さん・ポットです！」

「おい待てメディ。【ＪＰ】って書いてあるだろ。普ふ通つうにジャック・ポットだろ。勝手にお母さん入れるなよ」

　ソレラは伝説のジャック・ポットを引き当てた！　盛せい大だいなファンファーレが奏かなでられ、闘技場史上最高のプライズが授じゆ与よされる！

　辺りに散らばっていた古代のチップが一いつ斉せいに舞まい上がり、その全すべてが突とつ如じよとして１オンス金貨に姿を変えて、ソレラに降り注ぐ！

「やった～！　これって私の当たりだよね～！　大勝利で大おお儲もうけだよ～！　全部私のだよ～！　私が全部受け取る～……って……あれ？　この金貨、デザインが……？」

　ぽとっと、ソレラの手に落ちてきた金貨には、【ソ】という文字が刻印されている。続いて落ちてきた金貨には【レ】の文字。次は【ラ】、その次は【さ】で【ん】で。

　さらに【母】【親】【を】【馬ば】【鹿か】【に】【し】【な】【い】【で】【ね】と続いて……

「こ、これって～……まままっ、まさか～っ!?　ふわあああああ～っ!?」

〝ね？〟の効果により、真々子が伝えたかった言葉が、金貨に添そえられて授与される。

　１オンス金貨の直径は30ミリ。重さは31・１グラム。それが百万枚……総重量30トンを超こえる、重すぎるお言葉がどさっと降ってきて、ソレラは一瞬で埋うまった。

「あらまあ大変！　早く助け出さないと！」

「いや、これはもうダメだろ……金だからな……絶対に、ぐちゃってるぞ……」

　真々子が真っ青な顔をして慌あわてているが、もう手て遅おくれだ。

　真人はそっと合がつ掌しようして、お別れを……

「待ってください！　今、何かものすごく速いのが、金貨の下に滑すべり込みました！」

　と、目め利ききのポータが慌てて注意を促うながしてきた、その直後。

　爆ばく発はつでも起きたかのように、金貨の山が一気に飛び散った。

　金貨が散らされたそこには……ソレラを小こ脇わきに抱かかえたアマンテが立っている。

「やはり私の反射スキルは優ゆう秀しゆうね。物理的な力に対しては特に効果的だわ」

「金貨の山を撥はね除のけるって、どんだけだよ……ていうか、お前！」

「さてと。こんなのでも四天王の一人だから、一応回収させてもらうわ。代わりと言ってはなんだけど、金貨については、ソレラを倒たおした勇者たちにプレゼントしてあげる。……私よりも報ほう酬しゆう額が高そうで不満なのだけどね」

　カジノのビラに書かれていた内容をちょっと気にしているようだが、さておき。

　五体満足で気絶しているソレラを肩かたに担かつぎ直して、アマンテは即そく座ざに走り去った。

「ああよかった。ソレラさんは無事だったのね」ほっ

「おい母さん！　安心してる場合じゃないだろ！　思いっきり逃にげられてるから！」

　一瞬の出来事だった。

















エピローグ









　古代遺跡から脱だつ出しゆつさせた母親たちは、通りに並ぶカジノには目もくれず、真っ直すぐ家路についた。家では家族や子供たちが待っていることだろう。母親としての再起を懸かけた戦いはこれからだが、ひとまずは解決だ。

　シラーセとも、ひとまずのお別れとなる。

「アルザレを取り戻もどしていただき、誠まことにありがとうございます。本当に助かりました」

「どういたしまして。それじゃ母親さんたちの再調整を……と思ったんですけど、見た感じ、あんまり必要なさそうですね」

「そうですね。母親としての想おもいを取り戻したようですし、むしろ自身の力で克こく服ふくしていく姿を見たいですからね。……さて、私はそろそろお暇いとまします。この度たびもお世話になりました。副支配人さんにも、どうぞよろしくお伝えください」

　一言言い残して、シラーセはアルザレの書物を手に去っていった。

　そして真まさ人とたちは支配人室へ。一応報告しておこうということでお邪じや魔ますると、副支配人の老人が穏おだやかな笑え顔がおで迎むかえてくれた。

「皆みなさん、お疲つかれ様でした。大変なご活かつ躍やくでしたね」

「どうもです。まあ俺たちにかかれば当然というか、俺の活躍です」えっへん

「真人さんはいつも大活躍です！　格好いいです！」

「うふふ。そうよね。マー君はいつも大活躍よね」

「お、おう……そうだよな……そんな……そんな夢を、いつも見ているよ……」

　ちょっと泣けてくる真人だ。ぐすん。

　そんな時、ワイズがやや不ふ機き嫌げんな声を上げた。

「これでハッピーエンドでもいいんだけどさ……あたしとしては、ちょーっと気になることがあるのよね……ね、メディ？」

「そうですね」

「なんだよ二人とも。気になることって？」

「ずばり、副支配人さんの正体よ」

「この場に居ながら地下の様子を全て把は握あくしていた方ですからね……できることなら自己紹しよう介かいをお願いしたいところなのですが、いかがですか？」

　メディが美少女スマイルで尋たずねると。

　副支配人は穏やかな老人スマイルで微笑ほほえみ返して、頷うなずいた。

「わかりました。私の素す性じようをお話しさせていただきましょう。……私は、このカジノの本当の支配人であり、また、この都市の地下に眠ねむる古代遺跡の管理者でもあります」

「本当の支配人……今まではソレラに地位を奪うばわれていた感じなの？」

「はい。そして種族といたしましては……そうですね……古代人の残留思念ということにしておいた方がいいでしょうか……神、などと名乗るのはおこがましいですからね」

「えっ……あ、あなたは神様なのですか!?」

「はい。そういう設定です」にっこり

「だからそういうことは言わなくていいってば！」

「お控ひかえくださいとお願いしたはずですよね……」

「はっはっは。これは失礼いたしました。とりあえず私のことは、このカジノの支配人であると認にん識しきしてください。……神でありながら、私はあまりに無力でしたからね」

　少し寂さびし気げに笑って。

　副支配人あらため支配人の老人は、真人たち全員に向けてゆっくりと語り始めた。

「……あのソレラという少女が現れたのは、少し前の事になります。とてものんびり現れて、しかし電光石火の早さでカジノと人々を支配してしまいました」

「アルザレを使って、支配人さんや母親たちの設定を変えて、好き勝手に遊びまくっていたわけか」

「私たちＮＰＣには自律意思があります。日々の行動などに予期せぬ変化が現れれば、当然として違い和わ感かんを覚えます。ですが悲しいことに、設定されたことに抗あらがう術すべはなく……」

「ソレラの思い通りにされちゃってたわけね。あいつ、マジ腹立つわー」

「ですがそこに救世主が現れたのです。強く、優やさしく、甘く、温かく、まるで大地や海のように壮そう大だいな気配をお持ちの方が」

「つまり真ま々ま子こさんのことですね」

「ママさんだと思います！」

「勇者であるマー君ね！」

「やめてくれ母さん……息子むすこをこれ以上苦しめないでくれ……」

「はっはっは。皆さん正解ですよ。真々子さんの力は、真人君あってこそ。私は勇者親子に助けを乞こうべく、お二人をカジノ内へご案内したという次し第だいです。……このように」

　支配人は、魔ま法ほうの詠えい唱しようもなしに、小さな子供に姿を変えた。

　大昔の民族衣い装しようのような、独特な服を着ているその子供は……

「あれ、どっかで見たような……あ、そうだ！　俺と母さんで追いかけた子供だ！」

「あらまあ！　外からカジノに入っていっちゃった子だわ！　支配人さんだったのね！」

「はい。こうしてご案内させていただいた次第です。……さて」

　ポンッと煙けむりに包まれて、支配人は元の姿に戻った。

「私の話はこれくらいにいたしましょう。続いて、真々子さんへのお支し払はらいについて相談させていただきたいのですが、よろしいですか？」

「私へのお支払い？……何かあったかしら……」

「地下の闘とう技ぎ場で獲かく得とくなさった、ジャック・お母さん・ポットの金貨ですよ」

「それ正式名めい称しようにするのやめてください。普通にジャック・ポットでお願いします」

「あ、そうじゃん！　ソレラに勝って金貨を山ほど手に入れちゃったのよね！」

「金額的には、億を超こえて兆までいきそうですね……」

「えっと……いち、じゅう、ひゃく……兆って、ゼロが何個ですか？」

「正確な金額を調べるためには精算が必要なわけですが……まずは、差し出がましいようですが、使い道についてご相談できればと思います。いかがでしょうか」

「使い道について、ですか？」

「はい。私から一つご提案があります」

　支配人は、相変わらずの微笑みを浮うかべたまま、真々子を真っ直ぐに見つめて尋ねる。

「真々子さんはギャンブルを快く思われていないご様子です。でしたらいっそのこと、獲得したお金でオカンヤーデのカジノを全て買い上げて、全てのカジノを営業停止にしてしまってはいかがでしょうか」

「カジノを営業停止に……」

「皆さんの活躍で、ギャンブル依い存そん症しようを患わずらった母親たちは家へと帰りました。ですが再びこちらへ足が向いてしまうことも充じゆう分ぶんに考えられます。再発を防ぐために、元を断たつ。これは当然の処置と言えるのではないでしょうか。さらなる依存者を増やさないための方法としても効果的です」

「でも、そんなことをしたら、カジノで働いている皆さんが困ってしまいますよね。節度を守って純じゆん粋すいに楽しんでらっしゃる方もいるでしょうし……」

「おっしゃる通りです。路頭に迷う者もいるでしょう。娯ご楽らくを奪われ不満を抱いだく者もいるでしょう。経済的な損失も言うに及およばず」

「そうですよね……とっても難しいですよね……」

「真々子さん。私は、真々子さんがカジノに対してどのような判断を下すのか知りたいのです。この先カジノはどうなるべきか、あなたのご意見をお聞かせください」

「私は……」

　誰だれもがじっと見守る中、真々子はじっくり考えて、考え抜ぬいて。

　答えを出した。







　商業都市オカンヤーデ。

　その都市の売りは、やはりカジノ。一つの区画が丸ごと遊技場のように、通りの端はしから端までびっしりと、【新装開店】の看板を掲かかげるカジノが客を迎える。

　黒服たちに恭うやうやしく誘さそわれるまま、煌きらびやかに彩いろどられた店内に足を踏ふみ入れると、眩暈めまいがするほど大量の娯楽が待ち受けている。

　願いを込こめてチップを交こう換かんし、ポーカーのテーブルに着いて、深呼吸して準備完かん了りよう。

　客たちはバニーガール（？）の微笑みに祝福され、いざ勝負……

「ちょっとあんた。チップを賭けすぎじゃないの？」

「おいおい。バニーガールがいきなり横から何言って……って……かーちゃん!?」

「そうだよ。あんたのかーちゃんだよ。まあね、自分で稼かせいだお金で遊ぶ分には、かーちゃんは何も言わないよ。でも羽目を外しすぎないようにね。わかったかい？」

「お、おう、わかったけど……いやいやいやいや！　なんでかーちゃんがバニーガール姿でここにいんの!?　かーちゃんがバニーガールって……め、眩暈が……おぇぇぇ……」

　あっと驚おどろくサプライズもまたカジノの楽しみの一つだ。

　雰ふん囲い気きに酔よってしまったのか、仕事を忘れてスロットで遊んでしまっているバニーガール（？）もいたりするが、そこはご愛あい敬きよう。

「あれ？　俺はどうしてこんなところに……っていうか……お袋ふくろ!?　何やってんだよ！」

「え？　あらやだ！　私ったら仕事中に！　もうギャンブルには手を出さないって、あれほど誓ちかったのに……ありがとうね。あなたが声をかけてくれて、お母さんは正気に戻ったわ。それじゃパートのお仕事に戻るわね」

「お、おう。息子としてお役に立てたなら何よりだけど……ていうか、ちょっと待ってくれ!?　その格好はなんなんだよ！　恥はずかしすぎるんだけど!?」

　大切な我が子と言葉を交かわして、支えられて、バニーガール（？）はぴょんぴょん飛び跳はねながら仕事に精を出す。

　従業員たちの仕事ぶりを見守る支配人も、にっこり笑顔だ。

「親が子を気き遣づかい、子が親を気遣い、親子の絆きずなで支え合って、楽しく安全に遊ぶカジノ……ふふっ……流石さすがですね真々子さん。お見事です」

　オカンヤーデのカジノは、どこもかしこも大賑にぎわいで大盛せい況きようだ。千客万ばん来らい。どなた様もどうぞお気軽にお越こしを……

　と、言いたいところだが。







　真人たち一行は、カジノに背を向けて歩き出す。

　とりあえず真々子はとっても満足そうだ。

「お母さんには子供が付いていれば安心で、子供にはお母さんが付いていれば安心。バニーお母さんと子供で楽しむ親子カジノ。……うふふ。とっても素敵ね」

　本当に満足そうだが。

　真人たちの様子は様々だ。

「ヤバいぞ……支配人さんの計らいで、母さんのアイデアが全店導入されたみたいだからな……早く逃にげないと、カジノの客に捕つかまえられて本気でぶっ飛ばされる……」

「カジノで子供が無茶しそうになったら、母親がバニーガール姿で召しよう喚かんされて、母親が馬ば鹿かなことしそうになったら、子供が召喚されるのよね……これでギャンブルに嵌はまるとか、どう考えても無理よね」

「親子転送用の装置を全店配備した費用も、パートタイムのお給金も、全すべて真々子さんが得たお金で支払われるそうで……全額を無む償しようで供出してしまうなんて……真々子さんはもう少し欲を出してもいいと思うのですけどね……」

「ママさんのアイデアはすっごいです！　どんな親子も幸せになっちゃいます！」

　冷ひや汗あせが止まらなかったり、ちょっと呆あきれていたり、感心しきりだったり。思うところは色々だ。……でもまあ、今さら何を言っても遅おそいので。

　気持ちを上向きにして。

「はぁ……それじゃ俺たちは新たなる冒ぼう険けんの旅に出発しますか」

　真人は風を浴びて、逃げる速度で新たな一歩を踏み出す……

　と、真々子がいきなり腕うでを組んでくる。当たり前のように。

「うふふ。ねえマー君。親子の素す敵てきな思い出がたくさんできちゃったわね。お母さん大感激よ。うふふ」

「あーはいはい。それはようございましたね」

「何それ。ちょっと聞きたいかも」

「自分も聞きたいです！　ママさんと真人さんで、どんなことをしたんでしょうか！」

「うふふ。それはね、マー君と一いつ緒しよに腕を組んでデートして、素敵なカフェに行って、シャンプーして、お買い物して……お母さんへの甘え方もたくさん勉強したのよね」

「全て忘れたい思い出だ」

「いいではありませんか。素敵なことだと思いますよ？　ここで起きたことを、いつまでも忘れないようにしないといけませんね。ふふふっ」

「ったく。からかいやがって……ん？」

　真人はふと思い出した。

　このオカンヤーデで起きたことは、色々あったが、最初は確か……

「（ワイズとメディが、俺に無理やり母さんを押し付けて、カジノに行ったんだよな）」

　しかもポータに適当なことを吹ふき込んで加担させたという、悪いおまけ付き。

　これをうやむやにするのは、よくない。

「……なあ母さん。ちょっといいか。俺としてはさ、ワイズとメディが母さんを騙だましてカジノに行ったことについて、母さんから一言言っておいた方がいいと思うんだけど」

「ああ、そうだわ。お母さんにも悪いところはあったけど、二人の事はちゃんと叱しからないといけないわよね」

　真々子が叱る……ということは、〝めっ〟で、ビームがズバーッと？

　ワイズとメディはビクッと震ふるえて、顔はもう真っ青だ。

「え、えっと……メディ！　逃げるわよ！」

「もちろんです！……あ、ポータちゃんも一緒に行きましょうねー」

「はい！　よくわかりませんけど、自分も行きます！」

　ワイズとメディは、ポータを盾たてにして、すたこらさっさと逃げていった。

「ったく、あいつら……」

「あらあら、逃げられちゃったわね。……それじゃ、まずはマー君からね。マー君も内緒の作戦に関かかわっていたのよね？」

「うっ、ブーメラン……母さんに内緒でカジノ作戦は、確かに俺が言い出したことだったけど……あ、そうだ！」

　今こそ経験を活いかす時。

「なーなー、かーさーん。その辺の事は笑って許しちゃおうぜー。なー？」

　真人は甘えた声でお願いした。はいこれでＯＫ。真々子は甘くなってあっさり許す……

「うふふ。ダメよ」にっこり

「あれ、甘くならない!?」

「でも『次は母さんも一緒に行こう！』って誘ってくれるなら、許しちゃおうかしら」

「ん？　やっぱ甘い？……どゆこと？」

　息子むすこ勇者が甘えや甘やかしを正しく理解するためには、まだまだ修しゆ行ぎようが必要だ。








あとがき









　お世話になっております。井い中なかだちまでございます。

　皆みな様さまから篤あついご支し援えんをいただき、四巻発売となりました。心より御お礼れい申し上げます。

　おかげ様で、お母さんは絶好調。同日発売のドラゴンマガジン三十周年記念号では表紙＆巻頭特集に抜ばつ擢てきしていただき、他ほかにも、あれやこれやと、あまりにも幸せな出来事のオンパレードとなっております。ありがたや、ありがたや。

　ですが一方で、巻数を増すごとに、お母さんラノベを書く難しさがじわじわと増しているように思います。

　担当編集Ｋさん曰いわく〝人じん跡せき未み踏とうの雪原を行くが如ごとし〟。開かい拓たくし放題の新天地がそこにあるわけですが、向かうべき方角は不明で、やたら歩きにくい、みたいな。

　遭そう難なん率が高い無茶な冒険をしてるんだなぁ、なんて、しみじみ思ったわけですが……

　歩き始めたからには前へ進むしかありません。皆様からの応おう援えんを原動力に、今後とも精しよう進じんして参ります。変わらぬご愛あい顧こを、どうぞよろしくお願いいたします。




　この場をお借りして関係各位へ。

　飯いい田だぽち。さん、担当編集Ｋさん、出版に携たずさわっていただいた方々に、販はん売ばい店の方々、さらに真ま々ま子こコスでお世話になりました皆さん。誠まことにありがとうございます。

　そして、Ｗｅｂコミックサイト・ヤングエースＵＰにてコミカライズでお世話になっております、冥めい茶ちやさん。末永くお付き合いいただけますよう、謹つつしんでお願い申し上げます。




　余談ではありますが。

　井中のお袋様も、コミカライズ版お母さんの読者であります。

　仕事でフォークリフトを乗り回し、昼食後の休きゆう憩けい時間にはライトノベルやコミカライズ作品を読み、さらに、各編集部さんではなく原作者へ直接メールを送って次巻や更こう新しんの催さい促そくをするという、活発すぎるほど活発なファンの方でございます。

　真々子さながらに、息子を軽く圧あつ倒とうするほどの勢いがありまして……

　あるいは井中は、書くべくして、このお母さんラノベを書いているのかもしれませぬ。





二〇一七年・仲冬　井中だちま



















井中だちま

●いなかだちま



第29回ファンタジア大賞にて「通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃のお母さんは好きですか？」で〈大賞〉を受賞。

海外旅行の際、拙著の表紙イラストをコピーして荷物タグに入れ、預け荷物の目印としてご利用された方がいらっしゃいます。井中のご両親様です。ごひいきに感謝。

周年フェアの際にお母さんアクリルマスコットを作っていただいたので、今度はそちらをお勧めしたいと思う井中でございます。


















カバー・口絵・本文イラスト／飯田ぽち。

カバーデザイン／草野剛










通つう常じよう攻こう撃げきが全ぜん体たい攻こう撃げきで二に回かい攻こう撃げきのお母かあさんは好すきですか？４








井い中なかだちま
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